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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ブーちゃんず・とらいある［前編］










　火花が飛び散ちる。


　目の前を、火花が飛び散る。


　金きん属ぞくと金属が激はげしくぶつかり合う音……


　ウィイイイイイイン！　だの、キィイイイイイイン！　だの、甲かん高だかい音を立てながら、火花が飛び散る。


　それを眺ながめながら、ライナ・リュートは、ため息をついて言った。


「……ああ、んで、おまえはいったい、なにやってんだ？」


　いつものやる気ない声こわ音ねは、しかし、いつになく疲つかれていた。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、まだベッドから上体を起こしたばかりの長身瘦そう軀くの体には、気けだるげな疲ひ労ろうがにじみ出ている。


　そして、眠ねむそうに緩ゆるんだ黒い瞳ひとみは、目の前をぼんやりと見つめていて……


　そこは、あまり広いとは言えない部屋だった。ベッドと鏡きよう台だいがあるだけの、狭せまい部屋。


　ライナが滞たい在ざいしている宿の、彼の部屋。


　そう、ここは、ライナの部屋のはずだった。


　しかし、なぜかその部屋の片かた隅すみで、金属と金属がぶつかり合う、甲高い音が響ひびき渡わたるとともに、激しい火花が上がっていて……


「………………」


　それをまたしばらく、ライナはぼんやり見つめた。


　目の前の光景。


　黒髪の、美形の好青年が……


　金属の刃はが高速で回転している、奇き妙みような工具を右手に。


　そして左手には、頭にフォークとナイフを無む理り矢や理り合体させられているブタのぬいぐるみ、なんていう、わけのわからないものがにぎられていて。


　しきりにその二つをガチャガチャとぶつけ合わせては火花を散らしながら、


「ん？　ここをこう改かい造ぞうすれば……いや、でもこっちをこう改造したほうが……」


　それにライナはとりあえず、


「なんでぬいぐるみから、火花が散るんだよ！」


　一度突つっ込こんでから、しかし、まるでそれには反はん応のうがないので……再ふたたび深いため息いきをついた。そのまま、まるで自分を落ちつかせようとするかのように淡たん々たんと、


「……いや、それはおいといても……最初はさ、俺おれってば、これは夢ゆめなのかな？　って思ったんだよ。だって、普ふ通つうは思うだろ？　朝……いやもう昼だけどさ……とにかく、目を覚さましてみたら、俺に無む断だんで部屋に誰だれかいるんだよ。まあ、それも百歩譲ゆずって許ゆるすとしよう。寝てる間に泥どろ棒ぼうが入ってくるなんてことも、そりゃあるだろうしな。だけどその侵しん入にゆう者しやが、なにを盗ぬすむでもなく、部屋の片隅で、怪あやしげなぬいぐるみを改造してるっていうのは……夢よりひどくねぇか？」
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　するとそれに、目の前でブタのぬいぐるみの改造をし続けていた好青年が手を止め、まるでこちらを気き遣づかうかのような表情で、


「そうですね。怪しげなぬいぐるみを侵入者が部屋で改造してるだなんて……そんな奇妙な夢を見たんですか？　それはさぞかし恐おそろしい夢だったでしょう」


　なんて言葉に、


「侵入者ってのはてめぇのことを言ってんだよシル！」


　ライナは思わず、叫さけんでいた。


　目の前にいる、見た目好青年な男。


　シルワーウェスト・シルウェルト。


　通つう称しようシル。


　彼はライナたちが所しよ属ぞくしているローランド帝てい国こくの名門の貴き族ぞくで……代々、槍やりを最強の武器と定め、槍そう術じゆつを極きわめ続けてきたとかいう、奇妙な一族の出身だったりする。


　そんな彼が、なぜここにいるかというと……


　ローランドでは最強と呼よばれ、剣の一族とも呼ばれている大貴族……エリス家の娘むすめ、フェリスがライナと行動をともにしているからで……


　そのフェリスを倒たおせば、ローランド最強を名乗らせてやるなどという王の口車に乗せられて……イエット共和国にいるライナたちとローランド間の、情報伝達係を押し付けられている、槍に命をかける好青年。


　という、プロフィールのはずなのだが……


　シルが、驚おどろいたような表情で、


「へ？　侵入者が僕ぼく？　しかし、それはおかしいですね。さきほどのライナさんの夢のお話では、侵入者は、怪しげなぬいぐるみを改造していたと言っていましたが……僕はそんな怪しげなぬいぐるみなんか、持っていませんよ？」


　なんてことを、ブタのぬいぐるみを左手にこれでもかとにぎりしめて、断言してくる。


　そのブタのぬいぐるみは、ライナの目の前で、なぜかつぶらな瞳をこちらへ向けて、ぷるぷる、ぷるぷると震ふるえていて……


「…………」


　もう、これは一種の恐きよう怖ふだった。


　ライナは思った。


　寝ね起おきから、俺はいったいなんでこんな異世界に迷まよい込んじまったんだろう……


　再び深いため息をつき、聞く。


「……じゃあ怪しげなぬいぐるみを、おまえは持ってないっていうのか？」


　すると、シルははっきりとうなずいて、


「どこにそんなものがあるというんですか？」


　わけがわからない、という表情で言ってくる。


　それにライナは、


「じゃあ、その左手でぷるぷる震えてる奴やつは、なんなんだ？」


「え？　左手？」


　と、シルは左手に持ったブタのぬいぐるみを掲かかげ、


「これは、槍でしょう？　僕が改良に改良を加えた、史上最強の武器ですよ」


　という発言に……


（どこをどう改造したら、槍がそんな形状になるんだよ！）


　なんてことを叫ぼうとした瞬しゆん間かんだった。


　それは、突然の出来事だった……


　目の前の好青年の、左手のあたりから、


「うむ。槍をぬいぐるみなどと、馬ば鹿かにするにも、ほどがあるな」


　なんて声が響いて……


「っ!?　っっ!?　はぁ!?　ちょ、ちょっと待て……い、いま、そのブーの奴、しゃべらなかったか!?」


「？　なにを言ってるんですか？　嫌いやだなぁ。槍が、しゃべるはずがないでしょう？」


「そうだ。あまりふざけたことを言うでない。まったくダメな男だな」


「ってだから！　その声は誰なんだよ!?」


　ライナが叫ぶが、しかし、シルは首をかしげるばかりで、


「だからなんの話ですか？　僕には、声なんて聞こえませんが」


「ウソつけぇええええええ!?　いま、絶対そいつしゃべったって。ほら、なんか言えって……いまみたいにしゃべってみろ……」


　が……


「…………」


　ぬいぐるみはなにも発さない。


　ただ、シルと、そしてブタのぬいぐるみが、こちらを気の毒どくそうな表情で見るばかりで、


「うあ……おまえらにそんな目で見られたくなぁああああああい!?」


　ライナは悲ひ痛つうな叫びを上げてから、頭を抱かかえた。そしてなぜかもう、人生をあきらめきってしまったような表情で、


「……ううう……もう、なんでもいいよ。だからあれだろ？　ここは異い世せ界かいなんだろ？　だったらいいよそれでもう……朝、人が寝てる部屋に侵しん入にゆうして、わけのわからんぬいぐるみを、『槍やり』だとか言い張って、改造しまくったあげく、ブーの奴がしゃべったかと思いきや、いつのまにやらこっちが変人扱あつかいなんてことも、そりゃ、異世界じゃあるだろうさ。おっけおっけ。いま俺がおかれている状じよう況きようは、把は握あくした。だが、どうしても一つだけ聞きたいんだが」


　するとシルが、こんな状況でもいつもの好青年の笑え顔がおでこちらを向き、


「なんでしょうか？」


　なんていう、その好青年ぶりが寝起きからむかつくんだよ！


　という心の叫びもライナは抑おさえ込んで……彼は言った。


「いやさ、なぜ、その異次元空間が、俺の部屋なんだ？　ってことを聞きたいんだよ。別に他の場所でやってもいいだろ？　なんでわざわざ、俺が寝てる部屋まできて、ぬいぐる……いや、その『槍』？　を改造なんかしてんだ？」


　その質しつ問もんに、シルは、なんだそんなことかとばかりに微笑ほほえんで、


「ああ、それは簡かん単たんですよ。他にはいい場所が見つからなか……」


「ンなわけねぇだろうがあああああああ!!」


　今度こそ最後まで言わせず、ライナは叫んでいた。それからげんなりとベッドに倒れ込んでから、


「ああもう、勘かん弁べんしてくれ……」


「はい。では、僕は作業に戻もどりますね」


「戻んなよ！」


　という言葉は当然無む視しされて、シルの手元からは、キィイイン！　だの、ウィイイン！　だの、火花が飛び散って……


「眠ねむれねぇええええええええええええ!!」


　そんな平和？　な、いつもの昼下がり。


　ライナが耳を塞ふさいでもそもそと布ふ団とんにもぐり込んだあとも、シルの作業は延えん々えん続いた。


　ライナも音に慣なれ、再ふたたび眠りについたりして。


　数時間が過ぎた。


　やがて日もすっかり傾かたむき、空が真まっ赤かに染そまり始めたころ……


「できたぁ！」


　シルは歓かん喜きの声をあげた。


　その声にライナは布団からひょいっと顔をだし、


「おお、やっと完成したのか？」


　それにシルは自信満々にうなずいて、


「はい！　今回の改造は、すごいですよ！　今度こそライナさん、そしてフェリスさんも、簡単に蹴け散ちらしてしまうこと間ま違ちがいなしです！　あとは、風通しのいい屋おく外がいで、陰かげ干ぼしすれば完かん璧ぺきです！」


「へぇ。そりゃよかったな。んじゃ、さっさと陰干しにいってくれよ。部屋を出てってくれ。音がうるさくて、俺は全然眠れなかったんだから……」


　と、寝不足な目をこすりながら言うライナに、しかし、シルは少し驚おどろいた表情で、


「いや、めちゃくちゃ熟じゆく睡すいしてたように見えたんですが……」


「まぁ、素人しろうとには、そう見えるだろうな。だが、それが罠トラツプなんだ。実は俺は、熟睡していたフリをしていただけだ」


「え!?　そうなんですか？　まさかあの熟睡っぷりが全部、演えん技ぎだったなんて……」


　シルが驚きよう愕がくの表情で言い、それにライナはにやりと笑って、


「驚いたか？」


「はい。そんな演技をなんのためにするのかまるでわかりませんが……そこがまた、すごいです」


　その言葉に、なぜかライナは満まん足ぞくげにうなずいて、


「いまの技わざを俺はこう名づけている。秘ひ技ぎ『ほんとは寝てたのに、いや寝てないよ、瞑めい想そうしてただけだって！　だから殴なぐるなフェリス!?』……うう……」


　言いながら、ライナは泣いた……


　そのままシルへ向かって指で出てけと扉とびらをさしながら、


「さぁ、そうとわかったら俺はもう寝るから、素人はこの部屋を去れ。この部屋にくる資し格かくがあるのは、一週間は連続で寝ることができる奴だけだ。それ以外の奴は、さっさと部屋を出てけ」


　その言葉にシルはうなずいた。


「じゃあ、僕はこの槍を陰干ししてから、王に今日あった出来事を報ほう告こくしに帰りますね。また明日会いましょう」


「いや、いっつも俺は、『イエットからとんでもなく離れてるローランドに帰って一晩で帰ってこれるわけねぇだろ!!　ってか帰ってくんな！』って思うんだが……まぁ、今日はそれはいいや。眠いし。んじゃ、王シオンに会ったら言ってくれ。ライナはまじめに仕事をしてて、フェリスはだんごばっかり食べてなんにもしてなかったって……」


「はい。ライナさんは、朝はいつも寝ていて起きてからも、熟睡をしているフリという高度な技を数時間も見せて、そしてそのあとは再び寝るようでしたと、報告しておきます」


「…………いや、それじゃまるで俺が一日中寝てるみたいじゃ……まあいいか。じゃあ王シオンの奴に、一日中寝るのも、意外と大変なんだぞって伝えてくれ」


　するとシルはそれに、


「わかりました！　では、これで失礼いたします」


　大きくうなずいて、そしてライナがさっき指さした扉とは反対方向にある窓まどを開くと、


「はっ！」


　ブタのぬいぐるみをにぎりしめたまま、勢いきおいよく飛び出した。


　ライナの部屋は二階にあるというのに、そんなことはものともせず、くるりと一回転して地面に着地。そのままとんでもない勢いで駆かけ出す。


　それをライナは窓から眺ながめながら……


「あいつ……もう帰ってこなきゃいいのに」


　言ってから窓を閉め、そして、そのまままた、深い眠りについたのだった……





　　　　◆





　場所は変わって、路ろ地じ裏うら。


　そこには、暗い、闇やみが広がっていた。


　それほど遅おそい時間ではないのに、街がい灯とうもなく、人もあまりいないせいか寂さびしい雰ふん囲い気きで満ちている。


　その闇をかき消すように、


「げーんきなわたーしは♪　ふんふふーん♪　空がいくー♪　雪がすわるー♪」


　ミルク・カラードは、今日も無駄に元気だった……


　亜あ麻ま色いろのポニーテールに、くりくりお目目。


　愛らしい童どう顔がんをした十六歳さいの彼女は、しかし……こう見えてもライナたちを追いかけている、ローランド帝てい国こく『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいというエリート部隊の隊長だったりする……


　いつもなら、彼女の周まわりには四人の部下が控ひかえ、彼女と常つねに行動をともにしているのだが……いまは一人で散さん歩ぽ中だった。


　しかし、


「ああー。もうすぐ門もん限げんの六時になっちゃうー。早く帰らないと!!」


　言ってから、さっきよりはいくぶん早足でその路地裏を進む。そこを通れば、ミルクたちが滞たい在ざいしている宿に、少し早くつけるという、彼女が最近ここらへんを散歩しているときに見つけた抜ぬけ道なのだった。


　そんな路地裏をどんどん歩いていく。


「わーたしはーむーてきのーろぼっとーだー♪　だーからー元気なのさー♪　いえい！」


　意味不明な歌も最さい高こう潮ちよう。


　と、そのときだった。


　彼女の、暗闇の中でも衰おとろえることのない鍛きたえられた視力の端はしに、それは映うつった。


　闇の中、ぽつんっと置かれた小さな箱。


　そしてその箱には貼はり紙がされており……


『槍やり』


　とだけ、書かれていた。


「槍？」


　意味がわからなくて、ミルクは首をかしげ、それから、その箱の中をのぞきこんだ瞬しゆん間かん！


「あう!?　か、か、かわいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」


　路地裏に、叫び声が響いた。


　箱の中にはなんと、頭に無理矢理フォークとナイフが合体させられた、かわいらしいブタのぬいぐるみが入っていて……


「なになに？　どうしてこんなところに、こんなかわいい子がおいてあるのぉー!?」


　と、ミルクは箱の中からそっとブタのぬいぐるみを取り出して……


「ああ、やっぱりかわいー。なんか、ぷるぷる震ふるえてるしー!!」


　ぎゅっと抱だきしめる。


　その光景は、よくある光景だった。


　少女と、お気に入りになるであろう、ぬいぐるみとの出会い。それがどれほど汚よごれていても、大人おとなたちに、新しいのを買ってあげるからと言われても……なぜか手放すことができない、大切な友達との、最初の出会い。


　一目でわかる。この子は、自分にとって、特別なものになる……


　誰もが経けい験けんする、懐なつかしい日々。


　なにをするにも一いつ緒しよで、一緒じゃなければ、不安で……


　話しかけたら、返事が返ってくるような気がしたのだ。そんなことがあるはずないのに、お気に入りの……初めてのその友達なら、返事をしてくれるような気がしたのだ。


　大人になればいつのまにか忘れてしまう、幼いころの純じゆん粋すいな気持ち。いま考えれば笑ってしまうような、幼よう稚ちな感情。


　そうだ。ぬいぐるみがしゃべるなんてことが、あるわけ……


　とそこで、


「そこの娘。ちょっと待つのだ」


「ん？　なになに？　ブタちゃん」


　あるわけな……


「すまないが、いきなり抱きつかれても、私はおまえの気持ちに応こたえることはできない。勝手に拾ってもらっては困こまる。私はいま、修しゆ行ぎよう中の身なのだ」


「え!?　修行してるの？　すごい！」


　いや、すごいところはそんなことじゃなくて、ぬいぐるみがしゃべるはずが……


　が、ミルクはそのまま、


「かぁっこいいー！　ブタちゃん修行してるんだ！」


　いやだから……


「ブタちゃんではない。私にはちゃんとした名前がある」


　その、だから……


「名前あるんだぁ！　なんて言うの!?」


　あの……


「うむ。私の名前は、ブールジョアーノ・ジュリオールという」


「？　ぶ、ブールジョボボノ……んと、えと……」


「本名は難むずかしいからな。皆みなは略りやくして、私のことをブーちゃんと呼よんでいる。おまえもそう呼んでくれてかまわない」


「ブーちゃん！　かわいい名前！　じゃあ、ブーちゃんって呼ぶね！　私のことは、ミルクって呼んで」


「うむ。では自じ己こ紹しよう介かいが終わったところで、さっさと下ろしてもらおうか。私には、時間がないのだ」


　なんて普ふ通つうの会話。


　どうもこの二人は、いろいろなめちゃくちゃなことは完全に無む視しで、なんの疑ぎ問もんもなくこのまま突き進むつもりらしい……


　ミルクが尋たずねる。


「え？　時間がない？」


「うむ。私は早さつ急きゆうに強くならねばならないのだ。誰よりも、なによりも……それが、『槍』として生まれた、私の宿命だからな」


「宿命？　なんかその言葉、かっこいい！」


「うむ。それも……この陰かげ干ぼしされているたった一ひと晩ばんで、私は強くならねばならない。私の主マスターは、一晩陰干ししただけで、私が強くなると固く信じているからな。主マスターの期き待たいに応こたえられないとあっては……『槍』仲間たちの間で、物笑いの種になってしまう。よって、私には時間がない。わかったら、さっさと下ろしたまえ。私はこれより、修行の旅にでる。たった一晩で、いまの能のう力りよくを大おお幅はばに超こえる力を身につける荒あら行ぎよう……女子こ供どもについてこれる場所ではない」


　と、周囲を見まわし、それから、再びミルクの方を見上げて、


「さぁ、あたりももう暗い。親おや御ごさんが心しん配ぱいしているだろう。家に戻られよ」


　つぶらな瞳ひとみでミルクを見つめる。


　じーっと見つめる。


　じーっと、じーっと……


　それにミルクは、


「ううううう……だめぇ……かわいすぎるうう。よし！　わかった！　私もブーちゃんの修行、手伝ってあげるね！」
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　なんて言葉に、ブーちゃんは驚おどろきの表情で、


「んな!?　馬ば鹿かなことを言うでない。さっきも言ったように、私がこれよりおもむく場所は、危き険けん極きわまりない場所なのだ。そんなところに、お前を連つれてなど……」


　が、ミルクはぶんぶんと首を振ふって、


「だぁめ！　そんな危あぶないところにいくなら、なおさらブーちゃんを一人でいかせるわけにはいかないよ！　えと、んと、もうすぐ門もん限げんすぎちゃうから、ルークに怒おこられちゃうかもしれないけど……で、でもでも、困こまってる人…………んと、困ってるぬいぐるみを見捨ててきたと知ったら、ルーク、もっと怒ると思うし！　私も、こう見えてももう、十六歳で、大人で、隊長で、強いんだからね！　私がブーちゃんを守ってあげる！　それにそれに、連れてってくれなきゃ、このままお家うちに持って帰っちゃうよ！」


　なんて、真しん剣けんな表情で言っていて……


　それにブーちゃんはまた、腕うで組ぐみをして考え込んだ。


「ううむ。それは困るな。とにかく私には時間がないのだ。主マスターはすぐにも、この街へ戻ってこよう。そして、なにも変わっていない私を見たら、さぞかしがっかり……」


　そこで、おびえるように首を振って、


「いかん。それだけはいかん。優ゆう秀しゆうな『槍』として、主マスターの期待に応こたえられないなどということは……一生の恥はじだ。そうでなくとも、このところあの金きん髪ぱつの剣けん士しに何度も恥をかかされているというのに……くう。ここでこうして、お前とくだらない問答を続ける時間はない……いいだろう。ならばついてこい。おまえを守りながら、あの危険な洞どう窟くつを抜ぬける……それもまた、私に課かせられた試し練れん。よし。おまえは私が守ってやる」


　なんて言って、それにミルクはこくこくとうなずいて、


「かっこいー！　守って守って！　お互たがい、守りあいっこだね！」


　満面の笑みで言う。


　しかしブーちゃんはじろりとミルクをにらんで、


「だが、親御さんだけにはちゃんと連れん絡らくをとっておくんだぞ？　いくら私がついているとはいえ、娘が一晩帰らなければ心配しよう」


「わかってる！　前にそれで一度怒られてて、事情があって帰れないときは、ちゃんと連絡することに決まってるんだ！　だからちょっと待ってね。いま、伝言を書くから……」


　言って、ブーちゃんを抱えたまま路地裏を駆けだし……商店街に飛び出すと、顔なじみの八や百お屋やの店主に部下のルークへの伝言を頼たのんで……


「これでおっけー。じゃあブーちゃん。どこにいけばいいの？」


　するとブーちゃんは小さなヒヅメをびしっと北へと向けて……


「目指すは北だ！　北の山の中にある洞窟に、その修行場所は、ある！」


「おっけー!!　じゃあ、出発進行ー！」


　と、ミルクはブーちゃんを肩かたにひょいっと乗せると、一気に駆け出す。


　そんなこんなで、ミルクとブーちゃんの修行の旅は、いま、始まったのだった。





　　　　◆





　目的地は、街を出て、四時間ほど駆け続けた場所にあった……


　といっても、それは一見お子様な見た目ながら、この若さでローランド帝国軍中ちゆう尉いの地位にある超ちようエリート、ミルクが走ったから四時間でつけた、という話で……


　通常の人間なら、一日がかりでも、到とう着ちやくできないかもしれない。


　そこは、街からはかなり離はなれた場所にある、崖がけの上。人が登れるとは思えない断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを、かなり登った場所に突然、ぽっかりとあいている洞窟だった。


　ミルクはそこまでを、ほとんど休むことなく駆け続け、すごい勢いで登り続けて……


　ブーちゃんもさすがにそれには驚いたようだった。


「ううむ。これは、この娘を連れてきたのは正せい解かいだったかもしれん。私の足ではこの絶壁まで到達するのに何時間かかったか……」


　ミルクの肩にちょこんっと座すわったまま、自分の短い足をひょいひょい動かして、そう呟つぶやいた。


　そこでミルクはそのまま洞窟へとよじ登り、


「とおおちゃああああく！　ついたよブーちゃん。ここでいいの？」


　それにブーちゃんはうなずく。


「うむ。間違いない。ここが、イエット共和国の、路地裏に住むものたちの間で有名な修行所……魑ち魅み魍もう魎りようが集まる、危険な迷宮ダンジヨン。無事この迷宮ダンジヨンの最深部に辿たどりつくことができたあかつきには、究極のパワーが与えられるという……しかし、かつて数多くの戦士たちがこの迷宮ダンジヨンに挑いどみ、そして傷ついて、廃はい人じんのようになって路地裏に流れてきたという危険な場所だ。引き返すのならいまだぞ娘」


　が、それにミルクはなぜかわくわくした表情で、


「なんか、おもしろそう！」


　それにブーちゃんは首を振る。


「おもしろいものか。ついこのあいだ、私がパワーアップするために他の洞窟を訪おとずれたときは……洞窟まで私を運んでくれた猫ねこのミュミュ殿どのが、トラップに巻まき込まれて危あやうく命を落としかけたのだ。まぁ、すんでのところで、私が助けることができたがな」


　という言葉に、しかし、ミルクは目を輝かせて、


「みゅ、ミュミュ!?　ミュミュと友達なのブーちゃん!?」


「ん？　ミュミュ殿を知っておるのか？　ついこのあいだ出会ったばかりの、路地裏友達なのだが……」


　それにミルクはうんうんうなずいて、


「知ってるもなにも、ミュミュって名前ね、私がつけたんだよ！　ルークがダメって言うから飼かえなかったけど……元気にしてた？」


「うむ。まだ子猫だというに、私を背に乗せ、モノともしないあの力はたいしたものだ。そしてミュミュ殿は、『次はもっと速はやく走れるようになるね』と私に言い……


　私は、『ならば私は、より一いつ層そうの、ボディフレームの軽量化に励はげもう』と約やく束そくした。あれ以来私は、より軽くて、丈じよう夫ぶな布ぬの生き地じを探さがすことを怠おこたったことはない」


　なんて言葉にミルクはふむふむうなずいて、


「二人ともがんばってるんだね！　じゃあ、私もがんばらないと！　もっともっと強くなって、あの美人なだけの女をばぁあんっとやっつけて、ライナの目を覚まさせてやるんだから！」


「ほう。おまえも女ながらに、強さを求めているのか？」


「うん。やっぱり強くないと、部隊のみんなも守れないしね！」


　それにブーちゃんはうむっと強くうなずいた。


「気に入った！　仲なか間まを守るために強くなりたい……それこそが、強くなるための鍵かぎ……その心意気、感じ入ったぞミルク殿。これからはお主ぬしも、我われ等ら路地裏の友の、仲間だ」


「やったー！　私もブーちゃんとミュミュと仲間ー!!」


「ならばもう、なにも言うまい。この洞窟を抜けることができれば、お主にもきっと強さが得られる。同志よ。共に強くなろうぞ」


「うん！　強くなろー！」


「では、いくぞ！」


「ごーごー！」


　と、いまいち軽いノリで、二人は洞窟の中を、進みはじめたのだった。





　　　　◆





　洞窟の中は、暗かった。


　光こう源げんがまるでないのだから当たり前だが。


　それにミルクがきいた。


「周囲を照てらす魔ま法ほうを唱となえようか？」


　しかしブーちゃんは、


「いや、それには及およばない。魔法の使えない主マスターのために、私はその機き能のうもすでに、装そう備びしている」


　言ってから、一度顔を伏ふせ、それから再ふたたび上げると、


「光よ」


　言葉と同時に、ブーちゃんの中のなにかが、カチリっと音を鳴らし……直後、ブーちゃんの頭に生はえているナイフとフォークが、強きよう烈れつな光を発しはじめて、周囲を照らす。


　それに、


「ぶ、ブーちゃんすごおおおい！　なんでも出来るんだね！」


「うむ。『槍』にできないことなどないと、主マスターは常に言っていたからな。これくらいできて当然なのだ」


　だから『槍』になんでそんなことが……


　という突っ込みはもう、こんな洞窟の中では、誰も入れない。


　ミルクはうんうんうなずいて、


「じゃあ、もっともっと、なんでも出来るようになろうね！　たとえば、えーと、空を飛ぶとか！」


「む……そ、空か……それはまだ、考えたことがなかったな。よし。頑がん張ばってみよう」


　そんな会話をしながら、突き進む二人……


　とそこで、


「あ……」


　ミルクの表情が変わる。


　続いてブーちゃんのつぶらな瞳も、目の前をじーっとにらみつけて……


「さすがミルク殿どの。気付かれたか？」


「うん。なにか、いるね……」


「うむ。おそらくは……」


　が、言葉はそこまでしか続かなかった。


　突とつ如じよ、スギャアアアアアアアアアアア！


　なんていう、奇き妙みような咆ほう哮こうとともに、光の届とどかない暗くら闇やみのさきから、黒い影かげが飛び出してきて……


「きた!?　回かい避ひします！」


　一直線に襲おそい掛かかってくる影を、ミルクは上体を反そらしてかわす！


　黒い影はミルクの上を通り過ぎて後方へと抜けていくが、しかし……


　ミルクはそれを逃にがさない。反らした上体をそのままに、ぐるりと後ろにバク転し、それと同時に、地面に着地したばかりの黒い影へと、


「えい！」


　たたき落とすように蹴けりを放つ。


　が！


　黒い影はそれをすごい速さでかわし、ミルクから距きよ離りをとると再びスギャアと咆哮をあげて……


　それにミルクは、


「あう……外はずれたぁ……」


　すぐさま体勢を立て直し、黒い影を、むむむとにらみつける。


　その、黒い影……


　いや、よく見るとそれは、影ではなかった。


　全身が闇に解とけこむかのように黒いのだ。


　体全体が、異い常じように細い……というより、両手、両足が、黒い金きん属ぞくの棒ぼうでできているといったほうが正しいだろうか？


　頭があるべき場所には、ハサミ状じようの刃がおかれており……胴どう体たいは、なにやら複ふく雑ざつな機械に、いくつもの魔ま方ほう陣じんが描えがかれている。


　そして、そのハサミを高速で開けたり閉しめたりして、その度たびに……スギャアアアアアアアアアアア！　という、奇妙な音が上がる。


　それにミルクが驚きの表情で、


「うわぁ……なにあれ？　あんなの見たことない。だって、ハサミがしゃべってるよ？　ハサミがしゃべってるよ？」


　ぬいぐるみがしゃべることにはまるで疑ぎ問もんを感じないのに、ハサミがしゃべるのには驚くらしい。それにブーちゃんは、


「うむ。遥はるか昔に作られた、錬れん金きん術じゆつによる化ばけ物ものだ。武器に、擬ぎ似じ生命を与あたえる……いまでは失うしなわれた魔法の一つだな」


　それから急につまらなそうな表情になって、


「擬似生命などと……くだらん。その気になって頑張れば、私のように人格を持ち、しゃべることなど、たやすいというのに」


　なんてことをあっさり言って、それにミルクもうんうんうなずいて、


「そーだよね！　ブーちゃんはかわいいから、しゃべれて当たり前だもんねー！」


「うむ！」


　それで、なぜか会話は成立しているらしい……


　それはまあ……とにかく、ミルクは目の前の、ハサミの化物を見み据すえて言った。


「でも……あの『ハサミ』君、かなり強いよね……あのタイミングで私の蹴りを簡単にかわしたもん。これは、私もちょっと本気にならないと……」


　が、そこでブーちゃんは首を振って、


「いや、この場は私がやろう」


　言ってから、ミルクの肩から飛び降りると、


「さぁ、私が相手だ、『ハサミ』。槍とハサミの格の違いというものを、教えてやろう」


　なんて言葉に、ミルクは後ろで、


「か、かっこいいいいい！」


　それにブーちゃんは振りかえらないまま続けた。


「ふっ。私が歩む道は修しゆ羅らの道。私に惚ほれても、むくわれないぞ？」


　そんなセリフを言ったと同時に、スギャアア！　という、奇妙な駆く動どう音おんとともに、『ハサミ』がブーちゃんのもとへと襲おそいかかる。


　それに対してブーちゃんも、トテトテと短い足で地面を駆けてゆき、それとともに、つぶらな瞳が、ぎゅおおおおおおおという音をたてて、すごい勢いで回転を始めて……


「たぁ!!」


　跳とびあがった。


　そして『ハサミ』の刃が、ブーちゃんの胴体を捉とらえた！


　と思った瞬間、ブーちゃんはその刃をひらりとかわすと、振り向きざまに目から光の線を放って……


　それに、ミルクが呆ぼう然ぜんと、


「へ？」


　そんな声を上げる。


　そのミルクの目の前で、その光線は、ビューンとかいう聞いたこともない音とともに、一直線に『ハサミ』の胴体……黒い金属でできた胴体を直撃し、それを一瞬にして溶とかして貫つらぬき、さらにはそのさきの地面すら抉えぐり取って、あげくに、爆ばく発はつ炎えん上じようする。そのまま、爆風に巻まき込こまれて、『ハサミ』はおもいっきり壁かべに叩たたきつけられ、粉こな々ごなに破は壊かいされて……


　その目の前に、シュタっと着地したブーちゃんは、悲しげな表情で首を振り、


「憐あわれな。次は『槍』に生まれ変わるがよいぞ」


　呟つぶやくように言った。それに、


「ブーちゃんすごおおおおおおい！」


　と、ミルクが駆け寄よってきて、ブーちゃんに跳びつく。


「いまのすごいよ!!　どうなってるの!?　魔法じゃないよね？　呪じゆ文もんも、魔方陣も、なにも使ってなかったもんね？」


　それにブーちゃんは得とく意いげに、


「うむ。これこそが、ミュミュ殿といった洞窟での修行で手に入れた力。主マスターの夢ゆめを叶かなえるため、すべてのものを貫きたい！　という私の『意い気き込ごみ』を、一気に目から放出する大技だ！」


「すごおおい。ブーちゃんってほんとすごいよ！　私も魔法は使えるけど、『意気込み』って能力は使えないから、すっごいうらやましい！　私も、使えるようになるかなぁ？」


　するとブーちゃんはうなずいて、


「お主の仲間を守りたいというあの気持ちがあれば、いずれできるようになるだろう」


「ほんと!?　私も目からかっこよくビューンってだせるようになる？　なる？」


「うむ。信じればきっとできるだろう」


「やったー!!　早くだしたいなー。ビューンって、かっこよかったもんなぁ。じゃあ、どんどん進んで修行しよ！」


「うむ。だが気を抜くなよ。洞窟の守しゆ護ご者しやがたったこれだけのはずが……」


　と、そのときのことだった。


　再びあの音……


　スギャアアアアアアアアアアア!!


　という奇妙な駆動音が響きはじめて、


「あ、またきた……よぉし、じゃあ今度は私がやっつけちゃ……」


　が、ミルクの言葉は、そこまでだった。


　スギャアアアアアアアアアアア!!


　という音が、また一つ、響きはじめ……


「あ、増ふえた……」


　続いてさらにもう一つ、さらに一つ、さらにと……灯あかりの届かない暗闇が広がっている前方から、どんどん、どんどん、音はとめどなく増え続けていって……それにミルクは、


「う、うそ。これはちょっと、まずいかも」


　その音の数はすでにもう、まるで洞窟全すべてから響き渡わたるかのような勢いで……


　それに、


「や、やばい……これはちょっと、勝てそうにないかも……どうしよブーちゃん」


　ミルクが言うと、ブーちゃんもそれにはうなずき、


「う、うむ。まさかこの洞窟が、これほどの危き険けん地帯とは……ここは、一度退ひいたほうがいいかもしれんな」


「そ、そうだよね？　ちょっとあれだけの数は無理だよね？　よし！　じゃあ、逃げるよ？　いい？」


「うむ。よし、逃げ……」


　が、またもそこで、今度はブーちゃんの声が止まってしまう。


　スギャアアアアアアアア!!　という駆く動どう音おんが、今度は、前方からだけではなく、ミルクたちの背はい後ごからも聞こえてきたからだ。


　それに、ミルクとブーちゃんは顔を見合わせて……


「うそ……退たい路ろも塞ふさがれちゃった……」


　そして、黒い影が周囲に溢あふれかえり……


「やば……」


　突とつ如じよとして二人は、絶体絶命のピンチに陥おちいってしまったのだった……





　　　　◆





　一方ミルクがこのうえない危き機きにさらされている、そのころ。


　ライナの泊とまっている宿に……


「フェリスさん！　フェリスさん!?　新しい情報が入りました！」


　そんな声を上げて、妙に人相の悪い凶きよう悪あくそうな男たちが駆けこんでくる。


　それに金髪の美女、フェリス・エリスは、いつもどおりの無表情な顔を上げて、


「ん？　ふもふぐぐ」


　食堂の中、だんごを口に含ふくんでいるせいで、いまいち意味不明な言葉でそう言い、それにガタイのいい、強そうな男たちがなぜかびくびくと怯おびえながら、


「えっと、それはあの、話せってことですよね？　じゃ、じゃあ話しますね」


　どうやらフェリスはこの男たちに、絶対的な畏い怖ふの感情を持たれているらしい……


　それにフェリスは無言でうなずく。


「その、新しい情報というのは、他でもありません。フェリスさんは前に、このへんにある伝説やお伽とぎ噺ばなしなんかを集めてこいって言ってたじゃないですか」


「むぐ」


　フェリスがうなずき、それを確かく認にんしてから男が続ける。


「それでその、今回の話は……そういった伝説やお伽噺じゃないんですけどね……言ってみれば都市伝説というか……とにかく奇妙な話なんです。なんと、ぬいぐるみが少女と話していた、なんていう噂うわさが最近流れていて……北のほうにある、修行所にいくだのと言って消えたとか……いや、ちょっと要よう領りようをえない話なんですが……だからこそ、そういう情報を集めているフェリスさんは、お喜びになるかと……」


「…………」


　しかし、そこまで聞いても、フェリスは無言のままで、それに男たちはさらに怯えた表情になる。


「あ、あの、お気に召めしませんでしたでしょうか？」


「………………」


　しかし、さらに無言。そのまま彼女はだんごを食べ続け、やがて食べ終わり、食しよく卓たくにあったお茶を飲み干してからやっと……


「ん。なかなかおもしろい話だな。いいだろう。今月の情報は、それで勘かん弁べんしてやる。よかったな。おまえの娘むすめは、またひと月、長生きしたぞ。娘の胴体が真っ二つにされたくなければ、また、来月までにさらなる情報を集めてこい。では、帰っていいぞ」


「は、はい！　ありがとうございます!!」


　言って、逃げるように宿を飛び出していく。


　それを確認してから、フェリスは一つうなずき……そのまま宿の階段を上っていくと……ライナの部屋の前で、


「ぬいぐるみが、修行しているそうだ……追うぞ」


「…………」


　返事はない。そこで、フェリスがゆっくりと腰こしにあった剣に手をかけ、カチャリと引き抜いた、その瞬間！


「ってああ、ああ！　寝てない、寝てないよフェリス！　ちょ、ちょっと瞑めい想そうしながら、仕事のこと考えてただけだって！　えと、修行？　ぬいぐるみ？　そりゃ伝説の勇ゆう者しやの遺い物ぶつかなんかなのか？　まあ、なんでもするから、とりあえず剣を抜くなって！」


　ライナが寝ね癖ぐせ放題の頭のまま、慌あわてて部屋からでてきて、それにフェリスはうなずくと、


「うむ。めざすは北だ」


　そうして、二人は北へと旅だったのだった……







（ブーちゃんず・とらいある［前編］：おわり）












　ブーちゃんず・とらいある［後編］










「で、いま、俺おれらはどこへ向かってんだ？」


「ん。北だな」


「なんでまた？」


「私のところに回ってきた情報では、北でぬいぐるみが修しゆ行ぎようをしているらしいのだ。だから、それを調べにいく」


「……………………へぇ」


　そんな気のない返事をして、ライナ・リュートは三十時間連続睡すい眠みんという偉い業ぎようのせいで、もう、どうにもならなくなってしまっている寝ね癖ぐせをぽふぽふと押おさえつけながら……


「で、おまえは本気で、んなヨタ話を信じてるのか？」


　言って、隣となりの美人へと目を移うつす。


　するとそこにはいつもの、せっかく美人のくせに、信じられないほど無表情な相あい棒ぼう、フェリス・エリスがいて……


「信じようが信じまいが、我われ々われは伝説の勇ゆう者しやの遺い物ぶつかもしれない、なにかの情報を見つけた場合、調べにいく責せき務むがある」


「まあ、そりゃそうなんだけど……でも、おまえが手に入れた情報ってのを整理してみるとだな、おかしいところだらけだろ？」


「例たとえば？」


「いや、例えばもくそも、まず最初に、街まち中なかでぬいぐるみとしゃべる少女がいた、っていう発見報ほう告こくがあったんだろ？　でもって、その少女とぬいぐるみが、北の修行所へと向かったと。だがおまえ……まだ幼おさない少女ってのは、往おう々おうにしてぬいぐるみに話しかけたりするもんだろ？　そんな情報いちいち検けん証しようしてたら、こっちの身がもたないぞ」


　するとフェリスは、


「ふーむ。さすがは少女人形に向かって毎夜ぼそぼそと『ジュリちゃぁん。今日もかわいいねぇ～。あ、ユキちゃんももちろんかわいいよ。さぁ、今夜も一晩中遊ぼうか。えへ、えへへへ』などと話しかけているだけあって、なかなかに少女の心にくわし……」


「誰だれなんだよそれは!?」


　という声を上げるが、それはいつものごとく無む視しされて、


「ん。しかしくれぐれも、夜中、人形のスカートをめくるのだけはやめてく……」


「やってねぇええええええええええええ！」


　というライナの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたったのは……


　道なき道をどんどん進み、街からちょっと離はなれた北の位置。


　夜だった。


　あたりはもう、完全に日が落ちきり、真まっ暗くら闇やみ。


　曇くもりのせいか、月の明かりも今日はあまり強くないので、より一いつ層そう、闇に包つつまれている。


　まあ、もちろんライナたちくらいの目があれば、そんな月明かりだけでもほとんど周囲の状じよう況きようを確かく認にんすることができるのだが……


　とにかく、そんな視界もよくない、調ちよう査さにはまったく最さい適てきではない、夜。


　そんな夜にもかかわらず、ライナたちはあっさりと……


「あ～……んで、あれか？　おまえが言ってる修行所ってのは……」


　と、目を細め、斜ななめ上を見上げて言う。


　続いてフェリスもライナが見ている、暗闇の先を見上げて、


「ん。おそらくそうだろうな」


　小さくうなずく。


　二人が見上げた場所は、崖がけの上だった。いや、崖の途と中ちゆうにある、洞どう窟くつと言ったほうが正しいだろう。ここまでの道のりで、数は少ないが、地面についていたいくつかの足あし跡あとやなんかが、その崖の、洞窟がある位置で消えていたから、すぐにわかった。


　どうもここには、何人もの人間が訪おとずれているらしい。


　しかし。


　ライナは目を細めて、


「で、フェリスは気がついたか？」


「ん。足跡が、一方向にしかないな」


　それにライナはうなずく。


「ああ。崖のほうへと向かう足跡はあるが……崖から帰ってきてる足跡が、ない。ってことはつまり、よほど修行所が居い心ごこ地ちがいい場所で帰る気が失うせるか、もしくは……」


　その言葉を、フェリスが引き継ついだ。


「もしくは、ここを訪れた者はすべて死んでしまったか……だな」


　それにライナは肩かたをすくめて、


「少なくとも俺は、前者はないと思うんだけどな。ったく。めんどくさそうなところにきちまったなぁ。で、これからどうす……」


　が、そこまでで、ライナは言葉を止めた。


　フェリスのほうを見ると、なぜか彼女はそっと腰こしの剣けんに手をかけており、それだけでもう、最近のライナは、彼女の意思がわかってしまう。


　ライナはため息いきをついて、


「ああ、はいはい。俺が先に崖登って、あの洞窟に入って、安全確認しなけりゃ、おまえの首をはねるぞ、って言いたいのね？」


　するとフェリスは驚おどろいたような表情で、


「ふむ。よくわかったな。じゃ、がんばれ」


　という言葉に、彼は今度こそ大きくため息をついてから、崖をひょいひょいと登り始める。


　常人では、登れるとは思えない絶ぜつ壁ぺきなのだが……ライナは一いつ瞬しゆん後ろを振ふり返り、フェリスが、相あいも変わらず腰の剣に手をかけ続けているのを見て……


「うう」


　小さくうめいて、ますますとんでもない速はやさで登っていく。そして、あっという間に洞窟へと辿たどりつくと……


「いよっと」


　ライナは一気に体を跳はね上げ、洞窟内部へと侵しん入にゆうした。


　そのまま周囲を見まわすと……洞窟の中は暗かった。


　いや、当たり前だが……


　月明かりも届かないこの、本当の闇の前では、さすがにライナの目がどんな暗がりでも周囲を確認できるようにと訓くん練れんされていても、役に立たない。


　とそこで後ろから、


「ん。さすがに、なにも見えないな。ライナ、灯あかりを」


「あいよ」


　ライナはうなずき、そして指を空に走らせて、光の魔ま方ほう陣じんを描えがいていく。やがて複雑な紋もん様ようで構こう成せいされた魔方陣は完成し……


「求めるは火か界かい呪じゆ〉〉〉・焰陽ほむら」


　瞬間、魔方陣から、炎ほのおの玉が生み出され、それが空中にふわふわとただよって、周囲を照らし始めた。それを確認してから、


「よし」


　ライナはそう、一つうなずき、もう一度周囲を見まわす。


　すると、今度は洞窟の内部がよく見えた。


　目の前の光こう景けい……


　それに、しばらく二人は黙だまりこむ。


　そしてフェリスが、


「いったい、ここでなにがあったのだ？」


　するとライナはそれに、疲つかれたような表情になって、


「あ～、ちょっとめんどくさいなこりゃ。ここは、あれの場所なのか……」


「ん？　あれ、とはなんだ？」


　それに、ライナはもう一度目の前の地面を見る。


　するとそこには、黒い金きん属ぞくの棒ぼうのようなものが、まるで人間の足や手を表現しているかのように、組み合わされていて。


　そして、人間でいうところの頭の部分には、なぜかハサミがつけられており……


　それをライナは見て、


「えっと、この頭に武器がついた人形は、魔法で作られた人形なんだよ。作られたのは、ちょっと前……って言っても、俺らが生まれたのよりは、大分前だけど……それでも百年くらい前かな？　そんくらいのときにさ、『独どく自じに開発した錬れん金きんの魔法で、世界を征せい服ふくしよう』なんて大それたことを考えた奴やつがいてさ……まあ、ルーナ帝てい国こくのとある領りよう主しゆなんだけど……そいつが長い間研究した結けつ果か、この黒い金属に、擬ぎ似じ生命を与あたえる魔法を開発することに成功したんだ」


　するとフェリスが、


「ほう。では、そこの地面に転ころがっているハサミ人形は、動くのか？」


　それにライナはうなずいて、


「ああ。動く。それも、その人形を作った術者の命令通りにな。まあ、どんな命令が下されてるかはわかんないが……だが、ここに修行しにきた人間が、一人も帰ってないことを考えると……人を、襲おそうんだろうなぁ……」


「しかし、いまそこにあるのは……」


「ああ。破は壊かいされてるな。誰か強い奴がきて、破壊したんだろうけど……だが、これまた、めんどくさい壊こわし方してるなぁ。こいつら倒たおすのに、こんなことやってたらキリがないだろう」


　という言葉に、フェリスが、


「キリがない？　それはどういう……」


　が、それ以上は、なにも言わなかった。


　なぜなら目の前で……


　破壊されていた何体もの黒い金属たちが、再びつながりあい、起き上がり始めて……


　頭のハサミが、高速で開閉して……


　それとともに、スギャアアアアアアアア!!


　などという、奇き妙みような音が洞窟に響き渡る。


　それにフェリスは、


「なるほど。倒しても倒しても、際さい限げんなく蘇よみがえる……そういうわけだな？」


「ま、そういうわけだ。だから、正せい攻こう法ほうで破壊しようと奮ふん闘とうすれば、何度も何度も生き返ってきて、やがてこっちがやられる」


　するとフェリスがそれに、


「それは、やっかいだな」


　小さく呟つぶやいた。


　が、ライナはまるでたいしたことじゃないとばかりに首を振って、


「いや、ンなことない。だって、本当にフェリスほどの奴がやっかいだと思う魔法だったなら、いまでも現げん役えきの魔法として残ってるはずだろ？　なのに、これは捨てられた魔法だ。ということは……」


　そこで、再びライナは空中で手を躍おどらせ、光の魔方陣を描く。そして……


「求めるは侵しん入にゆう〉〉〉・蝕し走ら」


　呪じゆ文もんを唱となえ終えると、魔方陣から黒い煙けむりが、まるで槍やりのようにハサミ人形たちのほうへと飛び出していって……


　ハサミ人形たちを、包みこむ。


　すると、まず、ハサミ人形たちのハサミの開閉が止まり、スギャアという奇妙な音が、聞こえなくなる。それにフェリスが、


「いったい、なにをしたんだ？」


　するとライナは得とく意いげに、


「ああ、魔法で操あやつられてたこいつらの意い識しきを乗っ取ったんだ。ま、これが、この魔法が捨て去られた大きな欠点の一つだな。俺の、『複写眼アルフア・イグマ』で魔法の構成を読んだりしなくても……相手の魔法構成に侵入して操そう作さする、『侵しん蝕しよく』系の魔法を上からかけるだけで、簡かん単たんにこのハサミ人形の意識を奪うばうことができる。おまけに意識を乗っ取ったってことは……」


　そこで、ライナが指をくるりと回すと、まるで、それに合わせるかのようにハサミ人形たちが足並みそろえて整列していき……


　そして最後にライナがパチンっと指を鳴らすと、一いつ斉せいにバラバラに破壊されて、崩くずれ落ちてしまう。


「とまあ、こんな具ぐ合あいで、逆にこっちの意のままに操れて、おまけに、破壊の命令までだせる。さらに欠点を言えば、こいつらに下せる命令も、走り続けろとか、襲い続けろとか、そんな単純な命令しか与えられない。


　そんなわけで、この魔法で世界を征せい服ふくしようとした領主はあっさり倒され、いまや役に立たない魔法として、使われてないわけだ」


「なるほど。だが、それならなぜ、そんな百年も前に滅ほろびた魔法のハサミ人形が、ここで動いている？」


　それにライナは苦笑した。


「そうなんだよ。それでたまに、問題が起きるんだよな……さっき言った、ルーナの領主ってのがいたろ？　そいつがさ、いつかくるであろう大戦争のために、各地の、発見されにくい場所。そう、ちょうどこんな、崖の上の洞窟とかで、ハサミ人形を大量に生産してて……んで、侵入者にハサミ人形を奪うばわれないように、どうも『人間は殺せ』という命令を出してたみたいで……」


　それにフェリスは目を細めた。


「では、その命令を守って、ずっとここで人を襲い続けてるのか？」


「ああ。そうなるな。とにかくこいつら、一度命令を下すとさっき俺がやったみたいに命令が上書きされない限り、永えい遠えんにその命令を守り続けるから……


　そんなわけで、各地でたまに事件が起こるんだよ。たまたま見つけた洞窟に子供が迷まよいこんで殺されたり、旅人が殺されたり……」


　そこでライナは首をかしげて、


「でも、ローランドやなんかでは、軍の中に、このハサミ人形──正式名めい称しようはこの魔法を作った領主の名前からクリントルの人形っていうんだけど──この人形の捜そう索さく、及および破壊を専門とした部ぶ署しよが昔はあったくらいで……いまではどこの国でもほとんどもう、残ってないはずなんだが……ここイエットはそういうこと、しなそうだもんなぁ。もしかしたら、いろんな場所に残ってるのかもな」


　それにフェリスは、


「では、この手の洞窟は珍めずらしいものではないのだな？」


「ああ。いや、でも、ある意味珍しいかも。ここ十数年は見つかってなかったものだからな。でも、勇者の遺物じゃない。ただ……この手の洞窟には、たいていは領主が各地で略りやく奪だつしてきたお宝たからが軍ぐん資し金きんとして隠かくされてて」


　が、その言葉が終わる前に、フェリスはもう、歩き出していた。そして……


「なにをぐずぐずしているライナ。さっさとそのお宝を奪うばいにいくぞ。そうすれば、常つねに財ざい政せい難なんに悩なやまされる我々の懐ふところも、潤うるおうというものだ」


　なんて言葉にライナは半はん眼がんで、


「っていうか、俺らがいつも財政難なのは、王シオンが送ってくる金をおまえが勝手に着服して、どっかに使ってるからだろうが」


　言いながらも、フェリスの後を追って歩き始める。


　するとフェリスは、


「ん。それもこれも、おまえのためを思ってのことだ。子こ供どものうちに贅ぜい沢たくをおぼえると、ろくな大人にならないからな。だからこそ、私がひそかに貯ちよ金きんをしてやっているのだ」


「誰が誰の子供なんだよ……おまけにそれでなにか？　食費まで全部削けずられて、ヘタすりゃ何日も飯食わしてもらえなかったりして……そういうの本当の親がやったら、虐ぎやく待たいっていうんじゃねぇか？」


　が、フェリスは一言。


「いや、愛だ」


「うるせぇよ！」


「ん？　なんだおまえ、私のだんごへの愛を、否ひ定ていしようというのか？」


　その発言に、ライナは今度こそげんなりとため息をついて……


「てか……自分から金を俺じゃなくてだんごに使ってるって暴ばく露ろしてるじゃねぇかよ……」


　なんてことを言いあいながら、途と中ちゆう何体ものハサミ人形を無力化しつつ……


　二人は洞窟の奥おくへと、進んでいくのだった。





　　　　◆





　洞窟は、意外と広かった。


　分かれ道などはまるでないので、迷いはしないが。しかし、一本道に、信じられない数のハサミ人形がいて……


　ライナは腕うで組ぐみをして、


「少し、多過ぎるな。もしかしたら、この奥にはなんかけっこうすごいお宝が隠されてるかも。警けい戒かいが厳げん重じゆう過ぎるよ」


　それにフェリスもうなずいて、


「うむ。これは、困こまったな。あまりにも多た額がくの金が手に入ってしまうと、ただのだんご店だけではなく、だんご屋チェーンが作れてしまう。しかし、チェーン店化すると本来の味が守れなくなるなど、いろいろと問題が起きるだろうし……まずは多くの職しよく人にんの獲かく得とくが急きゆう務むだな。いや、しかし、いい素そ材ざいも……むむむ。どうしたものか……」


　それにライナは小さく、


「いや、チェーン店なんて作る前に、こうやって一いつ生しよう懸けん命めい、ハサミ人形を無力化してる俺に少しは金を分けようとか、思ってくれたりは……………………しねぇよな……」


　疲つかれた声で、再び目の前のハサミ人形たちの魔法を解除キヤンセルして、道を作っていくライナは呟つぶやいた。


　それはともかく、やる気がないわりにはライナたちは順調に先へと進み……


　やがて、回かい廊ろう状じようの形から、大きく広がった、広間のような構造の場所に辿たどりついた。


　ライナは、


「ああ、ここが、いき止まりかな」


「ん。では、ここにお宝があるのか？」


「うん。あると、思うけど……しかしこりゃまた、めんどくせぇなぁ……」


　言って、目の前を見まわした。かなり広い空間。ライナが全力で走っても、往復するのに、どれくらいかかるだろうか？


　そして、それほどの広さがある空間に、ハサミ人形が……五百はくだらないくらいの数がそろっていて……


　頭にハサミをつけた人形が、五百……


　その光景は、実に壮そう観かんだった……


　さらに、その五百のハサミたちが集まっている中の、中央あたり。そこに、玉ぎよく座ざのようなものが、こちらとは反対向きに二つ据すえられており……一つには誰も座すわってないが、もう一つには、亜あ麻ま色いろのポニーテールという髪かみ型がたをした何者かが座っているようで……


　それにライナは目を細めた。


「んあ？　誰だ？　いや、これだけのハサミ人形が、無力化されずに稼か動どうしてる状じよう態たいで人間がここまでこれるはずがないから、少なくとも生きてないだろうけど……となると、ここの洞窟を守っていた何者かのミイラかなんか……」


　が、言い終わる前に、その亜麻色の髪が少しだけ動いて……


「な……生きて……るのか？」


　なんて言ってる間にも、その亜麻色ポニーテールの主ぬしは両手をまるで伸のびでもするかのように上げ、そして、


「うう～ん！　はふぅ。ちょっと、寝ねちゃった。あ、ブーちゃん。どうどう？　修しゆ行ぎようできた？」


　そんなことを言う。それに、ライナとフェリスは、同時に顔を見合わせ、そしてそのまま顔をしかめた。


　その声に、聞き覚おぼえがあったから……


　ライナが、うめくように言う。


「な、なんでミルクがここにいるんだ……？　ってか、急に俺ってば、お宝はあきらめて、帰ったほうがいいような気がしてきたんだが……」


　フェリスもうなずき、


「ん。あのおまえにかつて捨てられた迷めい惑わく娘むすめがここまでこれるとなれば、他のものも、ここに侵入しているだろうしな。財宝は、すでにないだろう」


　と、意見の一いつ致ちをみたところで、二人は、こっそりと踵きびすを返そうとしたところで……


　スギャアアアアアアアアアアアアア!!


　一匹ぴきのハサミが、そんな音を発した。


　それに、亜麻色ポニーテール少女がこちらへと顔をのぞかせ、そして、


「あ！　ああ!!　あああああ!?　ライナだ！　なんでライナがこんなところに……て、またその美人なだけの女と一いつ緒しよにいるうう!!」


　そんなことを叫さけんできて……


　さらにそれに続いて、もう一つの玉座の背もたれの一番上の部分から、ナイフとフォークのようなものが現れ……


　それから、つぶらな瞳ひとみ。ふるふる震ふるえる小さな体。その小さな体には不ふ釣つり合あいな、大きな赤いマント。おそらく人間用のマントなのだろうが、だぶだぶで、はっきりいって、まるで似に合あっていない。


　そんな、赤いマントを纏まとった、頭からナイフとフォークを生はやしているブタのぬいぐるみが現れて……


　それにも見覚えがあった。最近、やたらとライナたちの周まわりに出しゆつ没ぼつしては、いま、目の前にあるブタのぬいぐるみを、最強の武器『槍やり』だとか言い張り、迷惑を撒まき散ちらすシルという男の武器だ。


　しかしそれが……


　いまは、シルがいないのに、自分で動き、おまけにライナたちを見るなり、


「な……お主ぬしらは……わが主あるじの敵てきではないか。いったいここで、なにをしている!!」


　なんてふうに怒ど鳴なられて……


　ぬいぐるみに、怒鳴りつけられて……


　それにフェリスはといえば、


「貴き様さまこそ、所しよ詮せんはぬいぐるみの分ぶん際ざいで、私の未来のだんご店出店費用を奪おうとするとは……これは、許ゆるすわけにはいかないな」


　続いてそれにミルクが、


「あ、あ、いまブーちゃんのこと所詮はぬいぐるみって言った？　ぬいぐるみって言った!?　もう許さないんだから!!　ライナをたぶらかして、おまけにブーちゃんまで侮ぶ辱じよくするなんて！」


　するとそれにブーちゃんが、


「それではミルク殿どの。お主の敵というのも」


　それにミルクはうんうんと何度もうなずいて、


「ライナってば、ライナってば私と結けつ婚こんの約やく束そくしたのにね、あの金きん髪ぱつの美人なだけの女にたぶらかされてね、もう絶ぜつ対たい許さないんだから!!」


「なんと、このようなかわいらしい奥おく方がたがいながら、その奥方を裏うら切ぎるとは、なんということだ!!」


　言って、ブーちゃんの目がキラリと光り……


「ゆる、さん！」


　なぜか、ちょっと巻まき舌じた気ぎ味みにそんなことを言ってきて……しかしそれにフェリスが腰の剣をすらりと抜き放ち、


「ん。くだらないことをのらくら話してないで、財ざい宝ほうをこちらへ渡してもらおうか」


「貴様らのような輩やからに、渡すものなど一つもないわ。いま、主はいないが、主の名めい誉よを守るため、ここで私は、貴様に勝ぁつ！」


「ぬいぐるみごときにできるとは思えんな」


　なんて会話のもと、フェリスと、ブーちゃんがにらみ合って……


　そんな光景にライナは……


「……てかさ、なんでそんな自然に話が進んでいくわけ？　どうしてブタのぬいぐるみがしゃべってんだよ！　とか、なんでミルクがここにいるんだよ！　とか、そんな突つっ込こみはないわけ？」


　という言葉に、フェリスが、


「ぬいぐるみと少女が話していたという段だん階かいで、予想できる出で来き事ごとだな」


「俺のミスかぁ！　ああくそ、寝起きでなにも考えないでここにきたのが失敗の……」


　が、言ってる間にも、戦せん闘とうが始まり……


　ミルクが物もの凄すごい勢いきおいで魔方陣を描いて、


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　途と端たん、ミルクが描いた魔方陣から、雷らい撃げきが放たれ、


「ぎゃあああああああああああああ!?」


　悲ひ鳴めいを上げながら、ライナはそれをとっさによける。すると、その間にもフェリスがブーちゃんの元へと駆かけ出そうとしていて……


　しかし。


　そこでブーちゃんが一度手を掲かかげ、前へひょいっと出すと……


「ゆけ！」


　スギャアアアアアアアアアアア!!


　一斉にハサミ人形たちが声を上げてライナたちへと襲いかかってくる。それをフェリスが、信じられない勢いで剣でなぎ払はらいながら、


「……む。数が、多いな。よし、ライナ。あの人形どもを、無力化しろ」


　それにライナはうなずいて、


「求めるは侵入〉〉〉・蝕し走ら」


　再び、『侵しん蝕しよく』魔法を唱える。


　すると黒い煙が発生し、ハサミ人形たちを包みこむと、やがて動かなくなり、崩れ落ちる…………はずが、


　スギャアアアアアアアアアアア!!


　再び奇き妙みような音を一斉に上げて襲いかかってきて……


「うわ……なんで？」


　なんて言ってる暇ひまもなく、五百ものハサミがライナたちへと襲いかかり……


「ああくそ！　求めるは雷鳴……」


　ライナもすぐさま、攻こう撃げき呪文に変え、雷撃でハサミたちをなぎ払う。


　それでも、敵の数はまるで減へらないが……


　徐じよ々じよに数の力で押され始めているフェリスが、ライナのところにまでやってきて、


「く。倒しても倒しても、すぐに復ふつ活かつする……いったい、どういうことだライナ。こいつらは、おまえが簡かん単たんに無力化できるんじゃなかったのか？」


　それにライナは困こまったような表情で、


「いや、それはそうなんだけど……なんかこいつら、どういうわけか俺の魔法の侵入を拒こばむんだよ」


　するとそこで、ブーちゃんがなぜか勝ち誇ほこったかのような表情で、


「我われ々われを甘あまく見るな、魔ま術じゆつ師し！　我等『槍』や『ハサミ』が、お主らのような低てい俗ぞくな輩に、いつまでも支し配はいされているわけがなかろうが。我々はすでに、魔法の力なくして、動くことができるのだ！　皆みな、私の魂たましいの声に賛さん成せいし、自分たちの心で、私に付き従したがってくれているのだ！」


　なんて言葉にライナは、


「んじゃ、魔法もなしにおまえら、どうやって動いてんだよ！」


　すると、ブーちゃんはそれにあっさりうなずいて、


「気合だ」


「説明になってねぇええええええええ！」


　と叫ぶライナに、しかし、ブーちゃんはあくまで淡たん々たんと続けた。


「気合を馬ば鹿かにしてもらっては困るな。世の中、できると思えば、できないことなどなにもないのだぞ？　例えばあれだ。信じられないほどたくさんの仕事が目の前にあり、もう不ふ可か能のうだと思う。しかし気合で乗り切ることができた。そんな話はよく聞くだろう？」


「いや、そんな話はよく聞くけど……」


「もしくはあれだ。ある日突とつ然ぜん、自分の家が燃もえてしまう。火事だ。しかし、母からもらった大切な着物が、大きな簞たん笥すにしまわれている。だが、とてもじゃないがそんな大きな簞笥持ち上げられるとは思えない。が、そのときは持ち上げられた。こんな不可能を可能にしたのも、気合の力だ」


　それにライナは、


「ああ、火事場の馬鹿力って奴だな。緊きん急きゆう時じに体を守ろうとする脳のうのリミッターが外はずれて、通つう常じよう以上の力を発はつ揮きする……でもそれは」


　が、ブーちゃんは聞かない。まるで聞かない。そのまま真しん剣けんな表情で、


「ならば、気合を込こめることによって『ハサミ』が動こうが、『槍』がしゃべろうが、なんの不ふ思し議ぎも……」


「不思議だらけだろうが!!」


　ライナが怒鳴りつけると、なぜかブーちゃんは怪け訝げんそうな、それでいてライナを憐あわれむような瞳で見下ろして……


「愚おろかな……しかし、それも生き方の一つ。そうやって現実を否定し、狭せまい世界で生きていくのも、また、よいのだろう」


　なんて、ぬいぐるみに見下されて……


　ライナはもう、泣なきたくなった。


「ああもう……だからこいつらと話すのは嫌やなんだよ……さっきまではこの洞どう窟くつのことも、この洞窟の状じよう況きようも、手に取るようにわかってたのに……こいつらが出てきた途端に、わけわかんねぇことばっかりだよ……」


　するとフェリスもうなずいて、


「うむ。相手にしていては、キリがない。ハサミ人形はおまえに任まかせた。私は財宝を手に入れる」


「っておまえ、それってまぁた俺ばっかりめんどくさい役やく割わり……」


　が、そこでひゅっという音とともに、剣がライナの首元へと突き付けられて……


「文もん句くが？」


「…………ありません」


　今度こそ、ライナは泣ないた。


　頭をかきむしって、


「ああいいさいいさ、みんな敵てきか！　敵なのか？　いいぜ、じゃあこいよ！　俺が片かたっ端ぱしからぶっ飛ばしてやるからよ！」


　それにミルクが顔を輝かがやかせて、


「あ、ライナ！　ついに私と遊んでくれる気に……」


　なんて言いながら、魔ま方ほう陣じんを描えがき始めてて……


「攻撃魔法作りながら遊ぶとか言うんじゃねええええええええ！」


　と、ライナは、ミルクの数倍の速さで魔法陣を描き出すと、


「求めるは水雲〉〉〉・崩雨みすみ」


　唱えた瞬しゆん間かん、魔方陣から圧あつ縮しゆくされた液体が、弾はじけ、激げき流りゆうになってミルクのほうへと放たれる。それにミルクは、


「え？　うそ？　ちょ、ライナってば、ずるい！　まだ私、魔方陣も描けてないのに!!」


　なんて叫び声は、当然無視する。彼女一人を相手にしている暇ひまは、いまのライナにはないのだ。なんせ、五百からのハサミ人形を相手にしなければならないのだから。


　しかし。


　その、『崩雨みすみ』とミルクとの間に、突然、ブーちゃんが飛びこんできて……


　ブーちゃんは例のごとく、つぶらな瞳を、ギュイイイインとすごい音をたてて回転させ始めていた。


「はぁ!!」


　一発気合を入れると、その目からビューン、とかいう、聞いたこともないような音とともに、光の線が放たれ……


　それがライナの放った『崩雨みすみ』とぶつかった途端！　『崩雨みすみ』があっという間に全すべて蒸じよう発はつしてしまい……


「う、うそだろ……？」


　という、ライナの驚きよう愕がくの声と、


　スギャアアアアアアアアアアアアア!!


　という、ハサミ人形たちの、まるで本当に自分の意い志しで喜んでいるような声が同時に響く。


　おまけに……


　ライナの背はい後ごでは、『崩雨みすみ』を蒸発させただけでは消えなかったブーちゃんの光線が、洞窟の壁かべを貫つらぬき、なぜか、ゴゴゴゴ、などという音が洞窟全体から響きはじめてて……


　それにライナはもう、頭を抱かかえた。


「うお……またこの展てん開かいか……ってか、なんでこいつらとかかわると、毎度毎度毎度毎度毎度毎度……こればっかりなんだよ……」


　なんてことを言ってる間にも、洞窟全体が崩くずれ始める。


　そこで、フェリスが戻ってきて……


「ん。困ったことになったぞ、ライナ。この広間を探さがしてみたが、まるで財宝らしきものが見当たらない」


　それにさらにライナは頭を抱えた。


「あげく、無む駄だ足あしかよ……いやまあ、ミルクとブーの奴やつがいた時点で、無駄足百％なのはわかってたけどさぁ……じゃ、もうさっさと帰ろうぜ。なんか洞窟も崩れそうだし、俺は疲れたよ」


　するとそれに、フェリスがうなずきかけたときだった。ブーちゃんがまた、


「財宝？　それはこのマントのことかな？」


　なんて言ってきて、ふと、視線をブーちゃんへと戻すと……


　そこでは、信じられない出来事が起こっていた。ブーちゃんがつけている、だぼだぼの赤いマントが空中にひらひらと浮ういていて。そして、そのマントがついているブーちゃんも、空中に浮いたかと思うと、突とつ如じよ、信じられないような速さで空中を移い動どうし始めて……


　ミルクがそれを見て、


「すごぉい！　ブーちゃん飛んでる!!　飛んでるよ!?　ミルクも飛んでみたぁい！　どうやって飛ぶの？」


　するとそれにブーちゃんは洞窟内をひゅんひゅん飛びまわりながら言った。


「うむ。これもまた、気合だな。飛びたい、どこまでも高く舞まいあがりたいと願ねがう心が、私を空中に浮かしているのだ」


　なんて言葉にライナは、


「ウソつけよ！　あきらかにそのマントの力だろうが！」


　怒ど鳴なると、そこでフェリスが、


「ライナ。ああいった、空中に浮かぶ魔法というのも、簡単な魔法なのか？」


　が、ライナは首を振る。


「いや、空中飛行は、バランス取るのと空中で態たい勢せいを維い持じするのに膨ぼう大だいな魔力が必要ってことで、やっぱりあんまり研究されてない、難むずかしい魔法なんだ」
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「ふむ。ということは、あれは勇者の遺い物ぶつの可か能のう性せいがあるな？」


「ああ。そうだな」


「となると、我々はあれを奪うばう必要があるな？」


　それにライナは顔をしかめて、


「なぁフェリス。ちなみに言うと、この洞窟の崩れ方、そろそろヤバイような気がしてるんだけど……それでも……」


　が、それにフェリスはあっさりうなずいて、


「問題ない。いくら勇者の遺物を持っていようと、所しよ詮せんはブタのぬいぐるみだ。我々二人がかりなら、簡単にあのマントを奪うことができよう」


「ああ、まあ、そうだな。あのマントがただ飛ぶだけってんなら、たいしたことないしな。よっしゃ、じゃあさっさと片付けて、逃にげるぞ」


「ん。おまえが魔法で奴を撃げき墜ついしろ。そうしたらすぐに私がマントを奪う」


　言って、二人は戦闘態勢に入った。


　フェリスは一気にブーちゃんのほうへと駆けだし。


　そしてライナは魔方陣を描き始めて……


　それにブーちゃんは、


「むむ。二人がかりとは、どこまでも卑ひ怯きよう……」


　が、最後まで言わせない。ライナは魔法を放つ。


「稲光いづち！」


　雷らい鳴めいが轟とどろき、すんでのところでブーちゃんはそれをかわす。目もく標ひようを失った雷撃は、またも洞どう窟くつの壁にあたって益ます々ます崩ほう壊かいが早まるが……その破壊された洞窟の壁の破は片へんがミルクの頭に当たり、


「あわわわ……あう!?」


　彼女が気を失ったので……それを見てライナは大きくうなずき、


「ああ、洞窟はやばいけど、うるさいのが一人減へったから、結けつ果かオーライ！」


　それはそれで、満まん足ぞくのようだった。


　そのままライナは手を動かして、


「よし次いくぞ次。ったく、洞窟はもうもたねぇんだから、さっさと撃げき墜ついされろって！」


　と、ライナは再び、次の魔法を放った。


　すると、今度はブーちゃんに命中し、ひゅるひゅると地面へと墜落しはじめる。


　そして、ブーちゃんは墜落していきながら、


「く……おのれ……これでは主の名誉が。また私は主の名を汚けがしてしまった。こんな、こんな卑ひ怯きような輩やからに負けるなどと……くそおおおお！」


　と、悔くやしげな声を上げて。


　それにいまいちライナは気まずげな表情で、


「いや、なんかそんなふうに言われたら、俺らがいじめてるみたいで気分悪いじゃ……」


　が、そのときだった。


　突とつ然ぜんまた、洞窟に別の声が響ひびき渡わたる。


「やめたまえええ！　僕ぼくの『槍あいぼう』に、なにをする!!」


　またも、聞き覚えのある、男の声。


　それに、ライナはもう、逃にげ出したくなった。


　しかし、ライナが逃げ出す前に、事じ態たいは次々と悪化していく。


　その声を聞いた瞬しゆん間かん、突如復活したブーちゃんの目が輝き、再び高速で移い動どうを始める。そして、洞窟の一番奥、いき止まりの場所へとすごい勢いで激げき突とつして……


　洞窟がさらに爆ばく発はつする。


　そして、いきどまりの先に現れたのは……


　きちんと整えられた黒髪に、ライナとは対照的な、ぴんっと伸ばされた背せ筋すじ。理知的な、意志の強そうな瞳。美形の好青年然とした、完かん璧ぺきな笑え顔がおとともに……


　ブーちゃん……もとい、この『槍』の持ち主である、シルが現れて……


『槍ブーちやん』を腕うでに抱かかえると、その、背中にいつの間にやらついていた赤いマントを見て、目を細め……


「さすがは僕の『槍』……少し改造して、路ろ地じ裏うらに陰かげ干ぼししていただけで……これほどのパワーアップをするとは……さぁ、ライナさん、フェリスさん！　今度こそ、レベルアップした僕と、勝負してもらいますよ!!」


　なんて言葉に、ライナは……


　なんで入り口じゃなくて、そんな場所から登場できるんだよ！　とか、どうしてここにブーの奴がいるってのがすぐにわかったんだよ！　とか、ブーの奴が勝手に動いてたのにちょっとは驚おどろけよ！　とか、言いたいことは山ほどあったが……


「はぁ……」


　もう、そんなため息しかでてこなかった。


　それにシルはにやりと笑った。


「あ、ライナさん。僕の戦闘能力があまりにレベルアップしてしまったもので、もう、あきらめました？」


「……ああ、そうだね……なんかおまえら最近、わけわかんなさがどんどんレベルアップしていくもんだから、ついてけねぇよ……」


　するとシルはうんうんうなずいて、


「そうでしょうそうでしょう。あなたもついに、『槍』が世界最強の武器だということを、認みとめましたか」


「だから、その、まるで会話が成立してないところがついていけないって言って……」


　が、それもまるで聞いちゃいない。


　シルはブーちゃんを高く掲げると、


「それでは、僕の新必殺技を見て、死んでください。そして、僕らシルウェルト一族が、この『槍』とともに、ローランド最強の座につくのです！」


　言って、そのまま空中にブーちゃんを放ほうり投げる。そして、


「ランダムスパアアアアアアアアアク!!」


　シルが叫ぶと、ブーちゃんは空中で突然回転を始め……上下、左右、あらゆる方向へ向かって回転を始めて、そして、目からは例の光線を発はつ射しやしまくる。


　それはもう、なんの目もく標ひようも定めず、ありとあらゆる方向へと光線が放たれて……


　洞どう窟くつが、洞窟が……一気に崩壊を始めたかと思うと……


「ほらほら、手も足もでないでしょう？　さあ、降こう参さんしなさい。さもなければ、本当に死んでしまい……」


　が、言葉はそこまでだった。


　ちょうどシルが立っていた場所に、天てん井じようから瓦が礫れきが降ふってきて……


「う、うわあああああああああああああ!?」


　悲鳴とともに姿が、消える。そんな光景を、ライナは呆ぼう然ぜんと見つめながら、


「……なにしにきたんだよ、あいつ……」


　ため息をついて、相変わらず破壊の力を振りまき続けるブーちゃんに注意しながら、


「帰ろうぜフェリス……どうせあのマント、シルが王のところへ持ってくだろうし……奪う必要もねぇよ」


「ん。そうだな……」


　そうして、二人が洞窟を後にしようとした、そのとき！　気き絶ぜつしているミルクの頭のちょうど真横に、ドスりと鈍にぶい音を立てて巨大な石が落ちてきて……危き機き一いつ髪ぱつだった。


　もう、あと少し落ちる場所がずれていれば、ミルクの頭はぐちゃりと……


　そんな想像にライナは顔をしかめて、


「うわ、なんか、エグ……と、とりあえず、こいつも助けとこ……」


　言って、ミルクだけは掘り起こして、今度こそ洞窟を後にしたのだった。





　そうしてその数分後、洞窟は完全に崩ほう壊かいし、ハサミ人形とシルたちは、全ぜん滅めつしたのだった。





　　　　◆





　それから二日後のことだった。


　火花が飛び散る。


　目の前を、火花が飛び散る。


　金属と金属が激はげしくぶつかり合う音……


　ウィイイン！　だの、キィイイン！　だの、甲かん高だかい音を立てながら、火花が飛び散る。


　場所は、やはりライナの宿の部屋。


　その部屋の片かた隅すみで、なぜかシルがブタのぬいぐるみを改造していて……


　それをベッドから上半身だけ起こして、まだ寝ね起おきの表情で眺ながめながら、ライナはため息をついて言った。


「……ってかおまえ、あの洞窟の崩壊に巻まきこまれて、死んだんじゃねぇのかよ？」


　するとそれに、シルは顔を上げて、好青年然とした笑顔になって、あっさり言う。


「生きてました」


「死ねよっ!!　ってか、死ななくてもいいから、せめて俺の部屋でブーの奴の改造すんのやめろって。だいたい、前も聞いたけど、なんで俺の部屋で改造してんだよ」


　という問いかけに、やはりシルはあっさり、


「ああ、それは簡かん単たんですよ。他にはいい場所が見つからなか……」


「だからンなわけねぇえええええええ!!」


　また、同じように叫んで……


　そのままライナはベッドに倒たおれこんだのだった。


　するとシルが、


「あ、また寝るんですか？　王にそのことを報ほう告こくしたら、今後はさらに、あなたへの送金を減へらすと言ってましたが……ちゃんと仕事しないと、だめですよライナさん」


　なんてことを言ってくるが……


　もう、言い返す力は、いまのライナには残っていなかった……







（ブーちゃんず・とらいある［後編］：おわり）












　でいてぃんぐ・くりすたる










『あなたの、好みの女じよ性せいのタイプを教えてください』


　小さな水すい晶しように、そんな言葉が表ひよう示じされる。


　その問いかけに、


「ああん？　好みのタイプ？　なんだそりゃ？」


　ライナ・リュートは、いつもの食堂のテーブルの上に置かれた、手の平に収おさまるくらいの小さな水晶を見つめて、眠ねむそうだった瞳ひとみを、細めた。


　やはりいつもどおり寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、やる気のない長身瘦そう軀く。いつもの食堂で、いつもどおり気けだるい雰ふん囲い気きを振ふりまいている。


　しかし、食堂のテーブルの上にある奇き妙みような水晶に、多少は興きよう味みがあるのか、少しだけ身を乗り出して。


　もう一度、水晶に触ふれる。すると、


『まずは髪型から。どんな髪型の女の子が好みですか？』


　などと表示されて、それにライナは、


「だから、なんなんだよこれは？」


　と、一度顔を上げ、彼の横で、やはり水晶を見つめていた美女を見る。


　艶つややかな長い金色の髪に、切れ長の、澄すんだ青い瞳。そして、信じられないほど整った美び貌ぼう。華きや奢しやな体に、腰こしにはその体に不ふ釣つり合あいな長ちよう剣けん。


　もう、本当に圧あつ倒とう的てきな美女だった……


　彼女が笑えば、世界中を虜とりこにできるといっても、過か言ごんではないほどなのだが……


　しかし。


　その美女は、いつもの感情がまったく死んでしまっているかのような無表情でライナを見て、


「ん？　どうした？　早くおまえの好みの髪型を言え」


　やはりまったく感情のない、淡たん々たんとした声こわ音ねで言う。


　それにライナは、


「いや、だからそうじゃなくてさ、フェリス。おまえの持ってきたこの水晶は、いったいなんなん……」


　が、そこであっさり言葉を遮さえぎって、フェリスが、


「ん？　子こ供どもから老女まで、どんな女でも見み境さかいなく襲おそいまくるおまえには、好みのタイプなど決められないか？　なら、私が決めてやろう。おい水晶、この男は、金色の長髪が好きらしいぞ」


「って、おまえ、なに勝手に俺おれの好みを決めて……」


　が、当然そんなライナの抗こう議ぎが、水晶に届とどいているわけもなく、


『次は好みの瞳の色を入力してください』


「うむ。青がいいらしい」


「だぁから！　なんでおまえが勝手に……」


『好みの体形は……』


「おそらく、華奢好きだと見た」


「だからなんで…………って、いや、まあ、別に全部おまえが決めてもいいけどさぁ……でもそれって……」


　と、ライナが文もん句くを言ってる間にも、フェリスはどんどん情報を入力していき、そして、


『はい。出ました。現在登とう録ろくしている女性の中で、あなたの好みにぴったりな女性は、フェリス・エリスさんです』


　それに、フェリスはライナを冷たく澄んだ青い瞳で見つめ、


「なんだライナ。おまえは、私が好きだったのか？」


「うっさいわっ!!」


　ライナはとりあえず怒ど鳴なっておいた。


　それから疲つかれたように頭をかいて、


「ああもう、だからそうじゃなくて、この水晶はなんなんだよって聞いてんだよ」


　その言葉にフェリスはうなずき、


「うむ。最近、ここらの港街一帯で、急速に流は行やり出した、恋れん愛あいツールなのだそうだ」


「恋愛、ツール？」


「ん。これを使えば、たやすく好みの異い性せいと出会い、恋愛することができるらしくてな。最近の若わか者ものたちには、持っていないものがいないというほど、大流行中らしい」


　それにライナは顔をしかめ、腕うで組ぐみして、


「って、大流行らしいのはわかったけど、おまえいったいなにが言いた……ああ、もういいやめんどくさい。じゃ、おまえが言いたいことを勝手に推すい理りするから、間ま違ちがってたら言えよ？　えっと、とにかく、この水晶は人と出会えるアイテムなわけだな？」


「ん」


「でもって、水晶自体はいっぱいあって、みんなが持ってる」


「そうだ」


「で、さっき俺がやったみたいに、誰だれかが好みの異性のタイプを水晶に入力すると、その好みにぴったりな異性を、水晶が勝手に探さがして、紹しよう介かいしてくれるってことか？」


　それにフェリスはうなずき、


「どうも、そのようだな。その異性を気に入れば、水晶同士の間を行き来するメッセージを交こう換かんすることができる。あとはそのメッセージで、告白しようが、イヤガラセをしようが、やりたい放題だ。しかし一つだけ条じよう件けんがある。そのメッセージを送るためには、自分の情報──たとえば髪の色や性格、外見的特とく徴ちようをあらかじめ登録しなければならない」


　その言葉に、ライナはうなずいて、


「ああ、そうなってんのか。ってことは、水晶が勝手に人間の特徴を判はん断だんしてるわけじゃないんだな。なるほど。あ、ってことは、俺の好みの女性に、おまえが表示されたってことは……」


　それにフェリスは、懐ふところからテーブルの上にあるものとまったく同じ水晶を取りだし、


「うむ。私の情報も、すでに登録している。このアイテムは、すごいぞ。今け朝さ登録したばかりなのに、昼までに、男どもから四十二通もメッセージがきてな。すべての男に会って、全員半殺し程てい度どに殴なぐり倒たおして奴ど隷れいにするのは、なかなかに骨ほねが折れた」


　なんて言葉に、


「…………うあ。ヤバイ。このアイテムは絶ぜつ対たいヤバイ……こんなのでフェリスみたいな悪あく魔まより性た質ちが悪い奴やつに出会ったら、絶対人生まるごと棒ぼうに振ふりそうだ……」


　なんてことを震ふるえながら小声で言ってるライナの相棒が、そのフェリスあくまだということは……考えると悲し過ぎるから、この際棚たなに上げておくらしい。


　まあ、それはともかく。


　フェリスが言う。


「で、どう、思う？」


　それに、ライナは急に真剣な表情になってテーブルの上の水すい晶しようを取り上げ、それを光にかざしたりして調べながら、言った。


「う～ん。ま、おまえの考えてる通りだと思うよ。はっきり言って、さっきからこの水晶があっさりやってることは……少なくとも俺が知ってる現げん在ざいの魔ま法ほう技ぎ術じゆつでは、そうそう簡かん単たんにはできないことだからな」


「では、やはりそれは、我われ々われが探している勇ゆう者しやの遺い物ぶつの一つか？」


　が、それにライナは、水晶を調べながら首を振って、


「いや、早まんなって。もうちょい考えてみよう。とりあえず、俺おれとおまえ、二人だけの情報をさ、この至し近きん距きよ離りでやりとりするような魔ま方ほう陣じんの式は、俺にも簡単に書けるんだよ。まあ、この距離なら、しゃべったほうが早いから誰だれもやらないけど……でも、この水晶ってのは、いったい何人ぐらいの人間が持ってるんだ？」
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　それにフェリスは、


「ん。おそらく、百や二百ではないだろう。千、二千の単位ではないか？」


　その言葉にライナはうなずき、


「ま、そうだろうな。なんせこの港街でそんだけ流行ってるっていうんだから、最低でもそんくらいだろう。で、その情報がやりとりできる範はん囲いってのも、おそらくは、この港街全ぜん域いきを覆おおうぐらい。じゃなきゃ、流行るわけがないしな。それどころか、もっと広いかも……となると……」


　そこまでで、ライナは水晶からフェリスへと目線を向けて、


「可か能のう性せいは、二つだな。ここイエット共和国の誰かが、新しい魔法の開発に成功したか……これが勇者の遺物かの、どちらか。ただ、勇者の遺物にしては、水晶の数が多すぎると思うんだよなぁ。それにとんでもなく無む駄だな使われかたをしてる。ってことはやっぱり、イエットの新開発魔法で、いまは、その試し験けん段だん階かいとか」


「試験？　ということは、この魔法が完成すると、どうなる？」


　その問いに、ライナはうなずいて、


「これは、かなりヤバイ代しろ物ものだぞ。ヘタな攻こう撃げき魔法なんかよりも、ずっとね。なんせ、遠くにいる仲間に、一いつ瞬しゆんにして情報が送れるんだから。はっきり言ってこれを戦争に使えば、負けなしだろうね」


　するとフェリスはそれに目を細め、


「ふむ。それはまずいな。それほどの強大な力を他国が持つことは、危き険けんだ。よって……」


　そこで、ライナは疲つかれた顔で、


「出所を調べろと……って言っても、調べるのは簡かん単たんだろ？　この水晶、おまえどこで手に入れたんだよ？　その、手に入れた場所が出所じゃねぇのか？」


　が、フェリスはそれに首を振った。


「いや、それがそう簡単にはいかないのだ。おまえに渡わたした水晶と、そして私のものは、例の、定期的に私に情報を持ってきてくれている男たちがいるだろう？　あいつらが、『最近、こんなものが出まわってますが、フェリスさん知ってますか？』などと言って手に入れたものでな」


「ああ、あの、おまえが酒場で殴なぐって奴隷にした奴らか……でも、じゃあそいつらに聞けば出所が……」


　しかし、それにも首を振って、


「いや、それも知らないらしい。あいつらいわく『いやそれがですね、フェリスさん。いつの間にやら口コミで流は行やってて、以来、定期的に道みち端ばたや、酒場の入り口なんかに、大量に捨てられてるのをみんな拾ってるらしくて』らしい」


　と、微び妙みように、そのフェリスが使っている情報屋の口くち真ま似ねをして、彼女は言う。


　それにライナは困こまったような表情になった。


「うまい、やり方だなぁ。誰かが調べようとしても、出所がわからないようにやってる。となると、口コミで流行ってたころ……最初のころにこの水晶を渡された奴から、話を聞かないと。そうなると……」


　そこで、彼の表情が歪ゆがむ。


　それにフェリスが、


「ん？　どうした？」


「いやさ、ってことはだよ、この水晶を使って、初期にこの水晶を手に入れた奴に当たるまで、かたっぱしからメッセージを送りまくって、話を聞かないといけないってことに」


　しかし、その言葉にフェリスはあっさり、


「ん。簡単じゃないか。さっさとやれ」


「いや、簡単っておまえ……この水晶、千人、二千人単位で広まってるんだろ？　そん中から、初期メンバーを探すってのはすげぇ手間が……」


　が、次の瞬しゆん間かん。


　ヒュゴっという風切り音とともに、いつものフェリスの剣けんが、信じられない速さでライナの首くび筋すじへとつきつけられて、


「だから？」


「…………………………うう。いやもう、こういう展てん開かいになるのはわかってたし、やるけどさぁ……じゃあ、おまえもやれよ？　二人同時にやっていったほうが……」


　が、そこでフェリスは剣を腰こしに戻もどしながら首を振ふって、


「ん。それは私もそうしたほうがいいということはわかるが……無理だな」


「って、なんでだよ!?　おまえ、ここにきてめんどくさいだの、だんごの特売があるから忙いそがしいだの言ったら殺すぞ！」


　という言葉に、しかし、フェリスはさらに首を振る。


「いや、だんごの特売はもういってきた」


　それにライナは目を細め、フェリスをにらみつけて、言う。


「じゃ、なんでおまえは調べないんだよ」


　するとフェリスは、


「ん。今朝、少々言い寄ってくる男どもを、殴なぐり過ぎたな。四十二人目を殴り倒したあたりで、ぱたりとメッセージがこなくなり、さらには私からのメッセージにも、誰も答えなくなってな。調べてみると、どうやら私にメッセージを送るととんでもないことになるだのという、根も葉もない噂うわさが……」


「根も葉もありまくりで、花まで咲さいてんだろうがっ!!」


　ライナは思わず怒ど鳴なっていた。


　それからげんなりとため息をついて、


「まじかよ。じゃあ、俺一人で、やんの？」


「ん。安心しろ。後ろでだんごを食べながら、暖あたたかく見守ってて……」


「いらんわっ!!…………ってああもう、仕方ねぇなぁ……で？」


　言いながら、水晶を再ふたたびテーブルに置く。


　すると、水晶には、


『あなたの情報を入力してください。まずは、名前はなんですか？』


　などと表示されており、それにライナは、


「ええと……ライナ・リュートで」


『髪の色は？』


「ああ～黒」


『目の色は？』


「それも黒」


『背せは？』


「高め、か？」


『年は？』


「十九……前後だと思う」


『自分で自分の容よう姿しを、どう思いますか？』


　瞬間、


「はぁ!?」


　ライナは思わず叫さけんでいた。


「って、こんなん、普ふ通つう、どう答えんだ？」


　という言葉に、後ろからフェリスは、


「ん。私は、超ちよう絶ぜつ美び形けい、海真っ二つなほどの美び貌ぼうに恵めぐまれた、聖せいなる乙おと女め的天使といれたが？」


　それにライナはげんなりと、


「おまえに聞いた俺が悪かっ……」


　しかし、そこで言葉は遮さえぎられて、


『性せい格かくは？』


「ってちょっと待てぇええ!?　ま、まさか、いまの海真っ二つがどうのこうのとかいうのが登録されたのか!?　うわ、最悪。こんなアホな情報見て、メッセージしてくる奴、いねぇだろ。ああもう、フェリスのせいで、いきなり計画挫ざ折せつじゃねぇか……」


　が、フェリスはそれに、自信満々で、


「そんなことはないだろう？　いまのプロフィールで、男たちは私にどんどんメッセージを送ってきたぞ？」


「い、いや、男は……まあなぁ。騙だまされても、夢ゆめ見たいってところがあるからなぁ。まあいいや。で、性格は……」


　そこで、フェリスがさらに後ろから、


「根っからの変へん態たい色しき情じよう狂きようの上に、夜は野や獣じゆうとなって街まちを駆かけ巡めぐる。俺に襲おそわれないよう、注意しな」


　すると、それがそのまま登録されて。


『お疲れ様でした。これで、あなたの情報は登録されました。では、フェリス・エリスさんにメッセージを送りますか？』


　瞬間、


「送るかぁあああああああああああああ!?」


　ライナは叫さけんでいた。


　そのまま振り返って、


「ってか、おまえなに邪じや魔まばっかりしてんだよ!?　あんな情報で、会話してくれる女の子なんているわけねぇだろ！　ほんとにこの水晶の出所を探すつもりが……」


　が、そこで、水晶からピコーンという、いまだかつて聞いたことがないような、軽けい薄はくな音が鳴り響ひびいて……


「へ？」


　ライナは再び振り返る。


　すると、水晶の中にはこんなことが表ひよう示じされていて。


『登録情報を見させていただきました。夜は野獣になって街を駆け巡るだなんて、ライナさんって、ワイルドな方なんですね。ここのところ、この水晶でいろんな方の情報を見て、でも、みんな自分をよく見せようとする、ウソの情報ばかり……ライナさんみたいな、自分をさらけ出した、本当に素す直なおな人は初めて。お話しできたら、嬉うれしいな。よかったら私の情報も、見てください』


　なんてことが書かれていた。


　ライナはそれに呆ぼう然ぜんと、


「う、ウソだろ……あんな情報見て、普通、メッセージするか？」


　が、そこでライナの肩かたをフェリスがぽんっとたたいて、


「ん。よかったな。自分の変へん態たいの本ほん性しようを、素直にさらけだして」


「だから誰が変態なんだよっ!!　って、あああああもう、最悪……俺はいま、この港街全域に、変態だって自分から名乗り出た、本物の馬ば鹿かってことになってんのか……」


　が、次の瞬間、さらに続いて、ピコーン、ピコーンと立て続けに鳴り始め……


　フェリスが、


「ん。大人気だな。やはり私が考えた登録情報が、うまくいったようだ」


「ンな馬鹿な!?　いや、絶対なんか間違ってるって!!　そうじゃなきゃ、このイエットはもう終わってる。こんな変態のどこがいいんだよ！」


　という言葉に、フェリスがうなずいて、


「うむ。ついに自分が変態のロクデナシだと認みとめ……」


「認めねぇええええええええええええ!?」


　ライナは今日何度目かの絶ぜつ叫きようを上げ、それから肩で息いきをしながら、


「いや、まあ、いいや。おまえに付き合って深く考えると疲れるから、話を進めよう。んじゃ、メッセージ送って、いつごろ水すい晶しようを手に入れたか、それとなく聞いていくぞ。とりあえずフェリス、この水晶が流は行やり出したのは、いつごろなんだ？」


　それにフェリスは、


「ここ一月ほどらしいが……」


「おっけ。じゃ……」


　と、ライナは水晶に向かって言葉を発する。


　すると、ライナの発した言葉が、文字になって水晶に次々と並ならんでいく。


『えっと、その～とにかくまぁ、こんにちは。で、突とつ然ぜんなんだけど、ちょっと聞きたいことがあってさ。っていうのも君がこの水晶をいつごろ手に入れたのかってことなんだけど。もしも君がこの水晶を半月以上前に手に入れたなら、少し俺と話してもらえるとっ……て、なに？　おい、うわ…………うへへへねーちゃん。俺と付き合わねーか？　きっと悪い思いはさせな…………っておおおおい!!　んなっ!?　てめ、なに邪じや魔ましてんだよ！　おいフェリ…………うひゃひゃひゃ俺は獣けものだぜ。触さわるとヤケドするぜ。気をつけ……どんな奴なんだよそりゃ!!　あああもう止めるぞ!!』


　言って、ライナは水晶に触ふれた。


　そして、言葉を発しても、文章が水晶に表示されなくなったのを確かく認にんすると、


「いったいどういうつもりだよ！　邪魔ばっかしやがって。おまえ本気で水晶の出所を探す気あんのか!?　ちなみに俺はねぇぞ！　ねぇからさっさと終わらせようとしてんのに、おまえがその気なら、俺はもうやめんぞ！」


　やる気のなさを一気にぶちまける。


　しかしそれに、フェリスは真ま面じ目めな表情で、


「なにを言っている。私はやる気に満ち満ちてるぞ」


「どこがだよ！　まさかあんな文章で、本気でうまくいくと思ってたりはしねぇよな？」


「ん？　あれじゃまずいのか？」


「あれじゃただの変態じゃねぇかよ！」


　が、それにフェリスは首をかしげ、


「しかし、おまえは最初の登録情報で、変態だと自分から名乗り出たのだぞ？　急にまともな文章を書いても、逆ぎやくにあやしまれるだろう？」


　と、ちょっとまともなことを言ってきて、それにライナは、


「あ……いや、そ、そりゃそうかもしれないけどさ、でも、俺の書いてる文章の途と中ちゆうでおまえの文章がはさまったら、やっぱり二重人格みたいで、怖こわいだろう？」


　するとそれにはフェリスもうなずき、


「うむ。確たしかにあれはまずいと、私も思った。しかし、ならなぜ、おまえはそれを送ったのだ？」


　なんてことを言ってきて。それにライナは、


「へ？」


　思わず間ま抜ぬけな声を上げてしまった。


　そのまま水晶を見て、


「って、送ったって……なんの話だ？　俺は、文章が書かれるのを止めただけで、別に送ったわけじゃ………………」


　が、水晶の中では、さっきまでメッセージを送ってきてくれていた女の子たちすべてに、いまの文章が送られたという表示がされていて……


「………………………………」


　今度こそ、もう言葉もなかった。しばらくライナは無言のまま頭を抱かかえてうずくまって。


　それにフェリスが、


「ん。そうやっていつもいつもおまえはサボることばかり……」


　が、ライナは疲つかれた声こわ音ねで、


「………………いや、別に、突とつ然ぜんまともな文章書くのはおかしいっていうおまえの意見も正しいから、あえて反はん論ろんしないけど……でもこれで、女の子たちからの返事は、ないだろうなぁ。ってことは、こっちから女の子一人一人にメッセージを送って、聞いて回らなきゃいけないのか……めんどくせ……」


　しかしそこで、ピコーンと、例の奇き妙みような音が水晶から鳴った。


　それにライナは驚おどろきの表情で、


「うそ!?」


　水晶を見た。するとそこには、一つだけだったが、メッセージの返事がきていて。


　メッセージの内ない容ようは、


『はじめまして。私はフロムっていいます。十七歳さいの、女の子です。メッセージ読みました。ライナさんは、おもしろい方ですね。なんでも、水晶を半月以上前から使っている人を探してるとのことで。私はこの水晶を、二十七日前に手に入れたんですが、ライナさんとお話しする権けん利りは、あるでしょうか？』


　なんてことが書かれていて……


「きた！　手がかりがきたぁああ!!　ああもう一時はどうなることかと思ったけど……」


　それにフェリスもうなずいて、


「うむ。やはり、私の送ったメッセージが」


「いや、それはない！」


　フェリスの言葉が終わる前に、ライナは突つっ込こんだ。それからすぐに、


「まあ、それはともかく。これになんて返事する？　やっぱりこの娘こに会って、直ちよく接せつ話を聞いたほうが……ああでも、男でさえ、『会ってみたらとんでもない悪あく魔まで、そいつにいきなり剣で殴りつけられて、奴隷にさせられるかもしれない』なんていう恐きよう怖ふに、メッセージ送ってこなくなってるくらいだもんなぁ。女の子はもっと警けい戒かいしてんだろ。さすがに突とつ然ぜん会ってくれっていっても……ってことは、やっぱメッセージで聞いたほうが……」


　と、そこまで言ったところで、さらに水晶からピコーンという音が鳴って……


「ん？　また、違う人からきたのか？」


　水晶を見る。が、そこに表示されたのは、やはりいまのと同じ、フロムという女の子で。


『あの、もしよろしければ一度、会ってお話ししませんか？　私、ライナさんみたいな、自分の気持ちに正直な方って好きです。なんか、こんなタイプの人、初めてっていうか……って、私ばっかりメッセージ送ってしまって、ごめんなさい。変な女に思われたら、どうしよう。でも……もしよければ……』


　水晶には、そんなことが書かれていて……


　それにライナは、


「…………って、へ？　ちょっと、なんでいきなりこんなことになってんの？　こ、これって、その、あれだよな？　俺のことが気にいって、会いたいとか、言ってるんだよな？　で、でも、なんで俺が、気に入られるの？…………っていうか、ほとんど文章書いたのおまえだけど……おまえ女の子に気に入られそうなこと、書いたっけ？」


　が、そこでフェリスはライナを押しのけ、いつの間にやら水晶を操そう作さしていて、


『うへへへ。おまえの気持ちはわかった。で、どこで会いたい？　俺にメッセージしたこと、絶対後こう悔かいさせないぜ』


　送信。


　それから一息ついて、


「よし、と」


　それにライナは、


「……よし、じゃねぇええ！　だいたいだから、そりゃいったい、誰なんだよ？」


　するとフェリスはあっさり、


「ん。おまえだ。これは任にん務むなのだ。失敗は許ゆるされない。いまの話し方で、おまえは異様に積極的なフロムとかいう淫いん乱らん女に会い、情報を引き出す。いいな？　ほら、練習してみろ。『うへへへへ』だ」


「だからなんで俺がそんな変態っていう設せつ定ていなん……」


　とそこでまた、ライナの言葉を遮さえぎるように、水晶からピコーンと例の音が鳴って。


『会ってくれるんですか！　それじゃ『グリープ』っていうレストランの入り口で。私はピンクのワンピースに赤いカバンを持っていくので、すぐわかると思います。ああ、なんかいまからドキドキしちゃう。会って、嫌きらわれたり、しないかなぁ』


　それにライナ……もとい、フェリスが、


『うへへ。嫌ったりするわけないだろベイベー。うへへ。じゃ、楽しみに待ってな。すぐに野や獣じゆうが、おまえに襲いかかるぜ！　うへ』


　送信。


　と、そんな文章にライナは、


「……いや、おかしいからそれ。ンな『うへうへ』言う奴がどこに……」


　が、そこで──


『あはは。その、うへへへっていう、おもしろい笑い方が聞けるの、楽しみにしてますね！　じゃ、またあとで』


　なんて文章をフロムが送ってきて。


　そこでフェリスが勝ち誇ほこったような表情で、


「じゃ、さっさと練習しろ」


　それにライナは……


「…………うう……う……うへへ。うへ……へ…………へ…………って、絶対こんなしゃべり方……おかしいと思うけどなぁ……」


　もう、半泣きになりながら、とりあえず変態を演えんじる練習を始めて……


「おお、やはり本物の変態は違うな。さすがだ」


「うう。そんな褒ほめかた全然嬉うれしくない」


　なんてことを言いあいながら……


　二人は変態を演じながら女の子を口く説どいて情報を聞き出すという、離はなれ業わざをするために、食堂を出ていったのだった。





　　　　◆





　いってみると、待ち合わせたレストランの入り口には、確たしかに、ピンクのワンピースに、赤いカバンを持っている人物がいた。


　美しい子だった。綺き麗れいな黒髪に、利発そうなつり目気味の黒い瞳ひとみ。
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　確かに、その子は美しい子で……


　しかし、ライナはなぜかそれを見て、


「…………」


　無言のまま、これ以上ないというほど顔をしかめた。


　なぜなら、その子に見み覚おぼえがあったから。その、娘こ──ではなく、その、十二、三歳くらいの少年──ヴォイス・フューレルに。


　彼は、ここイエット共和国において、最もつとも力を持っているマフィアの若きドンだったりして、会う度たびにライナたちに迷めい惑わくをかけまくる、会いたくないランキング常つねに上位の問題児なのだが……


　今日もヴォイスは、男のくせにピンクのワンピースに赤いカバンを持って、片かた手てを胸むねに当て、これから出会う未知の誰かを、期き待たいと、そして少しの不安を抱だいて待っている乙おと女めという、まったく意味不明の姿すがたで立っていた。


　ライナはそれを見てげんなりと、


「……今度は女じよ装そうって……あいつ、まだガキのクセに、どんだけ変態に磨みがきをかければ気がすむんだ……」


　続いてフェリスが、


「ん。子こ供どものころのおまえを……」


「違う！　ぜってーそれ間違ってる！」


　と、叫さけんだ声が聞こえたのか、ヴォイスはこちらを見て……それからなぜか、ちょっと顔を赤らめながら、もじもじとライナへとすりよってきて、


「あ……あなたがライナ・リュートさんですか？　思ったとおり、すごく魅み力りよく的てきな……」


　瞬間。


「やかましいわぁああああああ！」


　ライナは思わずヴォイスを殴りつけていた。


　ヴォイスはといえば、それを赤いカバンであっさり受けとめ、


「さすが師し匠しよう。出会ってそうそういきなりＳＭだなんて、大だい胆たんですね」


「誰が師匠だっ！」


　という叫びもむなしく、後ろからフェリスが、


「うむ。やはり師弟がそろうと、もう止められないほどの変態っぷりだな」


「いえいえ、私ごとき、まだまだ変態神として畏おそれ敬うやまわれているライナさんの、足あし下もとにも及およびま……」


「っていったい、俺は何者なん……って、や、やばい、この二人がそろうと、もう、なんにも話が進まなくなる……ああもう、だいたいヴォイス！　最近見なかったと思ったらいきなりの登場が女装かよ!?」


　すると、それにヴォイスは少し嬉しげにワンピースの裾すそを少し上げて、くるりと回ってみせてくる。


「なかなか、綺麗でしょう？　これできっと、世の男たちもイチコロですね。私も変態神ライナ様を見習って、幼よう女じよだけではなく、少しは男にも手を出してみようと思いまして」


「だぁから誰が変態神なん……ってああああもう、そうじゃなくて!!　結局、なんだ？　俺らにメッセージを送ってきた、フロムってのはおまえなんだな？」


　するとそれにヴォイスはあっさりうなずいて、


「それは私の源げん氏じ名なです」


「どこで使う源氏名だよ!?　ってのは、もう怖こわいから聞かないことにするとして……」


　と、ライナはため息をついてから、


「でもじゃ、おまえは、俺が、俺だってことをわかっててメッセージ送ってきたんだよな？　俺の名前が、ライナだってことは、知ってるもんな？」


「ええ。もちろんそうです。ライナさんがあまりに過か激げきな出会いのメッセージを送ってくるものですから、少し、警けい告こくしておかなくてはと思いまして」


　なんてことを言ってきて、それにライナは、


「警告？　って、なんの？」


　が、そこでヴォイスは、


「いえ、とりあえず場所を変えましょう。説明は、それから。では、ついてきてください」


　女装の姿のまま、平然と街中へと歩き出す。


　それにライナとフェリスは一度顔を見合わせてから、あと追ったのだった。





　　　　◆





　案内されていったさきは、薄うす暗ぐらい個こ室しつ。


　ヴォイスたちが情報を管理している大きな建物の中にある、ＶＩＰルームだかなんだかとかいう部屋。


　そこのソファにヴォイスは座すわって、


「さあ、ライナさんたちもどうぞ座ってください。飲み物はいかがですか？」


　するとフェリスが、


「では茶と、だんごをもらおうか。おまえの用意する茶とだんごは、なかなかうまいからな」


　続いてライナも、


「じゃ、俺もそれで。ってか、そうじゃなくて、さっさと事じ情じようを説明しろって」


　言うと、ヴォイスは部屋の隅すみにひかえていた使用人にお茶とだんごを用意するよううながしてから、うなずいた。


「事情といっても、そんなたいしたものではないんですけど。最近、かわいいピンクのワンピースを手に入れたから、ぜひお二人に見てもら……おうと……って、ライナさん、わなわな震ふるえながら、拳こぶしを掲かかげるの、やめてくれませんか？　ちょ、ちょっと怖いですよ」


「じゃあ、ちゃんと話せよ」


　それにヴォイスは残ざん念ねんそうな顔で、


「いまのもほんとなんですけどねぇ。そのうち見せにいこうと思ってたんですが……しかし、今回あなたがたにメッセージした理由は、他にあります。というのも、例の水すい晶しようは、まじめに男女が出会うことができるようにと我われ々われフューレル一族グループが提てい供きようしているもので……」


　とそこで、ライナは思わず、


「って、あの水晶おまえらが作ったのか!?」


　するとヴォイスはあっさりうなずいて、


「はい。『まじめな恋こいをしてみませんか？』は、私たちが提供させてもらっているサービスですよ。しかし、ライナさん。このサービスでは、あなたのようにあまりに過か激げきな思想の持ち主の方や、フェリスさんのような出会う男すべてを奴ど隷れいにするような使い方をする方はお断ことわりしているのです。利用人口が減へってしまいますからね。もしそのような使い方をしている方を見つけたら、今日のように呼よび出して、もれなくイエットの海に浮ういてもらうことになってるんです。だからこそ、健全な出会いが保たもたれるわけですね！」


　なんてことを言って……


　それにライナは、


「ってか、健全の裏側がすげぇ怖いことになってるのはこの際さい無む視ししとこう……んで、その『まじめな恋がうんたらかんたら』がおまえらがやってるってのはいいとして、この水晶は、どうしたのか、聞かせてくれよ。これ作るのって、かなり大変だろう？　いや、いまの魔ま法ほう技ぎ術じゆつでは、ほぼ不可能なんじゃ」


　が、それにヴォイスはあっさり、


「いえ、簡単ですよ？」


「簡単？」


「ええ。簡単です。というのも、このあいだ八さい歳の女の子と、街の北のほうにある森で逢あい引びきしてたんですよ」


　なんて話が始まって、それにライナは、


「いや、過か程ていのちょっとエグそうな話ははしょってくれるか？　なんか、ダメージ受けるから」


　するとヴォイスは納なつ得とくとばかりにうなずき、


「ああ、そうですよね。ライナさんも八歳の女の子が好きだから、嫉しつ妬とに狂くるってロクに話が聞けなくなっちゃいますもんね」


「……………………いや、うん。それでいいから。話を進めてくれ」


　なぜかすでにダメージを受けていた。


　まあ、それはともかく。ヴォイスが続ける。


「その森でですね、たくさんの水晶を見つけたんですよ。で、さっそく持って帰って調べたところ、いろいろな機能を水晶に持たせることができることがわかって。さらに、一つの水晶に機能を入れると、周囲にある他の水晶にも、その機能が勝手に入力されて……」


　それにライナは目を細め、


「で、あんな広こう範はん囲いで情報をやりとりできるアイテムになったと。これは、完全に……」


　そこでフェリスが、


「遺い物ぶつだな。それにいまの話によると、やはりおまえの言った通り、軍事用としても、使えそうだ」


「だな。でも、まずいな。これだけ大量の水晶を全部回かい収しゆうするとなると……」


　が、そこでさらにヴォイスが続ける。なぜか、悲しげな表情で、


「ただ問題があるんですよ。この水晶、一度機能を入力して、決定してしまうと、もう他の機能を受け付けなくなってしまうんです」


　という言葉に、


「……なるほど。ますます、軍用アイテムってわけだ。あらかじめ、この水晶を使うための暗号を設せつ定ていしておけば、敵てきにこの水晶を奪うばわれても、一度決定した機能は変へん更こうできないなら安心だし…………って、じゃあ……」


　そこで、ライナはなにか気付いたように、顔を上げた。そのままヴォイスを見つめる。


　すると、ヴォイスはさらに残念そうな、悲しげな表情になって、


「ええ。ライナさんが考えている通りです。当初、私が『まじめな恋をしてみませんか？』を作った理由は、一いつ般ぱん人じんたちの青クサイ恋れん愛あい劇げきを盗ぬすみ見て、弱みを握にぎり、金をゆすり取ろうと考えたからなんですが……しかし、そんな愚ぐ民みんどもの未み成せい熟じゆくな恋愛を見て、ふと思ったんです。私も、心ときめく誰かと出会いたいと。そしてさっそく水晶に機能を入力して『女装やら男色やら、その他いろいろすごい出会いをしてみませんか？』を作ろうとしたそのとき!!　悲劇は起きました」


　なんて言葉に、ライナはもう、先が読めて……


「水晶が、機能の入力を受け付けなかったんだろ？」


　が、それにはヴォイスが首を振って、


「そんな、間ま抜ぬけじゃありませんよ。ちゃんと、『まじめな恋をしてみませんか？』は、掘ほり出した水晶の十分の一、二千個ほどの量にしか機能を入力しなかったんですから」


　その言葉に、さらにライナの目が細まる。


　そして、


「……十分の、一？　じゃあ、まだ、機能を入力していない水晶が、あるってことか？」


　それは、非ひ常じようにまずいことだった。


　いまの話からすると、残りの水晶は約一万八千個。それを軍事利用すれば、どれだけ大きな力になるか、はかりしれない。


　一いち躍やく、イエット共和国が巨きよ大だい軍事国家になって、世界を支し配はいすることだって可能なほどの、大きな力に……


　ライナは、緊きん張ちようした面おも持もちで聞いた。


「で、なにが問題なんだ？」


　するとヴォイスが、水晶を二つ、懐ふところから取り出し、ライナとフェリスに手渡してきて、


「問題は、これなんですよ」


　ライナはその水晶を見た。


　まだ、機能を入力されていない、水晶。世界を滅ぼしかねない力を持った、水晶。


　その水晶の表面には、こんなことが書かれていて。


『俺はこの鍛きたえ上げられた筋きん肉にくにミニスカートをはくのが趣しゆ味みなんだ。そんなナイスガイが好きなマッチョ君、俺と恋をしてみ……』


「ってなんだこりゃあああああああああ!?」


　ライナは思わず叫んでいた。するとヴォイスもやはり悲しげにうなずいて、


「でしょ？　ひどいでしょ？　ほとんどの書きこみが、そんなのばっかりで……完全に私のミスです。『女装やら男色やら、その他いろいろすごい出会いをしてみませんか？』の、『その他』っていう言葉を、誰も見てくれない！　ああ、なぜ私は、幼女という言葉を入れなかったんだろう……」


　なんてことを言っていて、ライナはそれに、


「いや、ちょ、ちょっと待てって。え？　ってことは、おまえ、その『女装やら男色』うんぬんの機能を、残りの全部に、入力しちゃったのか？」


　するとヴォイスはあっさり、


「しちゃったんです」


「もう、一個の残りもなく、全部に？」


「はい。一万八千個全部、女装と男色です」


　そこで、


「…………いや、それならそれで、問題、ないんだけどさぁ……」


　ライナはもう、だんだん頭が痛いたくなってきて、げんなりと言った。


　と、そのときだった。突然、ピコーンと、ライナの持っていた水晶に、メッセージが届とどいたとしらせる例の音が鳴って。


「あ？　なんだ？」


　ライナは、水晶をのぞき込む。


　するとそこには、こんなメッセージが届いていた。


『うへへへ。世界中のベイベーたち、聞こえてるかい？　俺の名はライナ。女装と男が大好きな、変態君さ。こんな俺が欲ほしけりゃ、筋きん肉にく磨みがいて、ピンクのスカートはいて、フューレル一族グループの屋や敷しきにきな。一万八千人、全員まとめて、俺がかわいがってやるぜ。うへへへへ』


　そんな文章。


　そして後ろからはフェリスがなぜか、一仕事終えたあとの、少し疲れたような声で、


「よしっと」


　なんてことを言っていて、ライナはそれに、


「てめぇフェリスいったいなにしやが……」


　が、言葉は最後まで続かなかった。


　部屋の外から、次々と悲鳴が上がり、


『た、大変ですヴォイス様！　そ、外に、スカートをはいた筋肉たちが大勢押し寄せ……ぎゃああああああ………………』


　その悲ひ鳴めいが、妙に低い、


『ライナ様[image: ]　ライナ様はどこ[image: ]』


『らーいなー俺がかわいがってやるぜ』


　こんな声にかき消される。


　それにライナは、


「じょ、冗じよう談だんだろ……」


　続いてヴォイスが、


「イヤン[image: ]　師し匠しよう、どうやら王子様たちが、お迎むかえにきてくれたようで……」


「なにがお迎えだ！　ぜってー俺は……」


　が、そこで部屋の扉とびらがゆっくりと開いて。


　その、扉の外に見えた光景に……


「ひいいいいいぎゃああああああああ!?」


　ライナは、いままで上げたことのないほどの絶叫を、上げたのだった。







（でいてぃんぐ・くりすたる：おわり）












　ぐれいてすと・まじしゃん










　魔ま法ほう。


　魔の力を用いる法。


　彼はその、魔法に長たけていた。


　ライナ・リュート。


　ローランド帝てい国こく軍ぐんの陰かげの部分に所しよ属ぞくしていた者たちにとって、その名前はかなり有名なものだ。


　陰の部分。


　強力過ぎる力を持っていたために、表おもて舞ぶ台たいに立つことを許ゆるされず、戦せん乱らん渦うず巻まくローランド帝国の、舞ぶ台たい裏うらで暗あん躍やくした者たち。


　しかし、そんな者たちですらライナ・リュートの名前を出せば、しばしのあいだ、黙だまり込んでしまうほどだ。


　圧あつ倒とう的てきな魔法構こう築ちくスピード、使用可能魔法数、そしてそれを使う上での知ち識しきの豊ほう富ふさ。


　体術においても、彼はずば抜ぬけた強さを持っていたが、その体術も、彼の魔力の前では、かすむ。


　彼の前では、全すべての魔法が無む駄だになる。


　ありとあらゆる任にん務むを、怜れい悧りに、冷れい徹てつにこなしていく。


　彼のことを、誰だれもが恐おそれた。


　彼には絶ぜつ対たいに勝てない。


　彼からは絶対に逃のがれられない。


『ローランド帝国、最高の魔術師』


　かつての彼は、そう呼ばれていた。





　　　　◆





　もう、昼だというのに、まるでやる気のない、眠そうな瞳ひとみ。


　もう、昼だというのに、いまだに寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみ。


　そして、もう昼だというのに、


「ああもう、なんだよフェリス……こんな朝っぱらから、俺おれをどこへ連つれていこうってんだ？」


　気けだるげな、完全に脱だつ力りよくしきった声こわ音ねで、ライナ・リュートは言った。長身瘦そう軀くの猫ねこ背ぜの体はいま、絶世の美女──フェリス・エリスに腕うでをつかまれ、無む理り矢や理りぐいぐい引っ張られ、ふらつく足取りで商店街を歩かせられている。


　とそこで、フェリスがこちらを振ふり返って、


「ん。どうしてもおまえと一いつ緒しよに見たいものがあるのだ。だからきてくれないか？」


　などとライナを綺き麗れいな、青い瞳でじっと見つめて言ってきて……


　彼女は美人だった。それも常じよう軌きを逸いつしたとんでもない美人。輝かがやく金色の長ちよう髪はつに、人間とは思えないほどの整った容よう姿し。スタイルのいい華きや奢しやな体に、腰こしには、その細い腕では到とう底てい扱あつかえるとは思えない長ちよう剣けんをさげている。


　とにかく彼女は、女神と見まごうばかりの美人で、そんな美人にじっと見つめられて、


『どうしても一緒に見たいものがあるから、一緒にきてくれないか？』


　だのと、デートの誘さそいまがいのことを言われれば、普ふ通つうなら誰でも、ふらふらとついていってしまうだろう。


　しかし、フェリスはそのまま腰の剣を引き抜き、それを信じられないほどの速はやさでライナの首くび筋すじに突つきつけると、


「もちろん、きてくれるな？」


「って、それが人にものを頼たのむ態たい度ど……」


　が、ライナがそう、怒ど鳴なろうとした瞬しゆん間かん！


　フェリスの剣はさらにライナの喉のどにグイと押し付けられ、


「頼む？　なにを言っている。これは命令だ。それともなにか？　このままこの賑にぎわっている商店街を首だけで転がってみるか？」


「…………えーと、んと、と、とにかく、ご、ごめんなさい。言うことなんでも聞くから、その剣しまってくれる？」


　という言葉に、フェリスは満まん足ぞくげに一つうなずき、剣をしまう。


　するとライナはそれを見み計はからって、


「おまえなぁ！　いまのいつにも増ましてシャレになんないって！　首からちょっと血がでちゃったじゃないかよ！」


「ん。次は首からどばっと血が……」


「出たら死ぬだろうが!!」


　とそこで、そんないつもの不毛な会話にライナはため息をついて……


「ああ、まあいいや。んで？　おまえは俺と一緒に、なにを見たかったんだ？　なんか俺らの任務に関係ありそうな、勇者の遺い物ぶつの情報でも手に入ったのか？」


　という言葉に、フェリスは商店街の、少し先のほうを指差して、


「ん。一緒に見てもらいたいというのは他ほかでもない。あれなのだが」


　その言葉に、ライナもそちらを見る。


「ん？」


　フェリスの指差した方。そこには、人だかりができていて、ライナは少しだけ背伸びをしてのぞき込んだ。


　すると人だかりの中央では、黒いスーツにシルクハットといういでたちの、一人の若わかい男が立っており、そしてその男が、


「はい、今日もお集まりいただいてありがとうございます。ではではさっそく始めましょうか」


　言ってから、胸むねポケットから赤いハンカチを取り出して、


「はい、取りいだしたるは、タネも仕し掛かけもない、この赤いハンカチ」


　なんてお決まりのセリフに、ライナは半はん眼がんになって、


「ああ？　なんだ手品かよ。で、この手品が、どう勇者の遺物に関係して……」


　が、そこで手品師がハンカチをちょちょいと触さわると、やはりそのハンカチが、お定まりの真っ白いハトに変わって……


　瞬間、フェリスが目を輝かがやかせて、


「おお!?　み、見たかライナ。いま、ハンカチがハトに変わったぞ!?」


　なんてことを言ってくるが、しかしライナは興きよう味みなさげに、


「いや、そりゃ変わるだろ。手品なんだから……ってか、まさか、おまえが見せたかったものって……まじであれなわけ？」


　するとフェリスはあっさりうなずく。


「うむ。すごいだろう？」


「って、すごいだろうって言われてもなぁ……じゃ、まさか俺と一緒に見たいものって、あれなわけ？」


「うむ」


「こんな朝早くから……いや、昼だけど……起こして、剣まで突きつけて見せたいものが、あの手品？」


「うむ」


「で、俺にどうしろと？　おまえのことだからまさか、本当に俺とデートまがいのことがしたかったわけじゃないだろう？」


　ライナが言うと、フェリスはうなずき、


「うむ。私はいままで剣一筋に生きてきたというのは、知っているな？　エリス家の人間は生まれたときから……」


「って、いきなりなんの話になってんだ？　いやまあ、おまえのことはだいたい知ってるけど。剣術の修しゆう練れんだけをさせられてたってんだろ？　んで？　それがどうした？」











[image: ]








「うむ。だから私はまったく魔法というものを学ばなかった。だが、それはどうやら間ま違ちがいだったようだな。まさか魔法があれほど便利なものだったとは……ハンカチをあっさりハトに変えるとは……」


　なんてことを真顔で言ってきて……


　ライナはそれに、


「って、はぁ？　ちょっと、魔法って……あれは手品なんだけど……」


　それにフェリスはなるほどとうなずき、


「手品という名前の魔法なのか。あれは、なかなかにすごいな。ハンカチを、まったく別の物ぶつ質しつに変えてしまうとは……」


「いや、だからあれはハンカチがハトに変わってるわけじゃなくて……」


　が、そこでライナの言葉をかき消すように人々の歓かん声せいが上がる。ちょうど手品師が手からカードを生み出し……正確にはおそらく、黒スーツの腕の袖そでのところから、観客に見えないよう何枚まいものカードを取り出しているのだろうが……突とつ如じよ現あらわれるカードに観客たちは大だい興こう奮ふんで、だんだんと盛もりあがってきているようだ。


　そこでフェリスが、またも驚おどろきの声音で、


「おお。今度は無からカードが生み出されているぞ。魔法とはあんなこともできるのか」


「いや、できないから……」


　という言葉も、歓声にかき消されて……


　そこでフェリスがこちらを見つめて、真剣な顔で言ってくる。


「そこでものは相談なのだが、私に魔法を教えてくれ。それも、いつでも気軽に、ハンカチや服などから『うまいだんご』を生み出せる魔法がいいのだが」


　なんて言葉にライナは、


「またおまえはだんごの話かよ！」


　と思わず怒ど鳴なってから、言った。


「いやとにかく。あのさ、そもそもあれは手品で、魔法じゃないから。ってか、魔法じゃあんなことはできない」


「ん？　ならば、なんなのだ？　魔法以外にあのような不ふ可か思し議ぎな現げん象しようを生み出すとなると……まさか、我われ々われの探さがしている、勇者の遺物か!?」


「違うわ！」


　またもライナは怒鳴ってから……


「だからあれは手品……」


　が、そこでまたも歓声にライナの声はかき消され、


「うっさい!?　ああもうちょっとフェリス。場所変えるぞ。ここじゃおまえに魔法のことを説明するにしても、うるさすぎ。おまけにイエットの人間たちの前で、俺たちローランドの魔法の説明するわけにもいかないしな。人ひと気けのないところへいくぞ」


　言って、ライナはフェリスの腕を引っ張る。


　そうして二人は、その場をあとにしたのだった。





　　　　◆





　二人がきたのは、路ろ地じ裏うらをいくつか曲がって、治ち安あんがひどく悪いと言われている区く画かくにある、人ひと気けのない空あき地ちだった。


　もう、まるで人気がなくて、しかし、それでもさらにライナはまわりに人がいないのを確かく認にんしてから、フェリスを見て、


「んで？　説明するのしんどいから、まず、おまえが魔法について、どれだけ知ってるかを先に教えてくれよ。それ次し第だいで、どっから説明するか決めるから」


「ん。私の知ってるのは、指で光の魔ま方ほう陣じんを描えがいて、するとそこから稲いな妻ずまが放たれたり、水が飛び出したり、炎ほのおが飛び出したり、ハンカチがハトに変わっ……」


「そこまで！　ハンカチはハトに変わらないから。って、おまえ、ほんとに魔法のこと、なんにも知らないわけ？　ンなはずないだろ？　いくら剣けん術じゆつの修練しかしてこなかったからって……剣術の修練の中にも、魔術師と戦うことを想定した修練があるだろうし。そうなりゃ当然、多少の魔法の知ち識しきも……」


　が、それにあっさり、


「まったく、ない」


　その言葉にライナは顔をしかめた。


「噓うそつくなって。初めて会ったときおまえ、俺が作った『稲光いづち』の魔方陣から稲妻が放たれる前に、魔方陣ごとその剣でぶった斬ぎったろ？　あんなとんでもねぇの、俺、初めて見たよ。あれは、相当あの状じよう況きようを想定して訓くん練れんしてなきゃ、できないんじゃないか？」


　しかし、フェリスはそれに首を振り、


「そんな訓練は本当にしていない。まあ、実じつ際さいの空から落ちてくる雷かみなりを斬る修練はあるが……」


　なんてとんでもない発言をしだして、


「って、おまえ、雷まで斬れちゃうの？……………………い、いや、まあ、実際の雷が斬れりゃ、『稲光いづち』ぐらい、簡かん単たんに斬れちゃうのかもしれないけど……じゃ、まじで魔法のことはなんにも知らない？」


「うむ。そもそも、敵てきが魔方陣を描こうという素そ振ぶりを見せただけで、たいていの者は殴なぐり倒たおせたからな。魔方陣を描き終え、私に魔法を放ってきた者自体、おまえが初めてだった」


「ああ、まあ、おまえぐらい動きが速はやけりゃ、そうかもな。じゃあ、ほんとに魔法がどういう仕組みで動いてるかとかも……」


「知らない」


「う～ん。じゃあ、そっから説明しなきゃいけないのか。めんどくさ。ってか、どっから話せばいいだろ。とにかくさ、いくつか魔法にも種類があるんだけど……例たとえば頭……っていうか、その中の脳のうってあるじゃん？」


　と、ライナは自分の頭を指でたたいてみせてから、


「この脳ってのは、考えたり、体動かすための命令出したりしてるんだけど、でも普通に生活してるときの脳は、実はほとんど眠ってる状態なんだよね。で、使われてるのはほんの一部だけで、その眠ってる脳のいくつかの部分を起こしてやると、世の中の気の流れってのが、見えてくるんだ。脳を起こす方法はまあ、瞑めい想そうやらなんやら、いろいろあるんだけど。最近のローランドの魔法の授じゆ業ぎようで最初にやらされるのは、目を閉とじて、自分の周まわりの空気に、金色の粒つぶが浮ういてるのをイメージする方法かな？　で、それやってて見えるようになってくると、今度は見ようと思うだけで、目を開けてるときもそれが見えるようになるらしいんだが……」


　そこで言葉を一度止め、肩かたをすくめてから、


「まあ……俺の場合はこの特とく殊しゆな『瞳め』のおかげで、あっさり見えちゃってて、気の流れを見る訓練なんかは、あんましたことないんだけどさ……」


　するとフェリスは、納なつ得とくとばかりにうなずいて、


「ん。おまえのような輩やからに瞑想などという高こう尚しようなものができるとは思えないからな」


「って、どういう意味だよ！　俺だって瞑想の一つや二つ……」


　が、フェリスはあっさり、


「瞑想？　惰だ眠みんをむさぼるの間違いじゃないのか？」


　という言葉に、ライナは、


「え……あ、いや、確かに瞑想すると俺、五分ともたずに眠く……」


　言いかけ、すぐさま首を振って、


「って、そうじゃなくて！　話戻すぞ。とにかく、その金色の粒が実際のところいったいなんなのかは、精せい霊れいだとか、気だとか、いろいろ説があんだけど、いまいちわかってないんだ。ただ、その金色の粒は、ある法ほう則そくに従したがって命令を出すと、それに従ってくれるってことは、わかってる」


　それにフェリスは少しだけ目を細めて、


「ん？　法則？　話が少し難むずかしくなってきたな」


「いや、説明しだせばいくらでも難しくなるんだけどさ、でも簡単に言えば、この金色の粒は、並ならべ方次し第だいで、いろいろな現象を引き起こすことができるってこと」


「ふむ。並べ方？」


「そ。並べ方。ほら、俺らローランドの魔法で言えば、光の魔方陣を描いたりするだろ？　あれが並べてることになるんだよ。あんな感じにこちらから命令を与えてやると、光の粒は従ってくれる。指先に意い識しきを集中して、粒と同化する。そうすると……」


　そこで、ライナは軽く指を空中に躍おどらせる。


　彼の指先は光を放ち、どんどんと複雑な魔方陣を描いていく。いつも彼が描いている魔方陣よりも、だいぶ大きい。そして全すべての模も様ようや円、記号がつながりあって……


　完成。


「んで、ここで最後に、呪じゆ文もんを唱となえる。これは、これから起こそうとする現象を、より強く思念イメージするために唱えるんだ。この思念イメージ……魔力とも呼ばれてるけど、これが強いほど、起きる現象が強く、大きくなる」


　言ってから、ライナはいま描いた魔方陣を指さし、


「んでもって、いま俺が描いた魔方陣は、俺がいま、適てき当とうに考えて記号や命令を並べたんだけど……そうだな。呪文はなににすっか。


　えー……


　求めるは大雲〉〉〉・雲くも霧ぎり」


　瞬間、魔方陣の中央に、ぽんっという音とともに、小さな煙けむり。手の平に収おさまりそうな小さな煙の塊かたまり……雲が現れて……


　それにフェリスが怪け訝げんな表情で、


「これが、大雲……か？」


　その言葉に、ライナは苦く笑しようする。


「いや、まあ……でも、やっぱ自じ己こ流りゆうの魔法じゃこんなもんだよ。とにかく言いたかったのは、どの模も様よう、記号、命令が、どんな効こう果かをもたらせるかさえわかってりゃ、自己流でも、こんぐらいのことはできるんだ。ま、即そつ興きようで作ってる魔方陣だから、する必要のない命令とかも描かれてて効こう率りつ悪くて、たいしたモンは生み出せないけど……


　それをさ、魔ま導どう学者たちが、まったく無む駄だのない、完かん璧ぺきな効率で描き上げたのが、いまローランドで使われてる魔法。より少ない手間で、より大きな現象を。それでもまだ無駄がないか、もっと強くできないか、思念イメージをより強く思い描ける呪文はないかって研究し続けてる。最初の並べ方の法則変えるだけで、すべての模様、記号、命令の意味が変わってくるしな。だからこそ、国ごとに全然違う魔法技術が発達して……ってのはもう、知ってるよね？」


　それにフェリスはうなずいた。


「より強い魔法を作ることができた国だけが生き残ったのだろう？　そして残っている国は、魔法の強さが拮きつ抗こうしている国だけ」


「そゆこと。で、ここまで説明したらもうわかったと思うけど……あの手品師は、その、金色の粒に、まったく命令を与えてる素そ振ぶりがなかった。まあ、呪文と、その息いき遣づかいだけで命令を与える魔法を使ってる国もあるにはあるけど……でも、あの手品師はそもそも呪文すら唱えてなかった。なのに、魔法が使えるわけないよな？」


　という言葉にフェリスは、


「ふむ。しかし奴やつはハンカチをハトに変えるという魔法を……」


「だからありゃ魔法じゃないって。だいたい、魔法ってのは無からなにかを生み出したりはできないんだよ。雷を生み出す『稲光いづち』だって大気の成分を使ってるし、炎ほのおの『紅くれない』は、空気の摩ま擦さつと酸さん素その供きよう給きゆうをもとにして、それを思念イメージで増ぞう幅ふくすんだ。でも、じゃあハトはどうやって生み出す？　まあ、羽も頭も、血も内ない臓ぞうも、世の中のものみいんなあのハンカチでできてるっていうなら話は別だが……ンなわけねぇよな？　ハンカチはハンカチだ。だいたい、いまの魔法技術じゃ、生物は生み出せないし……」


　するとそこで、フェリスはぽんっと手をうって、


「いまの魔法技術では生み出せないものを生み出す力……ということは、あのハンカチはやはり、我々の探さがしている、勇者の遺物の一つ……」


「なわけねぇだろ！　ありゃただのハンカチだよ」


　という言葉に、フェリスは不満げな表情で、


「では、いったいなんなのだ。魔法でも、勇者の遺物でもなければ、どうやってハトやカードを生み出す？」


　それにライナはもう、少しうんざりしたような表情で言った。


「だから手品だって！　おまえ、手品見たことないのか？」


　するとフェリスはまたも首をかしげ、


「ふむ。知らんな。さっきから思っていたのだが、いったい手品とはなんなのだ？　魔法の一種ではないのか？」


　それに、ライナはため息をついてから、手の平をフェリスの前へと掲かかげた。それから、


「で、なにが見える？」


「手の平だな」


「なにか持ってるか？」


　フェリスは首を振る。それにライナはうなずいて、


「んでは、タネも仕掛けもない、この手の平。でも、これをちょっと振ると……」


　そして、軽く手を振る。すると、いつのまにか手には一枚のコインが現れてて、


「ほい。これが手品。理解できた？」


　が、それにフェリスはさらに首をかしげ、


「いったい、なにをやっている？　それは服の袖そでからコインを取り出しただけだろう？」


　という言葉に、ライナはぺロっと舌したを出して、


「ありゃ？　バレた？　でも、手品ってのはこれのことだよ。タネも仕掛けもあって、観客を騙だまして楽しませる技術。あの手品師も、いまのと同じようなことをして……」


　が、そこで言葉が止まった。今度は、フェリスが手の平をライナの眼前へと掲げてきたから。そして彼女は、


「で、なにが見える？」


　なんてことを言ってきて……


　それにライナは笑って、


「あ、もうマネしてみたくなった？　えーと、手の平だね。それもなにも持ってない」


「うむ。では、このタネも仕掛けもない手の平。これを……」


　言ってから彼女はまったく手を動かさずに、


「ん」


　小さく、声を上げた。手は、本当にまるで動かなかった。なのに次の瞬間、彼女の手には、串くしだんごが四本、握にぎられており……


「うお」


　ライナは思わずうめいた。


　それにフェリスが、


「で、いまの動きが、おまえには見えたか？　もちろんこのだんごは、私が生み出したわけじゃない。懐ふところから取り出したのだが……」


　それに、ライナは首をぷるぷる振って、


「見えなかった。ってか、俺はおまえの剣抜くときの動きでさえ、ちゃんと気合入れてないと見えないからなぁ。そんなちょっとの動きじゃ、見えないよ」


　するとフェリスはうなずいて、


「しかし、いま程てい度どの動きなら、私は見える。そう訓練されたからな。手品は知らなかったが、隠かくし武ぶ器きを持った敵てきが、武器を取り出すときの動きも、やはり見える。だが、あの手品師とやらがハトを取り出したとき。そしてカードを取り出したとき。私にはその仕掛けもタネもまるでわからなかった」


　なんて言葉に、ライナは今度こそ本当に顔をしかめ、


「って、ちょっと待て。じゃ、まじであれは、無からハトやらカードやらが生み出されてるっておまえは言いたいのか？」


「うむ。そうでなければ、私があれほど驚おどろくと思うか？」


「………………そりゃ、そうか。でもあれ、絶対魔法じゃないぞ？　ってことは……」


「ん。魔法でなければ、おそらく勇者の遺物だろうな。やはりそうだったか。しかしそうなると、まずいな。私のような健けな気げでかよわい美少女を、無理矢理こんな路地裏に連れ込み、状況をまるで理解していないくせに『魔法ってのはこういうもんなんだよお嬢じようちゃんうへへへ』などと得とく意いげに話しながら美少女を襲おそおうとする変へん態たい色しき情じよう狂きようから、私がこうして逃にげ惑まどっている間にも、勇者の遺物はあの手品師に持ち去られてしまう可能性がある」


　なんて言葉にライナは顔をしかめて、ちょっと恥はずかしげに……


「い、いや、得意げに、その、話したつもりはないんだけど……ちょっと勘かん違ちがいしてただけじゃん。ってかだいたい!!　誰が変態色情狂で、誰がかよわい美少女なんだよ！」


　すると再びフェリスは、


「ん？　いまの私の言葉がわかりにくかったか？　ならもう一度言ってやろう。なにを考えているのかおまえは、さっさとあれが魔法ではなく、手品でもないということを言えばいいのに、状況を理解せずに長々と魔法に関する知識をひけらかし、自分がいかに物知りかをアピールしたくてしょうがな……」


「だああああ!!　ああもう、なんか知らんけどそういうふうに言われると妙みように恥ずかしいから、やめて！」


　するとフェリスが、


「ふふ」


「うわ！　うわ！　いますっげぇ馬ば鹿かにされた気分！」


　ライナは叫さけんで頭を抱かかえた。


　それをフェリスは満まん足ぞくげな表情で見つめてから、


「さて、ざれごとはさておき。手品師とやらが本当に勇者の遺物を使っている可能性があるとなると、ゆっくりしてもいられないな。ここのところ連日あそこでショウを開いているが、明日も同じ場所にいるとは限かぎらないしな。しかし、勇者の遺物が我われらローランド帝国の者たち以外の国の者の手にあるのは」


　ライナはそれに気だるそうに頭をかいて、


「ってことは、いまから勇者の遺物を奪うばいにいくってことだよな？　ああもうめんどくせぇなあ。俺ってばいまのおまえのいじめで、ひどく疲ひ労ろうしてんだけど……」


　するとフェリスはにやりと笑って、


「くだらない魔法の講こう義ぎの最中は、あんなに得意げに生き生きとし……」


「わーわーわー!?　じゃ、じゃあ、さっさと遺物奪うばって、さっさと帰ろうぜ！　たかが普通の手品師が相手なら、奪うのも楽勝だろ」


　言ってからライナはさっさと歩きだす。


　するとその後ろから、フェリスがまた、


「ふふ」


　その笑い声に、


「……あう……も、もう死にたい」


　ライナは半泣きになりながら、その場をあとにしたのだった。





　　　　◆





　場所は再ふたたび戻って、さっきの商店街。


　手品のショウは終わったが、手品師はまだそこにいた。手品の小道具らしき杖つえやらカードやらを片かた付づけている。


　カードを丁てい寧ねいにしまい、杖はかわいた布ぬのでいちいち拭ふいて、それから手品師はその杖やカードに手を掲げると、


「消えろ」


　途と端たん。


　杖もカードも、忽こつ然ぜんと消失してしまう。それはもう、タネとか仕し掛かけとはまったく関係なく、ただたんに消えてしまって……


　ライナはそれを見てため息をついた。


「うわ、まじだ。ありゃ、フェリスが言ったとおり、あきらかに手品じゃないっぽいな。でも、じゃ、いったいどんな遺アイ物テム使ってんだろ？　手を掲げただけで消えたけど、体のどっかに身につけてんのかな？」


　するとそれにフェリスが、


「ん。それも聞けばわかることだ。いくぞ。おい、そこの手品師。ちょっといいか？」


　声をかけて、それに手品師の男が顔を上げ、フェリスを見るなり一瞬黙だまりこんでから、


「へ？　あ……すごい美人さんですね。君も私のファン？　だったら嬉うれしいなぁ。サインとかが欲しいっていうなら、住所付きでお教えしますよ？」


　なんてことを言っていて、ライナはそれに『うわ、こいつ命知らずだなぁ……』と、心の中だけで思った。


　まあ、それはさておき、フェリスが言う。


「ん。サインは必要ないが、住所は教えておいてもらってもいいかもな」


　すると手品師はにんまりと笑って、


「お、ずいぶんと積せつ極きよく的てきですね。それならどうでしょう？　これから二人で食事……」


　が、フェリスはそれも遮さえぎって、


「その必要はない。私が必要としているのは、おまえの物を出したり消したりする、その能力だけだからな」


　その言葉に、手品師の表情が一瞬曇くもる。目を細め、しかし、すぐさままた笑って、


「能力？　とは、どういうことでしょう？　私のこの手品の腕を見込んで、引き抜きにでもきてくれたんですか？　でも、私のギャラはそう安くは……」


　そこで今度は、ライナが一歩前へ出て、


「はいはい、しらばっくれるのは禁きん止し～。そりゃ手品じゃないだろ？　普通の手品は、わざわざタネと仕掛けを用意しなきゃできないめんどうなもんなのに、おまえいま、ショウが終わって客もいないのに、杖とカードを消してたし……ってまあ、めんどうな話は抜きにしよ。俺ってば今日はいじめられまくって疲つかれちゃってるから、さっさと仕事終わらせて帰りたいんだよね。そんなわけで単刀直入に言うと、俺らはおまえが使ってる道具アイテムを、奪いにきた。そんなわけで……」


　が、そこで手品師は、さっきまでのにこやかな表情とは明らかに違う、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべ、胸むねに手をあてると、


「そうか。なるほど。おまえらもこの首くび飾かざりを狙ねらう手品師か……この、タネも仕掛けも必要とせずに、物質を自由に生み出し、消すことのできる、手品師たちの間では伝説の道具アイテム『至し高こうのトリックスター』。いままで幾いく人にんもの手品師たちがこの首飾りを奪おうと挑いどんできたが、すべて返かえり討うちにしてやったわ！　そして、貴き様さまらもだ！　この首飾りは、イエット共和国ではもっぱら、最高の手品師だと誉ほまれ高い、この私にこそ相応ふさわしい！　そして今後はこの首飾りを使い、私はイエットだけでなく、世界でも最高の手品師となり、大金持ちになるのだぁ！」


　なんて叫んで……


　しかし、それにライナは半はん眼がんで言った。


「……ってか、おまえの言ってること、なんかおかしいぞ？……自由に物質を生み出し、消せるなんてとんでもない道具持ってたら、金なんか無む尽じん蔵ぞうに生み出せるし、使い方しだいじゃ世界征せい服ふくだって狙ねらえそうなのに……あくまで手品で金持ちになりたいってのか？」


　という質問に、しかし、手品師は、


「はぁ？　おまえ馬ば鹿かだろ？　手品師が手品しないで、なにをするというのだ？」


　するとなぜかフェリスが突然、


「ん。許ゆるしてやってくれ。こいつの馬鹿は、いまに始まったことではないのだ。おまけに仕事もまるでできないしな」


　そこで手品師はライナを憐あわれむような顔で言った。


「そうなのか。馬鹿で、おまけに手品も下へ手たじゃ、最悪だな。まあ、私は力になれないが、せいぜい頑がん張ばって低レベルな人生を生きてくれ」


「やかましいわ！」


　ライナは思わず怒鳴ってから、ため息をついた。


「ってか、もうくだらない雑ざつ談だんはいいから、本題に戻るぞ。んじゃ、その首飾りを……」


　するとそこで突とつ然ぜん、手品師は大きくライナたちから距きよ離りをおくように後方へ跳とぶ。


「そうか。あくまでこの首飾りを奪うというのなら、お相手しよう。正当防ぼう衛えいだ。いままで私に挑いどんできた手品師たちと同様血祭りにあげてやる。いでよ、ナイフ！　あの二人を貫つらぬけ！」


　なんて言ってきて、それをライナは半眼のまま見つめた。


「ああ？　ナイフぐらいで俺たちをどうにかできると思って……」


　が、手品師が手を軽く振った瞬間、とんでもないことが起こった。いままでなにも持っていなかったはずの手品師の手に、突とつ如じよ数百、数千本のナイフが現れ、飛んでくる。


　それにライナは、


「わわ!?」


　フェリスも、


「む」


　最後に手品師が、


「うわ、すごい出た!?」


　それにライナは思わず、


「おまえも驚くのかよ!!……って、やば!?」


　ライナは顔をしかめ、ナイフをよける。手品師のすぐ目の前にいたライナは、正面に迫せまるナイフをただ、よけることしかできなかった。そして、


「くそっ!?　これじゃ、後ろの奴らが、やばい!!」


　背はい後ごを振り返る。


　するとそこでは、フェリスがナイフを剣で次々と弾はじき、自分の正面にきたナイフを一瞬にして叩たたき落としたかと思うと、すぐさま彼女の、さらに背後、商店街を歩く人たちへと向かって飛んでいく無数のナイフを叩き落とすために、信じられない速さで走り出す。


　数百本のナイフに串くし刺ざしになる寸すん前ぜんの少年の頭をつかんで投げ飛ばし、カップルを殴り倒してナイフを無理矢理よけさせ……


　最後に。


　小さな、まだ、十歳さいにもなっていないであろう姉し妹まいの姉あねの前のナイフを、左手に振るった剣で弾き飛ばしたところまでが……限げん界かいだった。


　妹いもうとの前……剣とは反対方向に飛んできたナイフから少女を守るために、フェリスは右手で少女の頭を抱え込んで、無理矢理地面に引きずり倒し……


「フェリス!?」


　ライナは思わず叫びかけ……
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　しかし、すぐに彼の表情は曇くもる。


　少女とともに地面に倒たおれ伏ふしたフェリスの右みぎ肩かたには、二本のナイフが突き立っており。


　少女が泣き出す。姉妹ともに泣き出して。


　それにライナの表情がさらに曇り……


　そこで手て品じな師しがうろたえた声で、


「わ、私のせいじゃない！　こんな、こんなにナイフをだすつもりは……私は悪く……」


　が、そこでライナは、その言葉を遮さえぎってゆっくりと振り返り、


「[image: ]？」


　小さく、呟つぶやくように言った。さっきまでとはまるで別人のような、暗い表情だった。


　疲つかれたような、表情のなくなった瞳ひとみで手品師を見つめて、一歩、前へ踏ふみ出す。


　それに手品師が、


「ひ、ひぃ…………な、なんだ！　私に近づくな！　わ、私は、最高の手品師だぞ？　それ以上近づけば、この首飾りの力で、おまえなんか血祭りに……」


　なんて言葉にも、しかし、まるで興きよう味みなさそうにライナは半眼のまま手品師を見つめ、


「………………おまえが、最高の手品師、だと？　手品師ってのは、人喜ばせてなんぼの商売じゃねぇのか？　なのになんだありゃ？　最高だの、最強だの自分で言って、そんなに嬉うれしいのか？」


　そこでまた、一歩前へ出たところで……


「近づくなぁ!?」


　手品師が手を振った。すると今度は、無数の矢が生み出され、それが放たれようと……


　しかし、そこでライナは指を空間に躍おどらせる。信じられないほどの速さで、光の魔方陣が描かれていき……


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　描かれた魔方陣の中央に集まった光が弾はじけ、雷いかずちが、手品師の生み出した矢を、放たれるまえに全すべて消し飛ばしてしまう……


　さらに手品師の足あし下もとに大きな穴あなを穿うがつ。


「え？　う、そんな、馬鹿な……こんなに速く、魔法を使える奴やつがいるはず……わ、私は最高の手品師だぞ？　それも呪文も、式も、タネも仕掛けも必要のない、『至高のトリックスター』を使ってるんだ。その私より速く攻こう撃げきできる奴がいるはず……」


　が、そこで手品師の言葉は止まってしまう。


　そのときにはすでに、ライナはもう一つ、魔方陣を完成させてしまっており……


　それも今度は、『稲光いづち』よりも、『紅くれない』よりも、さらに大きな魔方陣で……


「で、誰が最高だって？」


「う……うわ……や、やめてくれ。わかった。わ、私の負けだ。首飾りは渡わたす。だから」


　が、ライナは半眼のまま、


「だめだ。おまえはやり過すぎたよ。子こ供どもを泣かせて……フェリスを傷きずつけて。だから、これで終わりだ。次の魔法は、当てる。俺が使える、この最大の魔法をな。じゃ、せいぜいあの世で最高の手品でも自じ慢まんするんだな」


「た、助けてくれええええええええ!?」


　が、ライナは手品師をにらみつけて、呪文を唱え始めてしまう。


「求めるは大雲〉〉〉・雲くも霧ぎり」


　刹せつ那な、ぽんっという音が魔方陣から鳴って、小さな煙けむりの塊かたまりが生み出され……


「ぎゃああああああああああああああ!?」


　手品師は叫さけんだ。


　生み出された煙の塊は、ただ、ぷよぷよ浮ういているだけなのだが、


「ぎゃああああああああああああああ!?」


　手品師は叫んで、叫んで、叫んで、


「ぎゃああああああああああうう……」


　あっさり、気き絶ぜつしてしまった。


　それを見てライナは、ぺろっと舌したを出してから、肩をすくめて、


「なんちゃってー。ったくもう、自分のこと最高だの最強だの言ってる奴は、いい気になって人に迷めい惑わくかけまくるからな。これで少しは懲こりてくれりゃいいけど……」


　そこで後ろを振り向いて、


「んで、倒したけど、フェリス、肩大だい丈じよう夫ぶか？　急所じゃなかったし、そんなに深く刺ささってはなかったように見えたけど、痛いたむなら病院でも……」


　しかしそこで、言葉は止まってしまった。


　死し闘とうを繰くり広げていたライナの後ろでは、悠ゆう々ゆうとした様よう子すでフェリスが、だんごを片手にお茶を飲みながらくつろいでいて……


「お、そっちはもう終わったか？　だが、あいにくおまえの分のだんごはないぞ？」


　なんてことを言ってくる彼女の姿すがたをライナはしばらく見つめて……


　それからあきれたような表情になって、


「で、おまえは俺が戦ってた間、ずっとそうやってだんご食ってたのか？」


「そうだ。問題あるか？」


　あっさりそう答えてくる。


　それにライナはさらにあきれ果はてた表情で、


「…………俺が一いつ生しよう懸けん命めい戦ってる間、ずっとそこで一人でダラダラしてたと？」


「ん。あの程度の輩やから、私が戦うまでもない相手だからな」


　その言葉に、ライナはため息をついた。


　そしてそのままフェリスを見つめて、


「……………………ってかおまえさ、肩の傷が痛くて、動きたくないんだろ？」


　すると、フェリスの視線が、一瞬ライナからそれる。


　それにライナはさらにため息をついて、


「じゃなきゃ、あの手品師おまえがぶっ飛ばしてないわけないもんな。でも、おまえが言うところの、あの程度の輩とやらの攻撃を背中にくらったのが、恥はずかしくて言い出せないと…………違うか？」


「…………馬鹿を言うな。私はおまえのような間抜けとは違……」


　が、それを遮ってライナが、


「で、手当てして欲ほしい？」


　その言葉に、


「………………………………」


　フェリスは一度黙だまり込こんだあと……


　憮ぶ然ぜんとした表情で小さく、うなずいた。





　　　　◆





　ちなみに、そのしばらく後。


　ライナがとりあえずフェリスの手当てをし、それから、首飾りを奪いに、相変わらず気絶している手品師のもとへいったとき……


　ライナは信じられないものを見た。


　首飾りがなんと、いつのまにやら手品師の首から外はずれており……地面、それも、ライナが『稲光いづち』の雷で穿うがった地面の穴あなのあたりで、一部の鎖チエーンだけを残して、ほとんどもう、消し炭のようになってしまっていて……


「って、え？　う、噓うそだろ？　えーと、そ、そんな馬鹿なことって……」


　が、いくら手品師の体を探しても首飾りはなく、あきらかにその、地面で消しよう滅めつしかけている首飾りが、例の首飾りで……


　ライナはそれに、後ろを振り返った。


　するとフェリスも、すでに状じよう況きようがどうなっているのか、気づいているようで……


　ライナはそれに、ぎこちない笑みを浮かべて、


「ま、まあなんだ。遺物が他国の者の手に渡らなかったんだから問題ないかなとか……」


　が、そこでフェリスはゆっくりと立ちあがり、腰の剣を引き抜いて、


「ん。言いたいことは、それだけか？」


「え……いや、そ、それだけかって……じょ、冗じよう談だんだろ？　だっておまえ、肩が痛くて動けないし、まさか俺を殴るなん……ぎゃああああああああああああああああああああ!?」


　もう、圧あつ倒とう的てきだった。怪け我がしてるはずなのに、それでもまるでよけられそうにない、信じられない速さで繰くり出される剣けん撃げき。


　そんな理り不ふ尽じんな暴ぼう力りよくを目の前に、ライナはあきらめきった表情で、


「あ～あ……だぁから最強だの最高だの、なんの意味もないって言ったんだよなぁ……」





　言いながらあっさり殴りとばされていく、かつて『ローランド帝国、最高の魔術師』と呼ばれた男。


　彼の前では、全ての魔法が無駄になる。


　ありとあらゆる任にん務むを、怜れい悧りに、冷れい徹てつにこなし。


　彼のことを、誰もが恐れた。


　彼には絶対に勝てない。


　彼からは絶対に逃れられない。


　そんな『最高』の彼は、


「だぁああ!?　ちょ、一発で死にそうだか……ぎゃあああ……って、頼たのむ、もう許し……ぎゃあああああああああああああ!?」


　と、こんな感じに、今日もその、『最高』の名に恥じない、過か酷こくな任務をこなしているのだった。







（ぐれいてすと・まじしゃん：おわり）












　うーまんず・えねみー










　闇やみは人を魅ひきつける。


　闇は人を惑まどわせる。


　闇は人を畏おそれさせる。


　そして闇は人を……





　狂くるわせる。





　しかしそんな夜闇の中、ライナ・リュートは気けだるげな表情で、


「はぁ……昨日きのうは昼から寝てたせいか、まぁたこんな変な時間に腹はらが減へって起きちゃったよ。って言っても、こんな夜中にやってる飯屋なんて、あんまないしなぁ。飲み屋で飯食うと、高いし……どうしたもんか……」


　なんて言いながら、てくてくと路ろ地じ裏うらを歩いていく。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、眠ねむそうなやはり黒い瞳ひとみ。やる気のまったく感じられない長身瘦そう軀く。


　月も雲に隠かくれるような夜。


　ここ、犯はん罪ざい者しやが集まって作られたのが起き源げんだといわれているイエット共和国の夜は、非ひ常じように治安が悪くなる。


　それも、犯罪者がたむろしていると噂うわさされる、暗い路地裏。


　こんな場所に放ほうり出されれば、まともな者なら、緊きん張ちようでまるで動けなくなってしまうだろう。


　しかし、ライナは平然とした表情で路地裏をいく。


　彼には、この程てい度どの路地裏は闇のうちには入らないのだ。


　彼の圧あつ倒とう的てきな魔ま術じゆつと、体術があれば、ちょっと目つきの悪い男たちに声をかけられても、撃げき退たいするのはわけない。


　だから、彼はなんの警けい戒かいもせずに闇の中を歩いていた。





　闇の……本当の怖こわさも知らずに。





　それが訪おとずれたのは、路地を曲がり、大通りに出ようとしたところでだった。


　灯あかりは、ない。


　ただ、闇が広がっているだけ。大通りといっても、ここらは住じゆう宅たく街がいで、こんな夜では、ほとんどの家の灯りは消えてしまっていて、暗いのだ。


　そんな暗闇の中に、それは、ひっそりとたたずんでいた。


　ライナはそれを見て、


「んぁ？」


　首を少し、かしげた。


　暗い、闇の中にたたずんでいる者。


　それはまだ、小さな子こ供どもくらいの人ひと影かげだった。年のころでいえば、十二、三歳さいくらいだろうか？　その子供の人影が、闇の中を左右に、ふらふらと、揺ゆれていて。


　その光景は、ひどく不ぶ気き味みだった。


　こんな暗い、真夜中に、子供の姿すがた。


　その、あまり見かけない光景に、ライナはなぜか、背中に寒気を感じて、


「あ～ちょっとたんま！　俺おれってば、そういうの信じてないから、他をあたってくれ。んじゃな……」


　道を逆ぎやく戻もどりしようとしたところで。


　突とつ然ぜんその子供らしき人影の首が、ぐるん、と回り、こちらを振ふり返ってくる。そしてすぐさまそのままするすると近づいてきて。


　闇から、その姿が見えた、瞬しゆん間かんっ!!


「げ……」


　ライナは、思わずそんなうめき声を上げた。


　その、子供の姿に……


　それは、最悪の相手だった。


　見み覚おぼえのある、美しい少年。綺き麗れいな黒髪に、利発そうなつり目気ぎ味みの黒い瞳ひとみ。


　名前は、ヴォイス・フューレル。


　彼は、ここイエット共和国において、最も力を持っているマフィアの若わかきドンにして、会う度たびに迷めい惑わくをかけまくってくる、絶対に関かかわりあいになりたくないタイプの人間だった。


　いつもだったら無む視ししてすぐに逃にげ出すところなのだが……


　しかし、ライナはヴォイスの姿を見て、目を細め……


「って、おいおいヴォイス、おまえ、いったいどうしたんだよ？」


　思わず声をかけた。それほど、いまのヴォイスの姿はひどいありさまだった。


　全身傷きずだらけで、いたるところから血を流しており、切せつ羽ぱ詰つまった表情で、


「ら、ライナさん!?　た、助けて!?　助けてください!?　こ、殺される!?　や、奴やつらが、わ、私は……ぐぁ……」


　そこで、胸むねの傷を押さえてうめく。
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　それにライナは、


「おい、落ちつけって！　とにかく事情を説明しろ。その傷、いったい……」


　するとヴォイスは、傷の痛いたみに顔をしかめながら、


「や、奴らが……」


　とそこで、ヴォイスの背後……大通りの先から、大勢の何かが押し寄せてくる気け配はいを感じて、ライナは顔を上げた。


　ヴォイスも、それに顔面蒼そう白はくで後ろを振り向き、


「き、きた!?　と、とにかくライナさん!?　これを！　私の、私の命よりも大切な宝たからです。しかし私が持っていては、いずれ奴らに奪うばわれてしまう。どうか、どうかこれを私の代わりに守ってください！」


　なんて言いながら、無む理り矢や理りなにかをライナに手渡してきて、


「え？　へ？　って、だからいったいどういう状じよう況きように……」


　が、ヴォイスはライナの手を離はなれ、そのまま路地裏へと逃げ込みながら、


「それでは、私はこのまま逃げますが、どうかライナさん、よろしくお願いします!!」


　言って、走り去ってしまう。


　それをライナは呆ぼう然ぜんと見送って、


「いや、守るもくそも、なにがなんだか……だいたい、なにを守るんだ？」


　と、手渡されたものを見ようとしたところで、すぐに次の、おそらくヴォイスを追っていたのであろう集しゆう団だんがライナの前に現あらわれて。


　それにライナはまた、顔をしかめた。


　それは、奇き妙みような集団だった。


　二十人ほどいるだろうか？


　全員が、手には剣けんやら、斧おのやら、包ほう丁ちようやら、棍こん棒ぼうやらと、物ぶつ騒そうなものを持った、女たちの集団で……


「ああ？　おまえらいったい何者なん……」


　が、女たちはライナを見るなり、剣やら斧やらを突とつ然ぜん振り上げて、


「貴き様さまも仲間か！　ならば、死ねぇええ!!」


　なんて斬きりかかってくる。


「え？　へ？　仲間？　って、なんの？」


　しかし、そんなライナの言葉も、まるで相手に通じず、剣が、斧が、包丁が、次々繰くり出され、


「わ、わわ!?　ってだから、いったいなんなん……」


「問もん答どう無む用よう！　死ねええええええええ！」


　女たちは、狂ったように襲おそいかかってくる。


　次々と、本気でライナを殺そうと、斬りかかってきて……


　ライナはそれを必死でよけながら、


「ま、マジかよ!?　こ、これって、殺人だぞ？　おまえら、わかってやって……ぎゃあああああ！　ってくそ、俺はいったい、なにに巻まき込まれたんだ？　ああもう、とりあえず、事情を話してくれないなら、逃げまーす」


　言いながら、ヴォイスが消えた路地裏へと、走り出す。


　走り出しながら、


「ったく、いったいなんなんだよ！」


　うめくように言った。


　もう、わけがわからなかった。


　後ろからは『待てええええ！』だの、『返せええええ！』だの叫さけんで、鬼き気き迫せまる表情で女たちが追ってきており……


　もう、なにがなんだか……


「だいたい、返せって……これか？　このヴォイスが命より大切な宝だとか言ったやつ？　でも、いったいなにをあんな真剣に追いかけて……」


　と、そこでライナは初めて、自分の手に握にぎり締しめていた、ヴォイスの命よりも大切な、なにかを見て……


「…………」


　言葉を止めた。


　手に、ぎゅっと握り締めている、なにか。


「…………」


　それは、ピンク色だった。


「…………」


　フリルとかついていた。


「…………」


　かわいいウサギ柄がらで。


「…………」


　布ぬの製せいで、頭にかぶろうと思えば、かぶれないこともない形状だったが……


「…………でも帽ぼう子し……じゃないよな……やっぱ」


　それで、希望は消えた。


　ライナが握り締めているのはあきらかに、女物の下着で。


　それはいわゆる、パンティとか呼ばれているもので。


　それを、こんな夜中に、大の男が握り締めていたりすれば、そりゃ、女たちは鬼気迫る表情で殺しにきてもおかしくないわけで……


　ライナは、震ふるえた。


　自分の置かれているいまの状況に。


「も、もしかして俺ってば、あの女の子たちに、下着泥どろ棒ぼうと間ま違ちがえられ……」


　が、そこで、ライナの言葉は止まってしまった。


　目の前に突とつ如じよ、奇妙なものが現あらわれたから。


　路地を挟はさむように建たっている建物の、三階くらいの高さの壁かべ。そこに、まるで人が、ぶらぶらとぶら下がっているような、人影が浮うかび上がり……


　ありえない光景だった。


　闇が広がる路地裏。


　宙ちゆう吊づりになっている、人影。


　それは恐きよう怖ふとしか、言いようがなく……


　ライナは顔をしかめ、


「うあ、今度こそ、本物か？　ああ、だからさっきも言ったが、俺ってばそういうの信じてないから、別をあたってく……」


　が、そこでまたもライナの言葉は遮さえぎられて、


「……ふむ。下着を盗ぬすんでおいて、今度は現実逃とう避ひか？　さすが変へん態たい色しき情じようの王と呼ばれるだけはあるな」


　なんて澄すんだ、綺き麗れいな女の声が、まるで空から降ふってくるようにかけられた。


　それにライナは、声のほうを見上げる。


　ぶらぶらとぶら下がっている、宙吊りのシルエットの反対側。


　そこに、人影の主ぬしはいて……


　そしてその、人影の主は、絶世の美女だった。それはもう、本当に、信じられないほどの美女。月に照らされ、きらきらときらめく金色の長ちよう髪はつに、闇がすべてふっとんでしまいそうなほどの、圧あつ倒とう的てきな美び貌ぼう。


　ただ、まったく愛あい想そうがないのと、なぜこんな夜中に、壁かべに剣を突き立て、それにぶら下がっているのかとかは、気になるところといえば気になるが。


　とにかくそれは、ライナの仕事の相あい棒ぼうのフェリス・エリスで……


　その姿に彼はほっと安あん堵どの息いきをついて、


「なんだフェリスかよ！　ってか、ちょっと、助けてくれないか？　なんかヴォイスの奴のせいで、下着泥棒と勘かん違ちがいされて追われててさ……」


　すると彼女は目を細め、


「ほう。それは災さい難なんだったな」


　言ってから、剣を壁から引き抜き、落ちてくる。そのまますたっと華か麗れいに着地すると、ひゅっと剣をライナへと向けて、


「で、盗ぬすんだ下着を、さっさと返してもらおうか？　この女の敵てきめ！」


　なんて言葉に、


「………………はぁ？」


　ライナは思わずそんな間ま抜ぬけな声を上げてしまった。それから、


「ってか、おまえいまの俺の話、聞いてたか？　俺は下着なんか盗んでねぇよ。ヴォイスに無理矢理下着を渡されただけで……」


　するとその言葉に、フェリスはなるほどとうなずいて、


「ん。そうか。子供まで使っておまえは女の下着が欲ほしいのか。最低の人間だな」


「全然ちがぁああああああああああう!?」


「もういい。下着泥棒撲ぼく滅めつ委員会、会長である私じきじきに、貴き様さまを始末してくれる！」


　なんて剣を振り上げ……物もの凄すごい勢いきおいで斬りこんでくる。それはもう、信じられない速はやさで、剣先どころか、その姿さえかすんで……


「う、うそだろ……」


　と、ライナが言った瞬間、


「ぐぁ!?」


　彼の頭は、フェリスの剣に殴なぐられて、体ごとふっとんでいた。


　そのままかなりの距きよ離りふっとばされ、ごろごろと転がっていってから……


　頭を押さえながら、ライナはうめくように言った。


「や、やばい……あいつ、今日はマジだ……マジで俺を撲ぼく殺さつしようとしてる……」


　と、横目で見ると、再びフェリスは剣を構かまえていて……


　それにライナは顔をしかめてから、


「だああああああ！　そっちがそのつもりなら、俺も全力で抵てい抗こうするぞ、クソが！」


　言って、物凄い勢いで目の前の空間に、光の文字を描えがき込んでいく。


　かつて、エスタブール魔ま法ほう騎き士し団だんが使っていた魔法を、ライナが複写コピーしたものだ。


　そして、呪じゆ文もんを唱となえる。


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠る悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　途と端たん、ライナの姿が一瞬きらめき、加速した。


　振り下ろされるフェリスの剣をよけ、そのまま狭い路地裏の壁を蹴けって、反対の壁まで飛んでから、さらに走る勢いだけで重力を無視して二、三歩壁を駆かけ上がる。


　そして、三階の窓まどにぶら下がると同時に振り向くと、


「だいたいおまえ、下着泥棒撲滅委員会ってなんなんだよ！　いつの間にそんなもんの会長になったんだ!?」


　するとフェリスはこちらを見上げ、


「下着泥棒撲滅委員会……それは、このイエット共和国において、下着を盗まれた経けい験けんのある女は全員参加の委員会だ。その活動内ない容ようは、夜にうごめく変態下着泥棒を捕つかまえること。そして捕まえた犯罪者の似に顔がお絵えを街中に貼りだし、そいつの人生を丸ごと潰つぶしてから、最後には殺すぞと脅おどして、一生金を貢みつがせるという……正せい義ぎの組そ織しきだ！」


　なんて言葉にライナは顔をゆがめ、


「…………なんか、後半が全然正義に聞こえなかったんだが……ま、まあそれは置いといても……じゃあ、捕まえたのが本当の犯はん人にんじゃなかったら、どうするんだ？　冤えん罪ざいだったら？」


　が、フェリスは問題ないとばかりにあっさり、


「ん。それはそれで、男の奴ど隷れいが一人増ふえるだけで、なんの問題も……」


「ありまくりだろうが！　ってああああもう、こんな奴らに捕まったら、人生終わりだ。絶対逃げ切らなきゃ……だ、だいたい、おまえ、もう付きあい長いんだから、俺がほんとに下着なんか盗んでないってことは、わかってて斬りかかってきてんだろ？　ちょっともう、今日は俺、腹減っててあんま動きたくないんだよ。お遊びは、このへんに……」


　しかし、フェリスはそこでライナの言葉を遮って、


「いま、おまえが大事そうに握り締めている、うさぎちゃんパンティがあるだろう？」


　という言葉に、ライナは、


「あ？　うさぎちゃん？　って……あ、ああ。これか。これがどうした？」


　その問いに、


「…………」


　フェリスが一ひと呼こ吸きゆうおいてから……


　言ってくる。


「それは、今夜盗まれた、私の下着だ」


「……………………!?」


　瞬間、ライナは声にならない悲ひ鳴めいを上げていた。


　フェリスのいまの言葉はもう、死刑宣せん告こくと同じ意味を持っていた。


　いま、ライナが持っている下着はあの、最さい凶きよう最悪暴ぼう力りよく悪あく魔まのフェリスの下着で……


　そんなものを握り締めていた日には、あきらかに……


　とそこで、フェリスが、


「では、死ね。女の敵、パンティハンターめ」


　再び剣を振り上げ、迫ってくる。


　今度はさっきよりもさらに速い動きで……


　ライナは、


「う、うわわわわわ!?」


　そのまま屋おく上じようへと逃げようとする。一気に屋上へ登って……


　しかし、屋上に足をついたと思った瞬間、屋上の足場が全すべて、彼女に斬りさかれてしまって……


「う、うそだろおおおお!?」


　足場を失い、再び落下しながらも、ライナは再び、空間に、今度は光の魔ま方ほう陣じんを描えがいていく。


　そしてあっという間に完成！


「求めるは光陣〉〉〉・縛ばく呪しゆ」


　呪文を唱えた途端、描かれた魔方陣から光の縄なわが現れ……ライナはそれをつかんで、


「えーあーっと、目もく標ひようは二階の窓を突き破って部屋の中の壁を捕ほ縛ばく──捕縛後、収しゆう縮しゆく」


　叫ぶと、『縛ばく呪しゆ』の光の縄は、命令通り窓を破り、壁を捉とらえると、一気に縮む。


　縄に引っ張られて、ライナは部屋の中へと入り……


　すると、中で寝ていた二十代くらいの女が、


「い、いやぁああチカン!?　犯おかされるぅうううう!?」


　なんて突然叫び出して……


　それにライナは慌あわてて、


「え？　いや、あの、誤ご解かいだ!?　化ばけ物ものから逃げるために、ちょっとだけ部屋を通らせてもらうだけで……」


　が、やはり窓から入ってきたフェリスが、


「ふむ。下着を盗むだけではあきたらず、今度は女の部屋に押し入り襲いかかるとは……やはり貴様は本物だったか……さぁそこの女。武器を持て。下着泥どろ棒ぼう撲ぼく滅めつ委員会に入会させてやろう」


　なんて言葉にライナはげんなりと、


「いや、いきなり窓から入ってきて勧かん誘ゆうされて、そんな奇き妙みような委員会に入る奴がいるわけ……」


　が……女はフェリスを見てから、真剣な表情でうなずき、ベッドのわきにおいてあったバットを手に取ると、


「……殺してやる!?」


「ンな馬ば鹿かな!?　だいたい、俺はなにもしてな……いや、ま、窓は割ったけどさ……でも窓割ったくらいで、いきなり殺人？」


　しかし、女はライナの言葉など完全に無視して、


「死ねぇえええええええええ！」


　襲おそいかかってくる。


　その後ろでは、もうフェリスも剣を構え始めていて……


「ん。では、最後に言いたいことはあるか？」


　という問いかけに、


「最後もクソも、こんなことで死にたくねぇええええええええええ！」


　ライナはもう、半泣きで部屋を飛び出した。


　そのまま階段を駆け下り、階段を下りきった場所においてあった大きな本ほん棚だなを倒たおして、階段を下りられないように塞ふさいでから……


　建物を飛び出す。


　そのままフェリスに追いつかれないよう必死に走って、いくつか路地を曲がったところでやっと立ち止まると、


「ああもう、だからいったいなんなんだよ！　俺がなにしたってんだ！　ってまあ、もう、ここまではさすがに追いかけてはこないだ……」


　が、そこでまた、背後に何者かの気配がして、


「噓うそ!?　もう追いついたのかよ!?」


　と振り返って……


　そこで……


「………………」


　ライナは、またも信じられないものを見た。


　視界のひどく悪い、夜の路地裏。


　その路地裏の先で、闇のなか、それはゆらゆら、ゆらゆらと揺ゆれていた。


　ゆらゆら、ゆらゆらと……


　見覚えのありまくる、亜あ麻ま色いろのポニーテールが揺れていて……


　ライナはそれに、顔を引きつらせて、


「……じょ、冗じよう談だんだろ……」


　うめくように言う間にも、そのポニーテールはゆっくりとこちらへと近づいてきて、その全ぜん貌ぼうを現あらわす。


　愛らしい童どう顔がん。小こ柄がらな体。そしてその小さな体からは、こんな夜中にもかかわらず、異様なほどの元気が溢あふれ出している。


　その全すべてに、ライナは見覚えがあった。


　ミルク・カラード。


　弱じやつ冠かん十六歳さいにして、ローランド帝てい国こく『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部隊隊長の役やく職しよくにあり、『忌いみ破やぶり』であるライナを、『結けつ婚こんの約やく束そくをした！』だのとわけのわからないことを叫びまくりながら妖よう怪かい並なみの神しん出しゆつ鬼き没ぼつさで、執しつ拗ように追いかけてきている……


　はずなのだが、最近はめっきりその任にん務むも忘わすれているのか、ここのところはまるで襲ってくることもなく、ライナはちょっと安心していたところだった。


　なのにそのミルクが、ライナをくりくりのお目目で見るなり、高速で魔方陣を描き始め、


「ら、ら、ら、ライナ見つけたあああああああああああ!!　もうもうもう、今日こそは絶対逃がさないんだからね！」


　なんていつもの展てん開かいに、ライナはげんなりと、


「…………ああもう、なんて夜だ。まさかミルクにまで会うなんて……おまけにいつもどおりいきなり攻こう撃げき魔法って……ったく」


　言いながらも、ライナもそのミルクの魔法にあわせて、それを解除キヤンセルするための魔方陣を描こうとして……


　しかし、そこでミルクが、


「あ……」


　小さく呟つぶやいて、突然、魔方陣を描く手を止める。いつもなら、周囲の状況などおかまいなしに、次々攻撃呪文を唱えまくる、一部の者たちの間では悪魔と呼ばれているほどの迷めい惑わく炸さく裂れつ娘むすめなのだが……


　彼女は、魔方陣を描く手を止め、


「…………」


　呆ぼう然ぜんとライナを見つめ続ける。


　それにライナも首をかしげて、


「……って、あの、魔法、使わないのか？　いや、使わないなら、使わないで、めんどくさくなくていいんだけど……」


　が、それにも、


「…………」


　ミルクは無言。


「いや……えーっと……じゃ、その、なんだ。なんだかわかんないけど、俺、いっていいかな？」


　ライナが問いかけるが、やはり、


「………………」


　ミルクは無言。それどころか、なにか信じられないものを見てしまい、ショックでなにも言えなくなってしまっているような、そんな様子で……


　ライナはそれに、


「じゃ、じゃあ俺、いくぞ？　んじゃ……」


　が、そこでミルクが突然、片かた手てを振り上げた。そのまま、ライナが見たこともないような、真剣な表情で、


「ルーク、ラッハ、リーレ、ムー」


　彼女の、部下の名前を呼ぶ。


　するとすぐに、彼女の背はい後ごに、四人の男たちが現れ……


　そのまま、上げていた手をライナのほうへと差し向けて、


「…………私の……私のうさぎちゃんパンティを盗んだ犯人を……見つけました！」


　なんてことをいきなり言ってきて……


「はぁっ!?」


　ライナは、またも思わずそんな間ま抜ぬけな声を上げてしまう。


　そのまま慌あわてて、


「ちょ、ちょ、ちょっと待て!?　こ、これには事情が……だいたい、ミルクのパンティだと？　これは、フェリスのパンティのはずじゃ……」


　が、弁べん解かいが終わる前に、今度は彼女の部下たち四人が、こちらをぎろりとにらみつけてきて……


　突とつ如じよ、信じられないほどの殺気を放つ。


　そのまま、ミルクの補ほ佐さ役やくをしているらしい、まだ、二十代中頃というくらいの見た目なのに白髪の、ひどく優やさしげな顔をした男──ルークが言う。


　その、温おん厚こうそうな目を、鋭するどく細めて、


「……ついに、やってしまいましたね。あろうことか、み、ミルク隊長の下着を盗むとは…………この事件が、隊長の幼おさな心ごころをどれだけ傷つけたか、あなたはわかっているのですか？」


　なんて言葉に、ライナは、


「だ、だから俺の話も……」


　が、やはりそれも遮られて、


「『忌いみ破やぶり』ライナ・リュート。やはりあなたは、ミルク隊長の相手としては、相応ふさわしくない。だからこそ、ここのところずっと、あなたを避さけてきましたが……そろそろ私たちも、職しよく務むに戻もどりましょう」


　そのまま、ゆっくりと体たいを沈しずめ、戦せん闘とう体たい勢せいになって、ルークは言った。


「死んでもらいます」


「ってうわ、また下着泥棒程てい度どで殺人かよ!?　ああもう、だから俺の話を……」


　が、今度は他のミルクの部下のラッハ、リーレ、ムーが、


「隊長の下着を盗んで、生きてられると思うなよ！」


「そうですね。犯罪者には、それなりの罰ばつを受けてもらわなければなりません」


「そうそう！　そういうわけで、死んじゃってー!!」


　最後にミルクが、


「そのうさぎちゃんパンティ、買ったばっかりでお気に入りだったのにいいいいいい!!」


　と、魔方陣を描き始め……


　さらにムーとラッハがそれぞれ別々の攻撃魔法を描き始めて……


　ルークとリーレは、一気にこちらへと襲いかかってくる。


　ライナはそれに顔をしかめ、


「やば……解除キヤンセルを……」


　と、右手で魔方陣を描こうとしたところで、


「うお!?」


　ルークが拳けん打だを放ってきて、ライナはとっさに魔法を中断して、それを受け止め、逆に相手の関節を極きめる。


　さらにリーレが蹴けりを放ってくるのを、


「いよっと！」


　ルークの関節を極めたまましゃがんでよけ、そのままリーレの軸じく足あしに両足をからめて、またも関節を極めてしまう。


　それにルークが、驚きよう愕がくの表情で、


「そんな、馬ば鹿かな……右手と足だけで、私とリーレの自由を奪うばってしまうとは……」


　が、それにライナはにやりと笑って、


「これであいつら三人も、おまえらに魔法があたるから、魔法うてないだろ？　んで、あとは左手一本でゆっくりあいつらの魔法を解除キヤンセルすれば……」


　言いながら、左手で、光の魔方陣を描こうとした。


　左手で……魔方陣を……


　うさぎのパンティを握り締めた、左手を振りまわして、魔方陣を……


「って、俺、なんでまだこのパンティ持ってんだよ！」


　そこでライナは思わず、自分に自分で突っ込んでいた。


　しかし、そんなことをやってる間にも……ミルクたちはすぐそばまで近づいてきており……


　ライナのほうへと手を掲かかげてきて、


「あ、え？　ちょ、待……こんな近くで魔法うたれたら、マジ死……」


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲いづ……」


　そこでライナは、とっさに左手に持ったうさぎのパンティを掲げて、


「ちょ、ちょ、ちょっと待てえええええええ！　えと、その、このパンティの命がどうなってもいいのかぁ!?」


　なんて、もう、自分でも意味不明な発言をした。


　しかし。


　それが効きいたのか、なぜかミルクの呪文の詠えい唱しようが止まり……


「あう……う、うさちゃん……」


　続いてムーが顔をしかめ、


「ひ、卑ひ怯きようだぞライナ・リュート！　そ、そんな、まだ子うさぎを人質にとるなんて！」


　その反はん応のうにライナは、


「………………」


　もう、言葉もなかった。


　そのままライナはうさちゃんパンティを掲げたまま、ルークとリーレの関節を解といてから起きあがり、


「おっと、この、あの、う、う、う、うさちゃんの命が惜おしかったら、動くなよ、おまえら」


　ゆっくりとミルクたちから離はなれていく。


　ミルクたちは悔くやしげな表情で、動けなくなっている。


　なぜ、動けなくなっているのかはまるでわからないが、とにかくライナは、うさちゃんパンティを掲げながら、ゆっくりと、ゆっくりとミルクたちから離れ、路地裏を曲がったところで、一気に駆けだし……


　もう一度路地裏を曲がり、さらに曲がり、大通りを二つ抜けて、ミルクたちが追ってこられないであろうところまで、一気に駆け抜け、さらに三つ目の大通りに出たところで……


「ってか、こんなパンティなんかに、命もクソもあるかあああああああぁああああ!!」


　パンティを道に投げ捨てながら、叫んだ。


　それはもう、魂たましいの叫びだった。


　そのままライナは頭を抱かかえる。


「ううううう……もう、なんなの？　どんな異次元に俺は迷まよいこんじゃったの？　ってか、ちょっと今夜は、ひど過ぎるって。これが夢ゆめなら、早いとこ目め覚ざめてくれ……」


　本当にこれが夢なら、悪夢以外のなにものでもなかった。いや、むしろホラーと言ってもいいかもしれない。夜の闇の中、次々と迫りくる恐怖たち……


「うう……俺が悪いのか？　こんな夜中に外出した、俺が悪い子だったのか？」


　なんて、ライナはもう、かわいそうなくらい弱り切っていた。そのまま、地面に投げ捨てたうさちゃんパンティを見つめて、


「ってか、これってまじで夢だろ？　いや、おかしいと思ったんだよ。だいたい、このうさぎ柄のパンティが、フェリスのパンティだったり、ミルクのパンティだったりするところがもう、ありえねぇって。仮かりに柄が似てて、勘違いされたとしても……フェリスのパンティと、ミルクのパンティが同時期に盗まれるなんてのがありえな……」


　が、そこでまた、ライナの言葉は、止まってしまった。


　今日何度目かの、背後からの気配。


　そのままライナは、もう、泣きそうなほど疲れ切った表情で振り向いて……


　すると、闇の中から、タッタ、タッタと、何者かが駆けてくる音がする。


　ライナのほうへ向けて、タッタ、タッタと、ひどく軽けい快かいな足取り。


　タッタ、タッタ、タッタ、タッタ。


　ライナはそれに、


「ああ……ってかもう、この際出てくるの、幽ゆう霊れいとか化物とかでいいから、頼たのむからヴォイスとかフェリスとか、ミルクとかが出てくるのはやめてくんないかな……」


　しかし、闇の中から姿を現したのは……


「…………」


　本当の、化物だった。


　それはもう、完全に、正しよう真しん正しよう銘めいの最悪の化物で、


「……………………」


　ライナはもう、絶ぜつ句くしかできなかった。


　そんな、絶句しているライナに向かって、化物はにこやかに近づいてきて、


「やあやあ、ライナさん。今夜の収しゆう穫かくはいかがですか？　私はまだ、最近流は行やりのうさちゃんパンティだけを狙ねらってるせいか、八十枚しかゲットできてませんが……」


　なんて言いながら、その化物は、胸むねに抱かかえたパンティの山を、誇ほこらしげに見せてくる。


　さらに今夜、最初にこの化物に会ったときは、全身傷だらけだったのに、その傷にさえ、うさちゃんパンティを巻き付けて、手当てしているのだ。


　おまけに、当然のように、頭にもうさちゃんパンティをかぶっているのだ。


　そんな姿を前にして……


「………………………………」


　なにか、言えるだろうか？


　ただ、ただ、ライナは拳こぶしを強く、握り締めるだけで……


　そんな間にもその化物……ヴォイス・フューレルはにこにこと、


「しかし、私もまだまだですね。ライナさん……いえ、師し匠しようのように、パンティのにおいを嗅かぐだけで、はいている人のプロフィールが全てわかってしまうほどの領りよう域いきには、とてもとても達しませんよ」


　なんてたわ言の間にも、ライナはどんどん、どんどん、強く拳を握り締めて……


「でも、やはりいいですねぇ。このうさちゃんパンティ。流行る理由がわかります。愛らしいうさちゃん。いい色合いのピンクに、かわいいフリル。完かん璧ぺきだ。完璧としか、言いようがない。あ、だからと言って、お店でうさちゃんパンティを買おうとはこれっぽっちも思いませんけど。『パンティは、使用済ずみこそ、盗ぬすむ価か値ちあり』。これは、パンティハンター業界では伝説となっている、ライナさんの言葉ですよね？」


　なんて言葉にもう、ライナは、ぶるぶると震ふるえるほど、拳に力を込めていて……


　低い、呟くような声こわ音ねで、言った。


「言いたいことは、それだけか……？」


　それにヴォイスは、


「え？　なんですって？」


　と──


　次の瞬間。


「言いたいことは、それだけかあああああああああああああああああああああ!!」


　ライナの鉄てつ拳けんが炸さく裂れつした。


　胸に抱えていた、大量のパンティごとヴォイスはふっとび……


　大通りが、パンティだらけになる。


　そのままヴォイスは、パンティに埋うもれて、なぜか幸せそうに気き絶ぜつし……


　ライナはそれを見てから、今度こそ完全に疲れ果てた表情で、


「………………お、終わった……これでやっと、悪あく夢むから目め覚ざめられ……」


　しかし。


　またもそこで、ライナの言葉は止まってしまう……


　前方から、五百は超こえようかという女たちの群むれが、手に包丁やら、棍棒やらを掲げ、ライナを見るなり、


「み、道にうさちゃんパンティがあんなに!?　おまけに、子供まで気絶させてる……いやあああ変態よ！　みんな、見つけたわよ!!　あの変態を殺すのよー！」


「下着泥どろ棒ぼう、殺せー!!」


「変態撲ぼく滅めつ撲殺ー！」


「女の敵は、なぶり殺しよー！」


『こっろっせ！　こっろっせ！』


　なんて、物ぶつ騒そうなことを叫びまくりながら迫ってきていて……


　それにライナは半眼で……


「…………そ、そんな殺せ殺せって……ホラーの次はスプラッタかよ……ってか、まじ逃げないと、今度こそ殺され……」


　と、逃げようとしたところで、さらに背後から、


「ライナ見つけたあああああああああああ!!　もうもうもう、今度こそは絶対逃がさないんだからね！」


　悪魔が現れ……


「って、噓うそだろぉ？……ああクソ。後ろがだめなら、路地裏から……」


　が、ライナが進もうとした暗い、路地裏からも……


「ん。そういうわけで、年ねん貢ぐのおさめどきだな、パンティハンター。我ら下着泥棒撲滅委員会の下げ僕ぼくとなり、人生を丸ごと潰つぶしてから、一生金を貢みついで暮くらせ」


　化物が、すでに剣を構えた状態で現れて……


「…………う…………うそ……」


　逃げ道は、もうなかった。


　後ろからは迷惑暴走悪魔が。


　路地裏からは暴力わがまま化物が。


　そして、前方には、武ぶ装そうした殺人集団が、数百と迫ってきており……


　ライナはそれに……完全に気力を失い、がくりと、地面に膝ひざをつくと……


「………………お、終わった。俺の人生、まじで終わった。これが、これが夢じゃなかったら、もう、俺は……」





　　　　◆





　とそこまでで、


「は!?」


　ライナは目を開いた。


　するとそこは、いつもの宿。


　いつものベッドの上で……


「へ？　え？　って……夢？　まじでいまの、夢だったの？」


　と、いくら周囲を見まわしても、やはりそこは、いつもとかわらない、彼が滞たい在ざいしている宿の部屋の中で……


「………………」


　それに、ライナはやっと、ふうっと安あん堵どの吐と息いきをついてから、


「まじで、夢？　うっわぁ。やな夢見たぁ。だいたい、ただ殺されるだけならまだしも、下着泥棒に間違えられて殺されるなんて……」


　が、そこでライナは笑って、


「いやまあ、よく考えてみりゃ、下着泥棒したくらいで、殺されるなんてのはおかしいから、そこで夢だって気付いてもよかったけどな。だぁけど、なんでまた、あんな夢みたんだ？　最近俺、疲つかれて……」


　とそこで、自分の体中が、妙に痛いことに気付いて……


　おまけに着ていた服はぼろぼろで、腕うでにはいくつものアザがあるのを見て……


　ライナはそれに、


「………………い、いやいやいや、そんなはずないって！　絶対あれは夢だったって！　うん。いやぁでも、最近俺、疲れてんのかなぁ。こんな服もボロボロで、アザだらけになるほど寝ね相ぞうが悪いなん……」


　が、そこまで言ったところで……


　また、あの、夢の中で何度も繰り返されたように、彼の言葉は遮られた……


　突如部屋の扉とびらが開き、ヴォイスが入ってきて、


「やあやあ、ライナさん。やっとお目覚めですか。しかし、さすがですねぇ。一晩で、八十枚ものうさちゃんパンティを盗むなんて。おまけに五百人近い女の子たちに気絶するまで殴なぐられ蹴けられ、切られて……あんな盛せい大だいなＳＭパーティーは、初めて見ましたよ。さらに街はもう、あなたの話題でもちきり。下着泥棒撲滅委員会発行『変態色情狂ライナ・リュートの素す顔がお』なんていう、似顔絵付きのチラシがたくさん貼り出されて……さすがの一言です。もうすっかり有名人ですね……」


　なんてことを言っていて……


　それにライナは、一度、呆然とした表情でヴォイスを見つめ、


「………………」


　それから泣きそうな表情で顔をしかめて、


「…………ぜってーそんなはずないって。ああ、そっか！　あれだ！　これも、夢の続きなんだ！……じゃ、じゃあ、寝なきゃな。うん。でもって、寝て起きたらきっと、全部元通りだ。絶対そう。そうに決まってる」


　言って、彼は再びごろんっとベッドに横になり、そのまま、さっさと寝てしまい……





　　　　◆





　そして翌よく日じつ。


　現実に戻ってきたライナは、


「やっぱり夢じゃねぇのかよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」


　なんて悲ひ痛つうな叫び声を上げたが……


　しかし。


　変態下着泥棒として有名になってしまった彼に、同情してくれる者など、一人もいなかった……







（うーまんず・えねみー：おわり）














　たれながし伝勇伝



　禁断の書














　呪のろい。


　呪い。


　呪い。


　それは、呪われていた。


　薄うす暗ぐらい部屋に置かれた、一冊さつの本。


　その本から溢あふれる、禍まが々まがしい空気。


　本を中心に世界が澱よどみ、腐くさり、堕だ落らくしていくような雰ふん囲い気き。


　そう。


　その本はあきらかに、呪われていた。


　呪いの力は強大で、触ふれるだけでそれは、人の魂たましいを喰くらい、侵おかし、人々の気力や命、大切だと思うすべてを、台無しにしてしまうだろう。


　そういった類たぐいの呪いが、それにはかけられていた。


　いや、それを呪いという言葉で表現していいのかどうかすら、わからない。


　すでにその呪いは、呪いや魔ま法ほうといった段だん階かいの代しろ物ものではなかった。


　ここ、ローランド帝てい国こく中の魔ま導どう研究者をかき集めても、解かい呪じゆどころか、まるで太た刀ち打うち出来ないほどの呪じゆ。


　そんなものを、呪いとは言わない。


　災さい悪あくだ。


　ここローランドには神や宗しゆう教きようなどという概がい念ねんはないが、それでもそれは、そういった類のものの一種と考えていいだろう。


　神……もしくは悪あく魔まが書いた書物。


　読めばきっと死ぬ。


　それはわかっていた。


　しかし彼は、それを読まなければならない。


「…………」


　ローランド帝国王──シオン・アスタールは、あまりの緊きん張ちように、ともすればいまにも震ふるえてしまいそうになる自分の手を、押おさえた。


　長い銀ぎん髪ぱつに、均きん整せいのとれた容よう姿し。


　強い意い志しを感じさせる鋭するどい金色の瞳ひとみは、しかし、呪いの毒どく気けにあてられてか、かすかに怯おびえの色が浮うかんでいる。


　だが、彼は腕の震えが止まるのを待つと、再び死の本へと手を伸のばす。
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　彼は、そういう王だった。


　どんなに辛つらくとも、どんなに困こん難なんであろうとも、どんなに自分が傷きずつこうとも、決して歩みを止めない。


　彼は、呪われた本に触ふれ、表紙を見る。


　するとそこには、こう書かれていた。





『真実の勇ゆう者しやの伝説』





「……はっ。真実の勇者だ？　悪魔の間違いだろうが」


　シオンは、吐はき捨すてるように言った。


　そう。


　それは悪魔の本だ。


　読めば確かく実じつに……


　だが、シオンは首を振って、その先の考えを遮さえぎった。未来の不安を数え始めれば、前へ進む勇気など、すぐになくってしまうから。


「さて、悪魔よ。俺にいったい、なにを見せる気だ？」


　そしてそのまま彼は、本を開く。





　その行こう為いが。


　どのような結けつ果かを招まねくかも、知らずに。





　　　　◆◆◆





『真実の勇者の伝説』





　この物語は世界の始まりと終わりと、そしてさらに始まりを記しるしたものである。


　それは光と闇やみ。


　善と悪。


　神々と悪魔の、過か去こから未来、永えい劫ごうに終わることのない闘とう争そうの歴史でもある。


　そして物語は、地上に、異い形ぎようのモノ、闇のモノどもが満ちあふれ、人々が絶ぜつ望ぼうにうちひしがれていた時代から始まる。


　そう、世界の終わりから、物語は始まるのだ。





　この勇者の伝説は、辺へん境きようの村から始まる。





　中央都市が闇の王に制せい圧あつされてから二年。


　世界は暗闇に満ちていた。


　それでも人々は散ちり散ぢりに辺境へと逃にげ、なんとか生き残ってはいたが……


　その、わずかな生き残りが集まって作った村に、その茶店はあった。


　娘むすめと親おや父じ、ふたりぽっちで経けい営えいしている茶店ながら、だんごがうまいと評判で、なかなかに繁はん盛じようしていた。


　しかしそんな平和な村にも、闇の魔の手は迫せまってきていたのだ!!


　突とつ如じよ村に現れた数百匹ぴきにも達しようかという闇の魔ま獣じゆうが、


「クケケケ！　人間どもめ、こんなところに隠かくれておったか！　皆みな殺ごろしにしてやる！」


　そう叫さけんで、襲おそいかかってくる。


　そんなことも知らずに茶店の娘は店を出てしまったので、


「ああもう、だんご粉こが切れちゃった。買い出しにいかなきゃぁああああああああ!!」


　魔獣に襲われてしまう。


　魔獣は娘を見るなり、


「クキャキャキャ！　女だ！　女の肉だ！」


　口々に叫んで群むらがってくる。


　そして彼女の上着を引きちぎり、さらにはスカートやパンティまでも引き裂くと、


「柔やわらかそうな肉！　喰くらえ喰らえ～!!」


「いやぁああああああああああああ!!」


　娘は叫んだ。


　その悲ひ鳴めいに、親父も事態に気づいたのか店から飛び出してきて、そして、魔獣の姿に驚おどろく。


「ま、魔獣!?」


　さらに、その魔獣に裸はだかにされ、いいように弄もてあそばれてしまっている娘の姿すがたを見て、


「ら、ライナぁあああああ!!」


「って裸に剝むかれた娘は俺おれなのかよ!!」


　しかし親父の叫びも空むなしく、魔獣に喰われようとするライナ！


「いやだから無む視しして変な小説書くのやめろって……」


　変な小説とはなんだ！


「あ、やっと答えた……小説の中だと俺の質しつ問もんに答えてくれんのね。じゃちょっと聞きたいんだけど、俺さ、そろそろ夕飯食いにいきたいんだよね。でも不ふ思し議ぎなことに財さい布ふがない。で、いま見てみたところによると、おまえの懐ふところに俺の財布らしいものがあるのが見えるんだけど……これはいったいどういうことだろう？」


　すると魔獣がその鋭するどい牙きばの生はえた口を開……


「いやいやいや、質問に答えろって」


　馬ば鹿かが。


　そこのセリフは、きゃああああ!?　だぞ！


「ンなのはどうでもいいんだよ！　ああもうじゃあ勝手に財布取らせてもら……」


　や、やめて！　ひとでなし！　私の胸むねになにをする気なの!?


「じゃあどうすりゃいいんだよっ!!」


　ふふ、私の名作の完成を手伝ってもらおうか。


「……名作っておまえ、まさかこの駄だ文ぶんのことをっ………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………い、いやぁ素す晴ばらしい文章だなぁ、まさかフェリスにこんな文才があるとは気づきませんでしたよほんとにだからそのあの名作のお手伝いをさせていただきたいと僕ぼく思ってるので首を絞しめるのをそろそろやめて欲ほしいなとか思っ………………」


　そして魔獣がライナを喰い殺そうとしたその瞬しゆん間かん！


「っていうか魔獣に殺される前におまえに殺されかけ……いやぁうそうそ！　や、やるから！　手伝うから!?　く、首の骨がめきって!?　いまめきって!?　お、俺はなにをすればいいでしょうかフェリス様!?　あ、はい！　娘役をやらせていただきます。きゃああああ誰だれか助けてぇ」


　ふふ、なかなかうまくやるではないか。


「ぶっ殺……」


　ん？


「なんでもないですはい。ってか、いったいこれ、なんなの？　いつまで続けるつもりなの？」


　うむ。


　この本が出版されたあかつきには、夢ゆめの印いん税ぜい生活で毎日酒しゆ池ち肉にく林りんだぞ！


「…………またつまんないことを……ほんとにそうなると思ってんの？」


　当然だ。


「ちなみに、俺の夕飯は？」


　印税さえ入れば、いくらでもおごってやろう。


「…………なるほど。じゃああれだ。万が一この本が出版されたとして、仮かりに売れたとして、さらに印税が手に入ったとして、俺の夕飯は、その後ってことか……いったい何年くらいかかるのかはわからないけど……し、死なないように頑がん張ばらなきゃ……」


　しかし、そんな娘のはかない望みも虚むなしく、魔獣の牙は、彼女の柔やわ肌はだに食い込もうとする!!


「……きゃ～……おたすけ～……はぁ……」


　その、瞬間！


「待てい！」


　彼は、現あらわれたのだった!!


　だんご屋の親おや父じはそれに、


「いやいやちょっと待てフェリス。おまえさっき、だんご屋じゃなくて、茶店の親父って描びよう写しやしてなかったか？」


　ん？　そうだったか？


「そうだよ。おまえ、本気で売る気なら、そういうのちゃんと気にしないとだめだぞ」


　な、なるほど。


　じゃああれだ、茶店の親父はそれに……


「さらに言うとだなぁ」


　なんだ？　まだあるのか？　いまいいところなんだぞ？


「見せ場いく前に、物語をきちんとしとかないと盛もり上がらないだろうが」


　ちゃんとしておく？


　どういうことだ？


「ああ、そりゃ、えっと……まず一番重要なのは、魔獣の描写だよ。魔獣がどんだけ怖こわいか描写しとかないと、読んでる人は全然怖がらないだろう？」


　む、なるほど。


「さらにおまえは娘と親父の描写もしてないし……ってか、登場人物の設せつ定てい表とかちゃんと作ってあるのか？」


　設定表？　そんなものがいるのか？


「いや、俺もよく知らないけど、そういうの作るらしいってことをどっかで読んだような気が……まあ俺小説家じゃないから、あんま詳くわしくないけど」


　いや、見直したぞライナ。


　なるほどな。


　では、あらためてその、設定表とやらを作ってみよう。


　まずは親父だな。


　親父・四十三歳。妻つまとは十年前に離り婚こん。そもそも二人は出会った当初から……





「なんでまず親父？　それに茶店の親父にそこまで細かい設定いらねぇだろ」


　ん？　そうなのか？


「いや、親父が今後大だい活かつ躍やくするってんなら話は別なんだけど……するの？」


　しない。


「ならいらねぇよ」


　ふぅむ。


　なかなかに難むずかしいな。


　では、次はどうする？


「あ～……とりあえず娘も脇わき役やくっぽいから設定いらないとして、魔獣の見た目だな。どんなイメージなの？」


　世界を滅ほろぼそうとする闇の王が使し役えきしている、凶きよう悪あくな魔獣だ！


「ほうほう、じゃ、闇の王ってのはどんな奴やつなの？」


　もちろんあの、極ごく悪あく非ひ道どう脅きよう迫はく王おうシオン・アスタールに決まっているだろう！


「え、そうなの？　あの、最悪噓うそつき嫌いや味み野や郎ろう、シオン・バカターレが闇の王なの？」


　当然だ！


　闇の王といえば、奴しかいないだろう？　なにかといえばだんご屋を潰つぶすぞと私を脅おどしてくるあのシオン・アホターレが、悪の総そう帥すいに決まっている！


「な、なんか俺、この小説書くの、ノリ気になってきたよ！」


　おまえならそう言ってくれると思っていたぞ、同志よ!!


「よし、なんか筆ひつ談だんにもだいぶ慣なれてきたし、どんどんシオンの悪口……じゃない、小説を書くか！」


　で、魔獣の描写なんだが……


「フェリス的にはどんなイメージなんだ？」


　よし、ちょっと書いてみよう。


　まずはコウモリの羽だな。


「おまえ、絵、下へ手ただなぁ」


　そしてゴリラの上半身。


「ふむふむ」


　蛇へびの下半身。


「いいね」


　豚ぶたの耳。


「ああ、それもいい」


　そして顔はもちろん、シオンの顔。


「さ、最高！　あ、ちょっと待ってね……ああもう、笑いすぎて腹が……あ、ここにうんことかもらさせようぜ」


　や、やるなライナ。


　よし、これで決定だ。続けるぞ。


「……あ、うん。も、もう俺だめ……わ、笑いすぎて死ぬかもしんない……」


　と、あまりの恐きよう怖ふに死にそうになっているライナに、その魔獣はうんこをもらしながら、迫せまる！


「こえー!?」


　その、瞬しゆん間かん！


「待てい！」


　彼は、現れたのだった!!


　茶店の親おや父じはその声に、


「ま、まさかこの声は……彼が、彼がきてくれたのか！　あの伝説に伝わる勇者様が私たちを助けにきてくれたのかぁああ!!」


「なんか、すげぇ説明口調だなぁ……別にいいけど」


　そして親父は見た。


　颯さつ爽そうと白馬にまたがる一人の男。


　華きや奢しやな体に勇者の鎧よろいと勇者のマントを纏まとい、腰こしには長大な剣けん。


　そしてその顔は、世界中が驚きよう天てん動どう地ちで山大だい噴ふん火かな美び貌ぼうをそなえている。


　一目見れば彼が、ただの人間でないことはわかった。


　美の神の愛をすべて受けて生まれてきた者。


　そう、彼こそが愛と平和とだんごを守る伝説の勇者──


「ふぇ、フェリス・エリス様が、私たちを助けにきてくださったぁ!!」


「……なるほど、勇者はおまえなのね……」


「はっはっは。僕がきたからにはもう安心だ！　茶店の娘むすめよ、いま助けるぞ!!」


　そしてフェリスは馬を走らせた。


　と同時、腰の剣を引き抜ぬく。


　その一連の動作だけでも、彼は美しかった！


　人々は彼を見つめ、陶とう酔すいし、魔獣たちは彼のあまりのまぶしさ、美しさに平へい伏ふくした。


　そして彼は剣を一いつ閃せんする。


「とう！」


　瞬間、魔獣たちはあっさり消え失うせてしまう。


「……盛り上がらないなぁ……」


　そして勇者はすぐさま馬を下おり、裸はだかにされてしまったライナの体に自分のマントをそっとかけると、


「大丈夫か、娘」


　だが、ライナは答えられない。


　彼女は一瞬にして、この美しい勇者様に恋こいをしてしまっていたのだから[image: ]


「い、嫌いやすぎる……そんなあっさり恋に落ちたら、尻しり軽がるすぎだろう？」


「ん？　どうした尻ラ軽イ娘ナ？」


「うわ、変なふりがなつけるのやめろよ！」


　しかしなにも言えないライナ。


　美しいフェリス様に対するこの気持ちを、いったいどうしたらいいのだろう？


　私、私……勇者様の旅についていきます！


　ライナは顔を赤らめてそう言った。


「いやいや、茶店の娘は、普ふ通つう勇者の冒ぼう険けんにはついていったりしないと思うぞ？」


　そして自分が裸なのにもかまわず、彼女は勇者に抱だきつく！


「どんな奴だよ！」


「な……なにをするこの淫ラ乱イ娘ナ！」


「だから変なふりがなつけるのやめろって!!」


　だが、娘の決意は固かった。


　淫いん乱らんと呼ばれてもいい。


　下げ僕ぼくでも、虫ケラでも、どんな扱あつかいを受けても、この勇者様についていきたいの。


　だからお父様、こんな私を許ゆるして！


「もちろんさ！　勇者様のために、しっかりと働くんだよ？」


「………………なんなのこの世界…………フェリスワールド全開でもうどうにもなんないんだけど……誰だれか止めて……」


　それに勇者はうなずいた。


「大だい丈じよう夫ぶ。僕がこの闇の世界を食い止めます。だからお父さんは、安心しておいしいだんごを作っていてください！」


「はい、勇者様！　勇者様ならきっとやってくれると信じております」


「うむ。しかし魔王シオン・アホターレを倒たおすには、伝説の勇者の剣が必要なのだが……」


「お、やっとなんか勇者伝説っぽい話に戻ってきたか？」


　ふふ、だろう？


　勇者は続けた。


「親父、なにか心当たりはないか？」


　すると茶店の親父は腕うで組ぐみをし、少し考え込んだあと、顔をあげた。


「そういえばこんな話をきいたことがあります。北のはずれの森の奥」


「おお、ほんとにそれっぽくなってきたぞ。あっさり茶店の親父が伝説の剣の在あり処かを知ってるのはどうかと思うけど……」


「巨きよ大だいな滝たきの向こう側にある洞どう窟くつの中」


「いいね、洞窟ダンジヨンの奥にあるとか、なかなかそれっぽい」


「その洞窟の一番奥でひっそりと営いとなまれているだんご屋の」


「……いやいやいやちょっと待て。なんかまた話の雲行きが怪あやしくなってきたぞ……」


「だんご職しよく人にん達に伝説の剣は代々受け継つがれているらしい」


「………………へぇ…………いや……いいんだけどね……」


　とそこで、ライナが驚おどろきの声を上げる。


「………」


　とそこで、ライナが驚きの声を上げる。


「へ？　なんで同じ文章二回…………って、あ、俺にセリフ言えってことね……えーと、じゃあどうしようかな……


　お、お父様!?　でもあの洞窟は、凶悪なモンスターたちの巣そう窟くつになっています！　いくら神々に祝しゆく福ふくされた勇者様といえどもさすがにあの場所は…………………………って、フェリス、なにをそんな驚いた表情で俺を見てんの？」


　お、おまえ、なかなか小説を書くのがうまいな？


「…………え、いまのがうまいっておまえ……もしかしていままでの小説、おまえ真剣に書いてたわけじゃ…………って、なぜそこで泣きそうになるの!?　あ、いやいや、お、おまえの小説も、なかなかいいと思うぞ？」


　そ、そうか？


「も、もちろんだよ！　なんかこれ、すごい面おも白しろすぎて、ベストセラーとかになっちゃうかもなぁとか思ってるよ？」


　だろう！


　やはりな。


　いくつか小説を読むうちに、私が書いたら素す晴ばらしいものができると常つね々づね思っていたのだ。


　ふふふ。


　ほらライナ、手を抜ぬくな。


　続けるぞ。


「う、うん」


　勇者はそこで、いつもの自信たっぷりな笑えみを浮うかべてこう言った。


「大丈夫さ。僕にかかればどんな洞窟もイチコロさ！」


「……す、すご～い……」


「どんな魔物が現れようとも、僕が君には指一本触ふれさせないよ！」


「……や、やった～……」


「さぁライナ！　このまま一気に伝説の剣を手に入れるぞ!!」


「……はぁい……涙なみだ」


　ん？　その『涙』というのはなんだ？


「……え？　ああ、これはあの、勇者様にお供ともできるあまりの嬉うれしさに、感かん涙るいしてるということを表現してみました」


　おお、やるな！


　よし、調子が出てきたぞ！


　どんどんいこう。


「…………うん」


「いくぞ！」


「…………お～涙」





　そうしてこの二人、勇者フェリスと、全ぜん裸らライナの冒険は……


「って、俺全裸のままなのかよ！」


　いま、始まったのだった！


「完全無む視し？　まじで？　全裸のまま進むのこれ？」





　第二部。





「って、勝手に二部始まったぁ!?」


　あれからもう、どれほどの時間が過すぎただろう？


「いやいやいや、どれほどでもいいけど、そろそろここらで一度お開きにして、夕飯……」


　茶店を離はなれてから数か月。


　しかし闇の王の魔の手は、とどまることなく世界を侵しん食しよくし続けている。


　世界は漆しつ黒こくの闇や阿あ鼻び叫きよう喚かんや悲鳴とかええとそのとにかくそういうものに包つつまれ、とりあえずどんどん危き険けんなことになろうとしていた！


「…………はいはい、ちょっと難むずかしい言い回ししたからって、どうだとばかりに俺を見ない。さっさと話すすめろよ」


　世界滅めつ亡ぼうの時まであとわずか。


　時間はない。


　そう、時間はないのだ！


「……ご飯の時間ぐらいはとろうよ……」


「いいや、僕がご飯を食べている間に、どれだけの人が阿鼻叫喚かを考えると、とてもとてもそんな食事なんていただけません」


「……いや、そのしゃべり方はおかしいと思うぞ？　あきらかに意味不明だし」


　とそこで、勇者フェリスは周囲を見回す。


　降ふり積つもる雪に、皮ひ膚ふを切り裂さくような、冷え切った空気。


　そこはもう、大陸の北の外れにあるという森だった。


　ひどく寒い。


　彼は凍こごえそうになる体をすくめてから、振ふり返った。


　そして彼の後ろ、か弱い女の足で、それでも健けな気げについてくるライナの姿すがたを見て、心配げな顔になる。


「大だい丈じよう夫ぶかい、ライナ」


「…………」


「大丈夫かい、ライナ」


「………………あ、また俺のセリフ？」


「あはは。おかしな子だな君は、僕と君以外に、ここには誰もいないじゃないか」


「…………えと、だ、大丈夫です勇者様」


　しかし勇者はそんなはずないという表情で、ライナを見つめる。


「でもこんなに雪が降ふってるんだよ？　いい加か減げん服を着たほうがいい」


「はぁ!?　まだ全裸なのかよ！　頭おかしい！　この女絶ぜつ対たい頭おかしい！」


　頭が、おかしい……


　人はみんな、そう言うかもしれない。


　でもいいの。


　他の人の視し線せんなんて関係ない。


　私は、勇者様に私の裸を一秒でも長く見つめてもらえればそれでいいの。


　そして彼に見つめられると私の体は火ほ照てり……この北の大地の雪すら溶とかしてしまうから[image: ]


　さあ、勇者様、もっと、もっと私を見てぇ!!


　ライナはそう言って顔を赤らめながらも、雪の上をごろごろと転ころがった。


　するとフェリスは笑って、


「はっはっは。相変わらずライナは淫いん乱らんだなぁ」


「助けて！　誰か助けて!?　頭が腐くさりそう!!」


　そう雪の上を全裸で転がりながら叫さけぶライナは、あきらかに変へん態たいだった。


「………………あうう……な、なんかこの作品、すごく大きなトラウマを俺の心に残す予感がしてきたぞ」


　それはさておき。


「さておかれたぁ!?」


　二人は森の奥おくに、滝たきを見つけた。


　それを見てライナはこう言った。


　勇者様、私、水みず浴あびがしたい。


「言わない言わない。こんな雪の中で滝に突つっ込こんだら、死んじゃうから」


　でも、それでも長旅の間、汚けがれきってしまったこの体を勇者様にさらすぐらいなら、死んだほうがましだと、ライナは思った。


「……『汚れきってしまった』っていう描びよう写しやが、すごく嫌いや」


　しかし、それにフェリスは首を振る。そのまま彼女の体をぐいっと引き寄よせると、


「そんなことはないよ、ライナ。どんな姿をしていようとも、君は綺き麗れいだ☆」


　え[image: ]


「って、なんの脈みやく絡らくもなくラブシーンなの？　☆とか[image: ]もすごくキモイぞ」


　そしてフェリスは、ライナを見つめて、こう言った。


「愛してるよ、ライナ」


「…………」


「愛してるよ、ライナ」


「………………」


「愛してるよ、ライナ」


「ええええええ、俺が返事書くのぉおおお？」


「愛してるよ、ライナ」


「すげぇ嫌。なんかすげぇ嫌」


「愛してるよ、ライナ」


「……あううう……いいよ、わかったよ……ええと……」


「愛してるよ、ライナ」


「ああ、はい、私も愛してます、フェリス様」


「でも淫乱はお断ことわりだ」


「こいつ殺してぇえええええええええええええ!!」


　と泣き叫ぶ私を、勇者様は乱らん暴ぼうに突つき放したけれど、いいの。


　こうやって罵ののしられるのも最近、気持ちよくなってきちゃったから♪











[image: ]








「どこまで変態なんだよ俺は!!」


　などと嬉うれしい悲鳴を思わず上げてしまうライナをおいて、それは起こったのだった。


「『嬉しい悲鳴』の使い方間ま違ちがえすぎ！」


　滝の中から突とつ如じよ、一匹ぴきの魔ま獣じゆうが現れ、


「クケケケ、死ね勇者！」


　手に持っていた槍やりを、投げた！


　だが、淫乱娘が繰くり広げる奇き行こうの数々に気を取られていた勇者フェリスは、それに気づくことができない！


　危あやうし勇者様!!


「……うう、緊きん迫ぱくの展てん開かいに至いたる理由が気にくわない……淫乱娘が繰り広げる、奇行の数々って……いいけどさぁ……」


　唸うなる槍。


　とっさにフェリスは振り向き、それを避よけようと、


「く、まずい……」


　だが、そこまで。


　間に合わなかった。


　死ぬ。


　そう思った。


　だが、その瞬間。


　危あぶない、勇者様ぁあああああああ！


「っていうのは俺？　もしかして俺がかばうの？」


　ライナは全裸のまま、勇者の前に飛び出した。


　刹せつ那な。


　槍はライナの腹はらの部分。


「うわ、死んだ？　俺死んだよな？　いまの！」


　柔やわらかい皮ひ膚ふを切り裂さき。


　内ない臓ぞうをえぐり出し。


「ちょ、ちょっとそこまで露ろ骨こつに描写する必要あんの？」


　さらにはその内臓……胃いや腸ちよう、心臓までをも巻き込んだまま、


「ぎゃああああ、気持ち悪い！　気持ち悪いよ!!」


　彼女の背せ中なかへと槍は突き抜けていった。


　そのままライナは地面に倒たおれ込む。


　瀕ひん死しの重じゆう傷しようだ。


「いや、即そく死！　あきらかに即死だろ!?」


　それを見た勇者は、震える。


「……き、貴き様さまら、貴様らよくも私の大事な淫ラ乱イ娘ナを!!」


「おーい、そこでそのふりがなはおかしいだろってはぁ……もうなんかすげぇ突っ込み疲つかれてきた……」


　すると魔獣は勇者フェリスのあまりの剣けん幕まくに、もう、たじたじになった。


「……たじたじ……」


　魔獣は震える声こわ音ねで言う。


「ひ、ひぃ……おたすけ……」


　だが勇者の怒いかりは収おさまらない。


「ゆ・る・さ・ん!!」


　逃げようとする魔獣。


　しかしフェリスは両手を高く掲かかげると、


「勇者ビーム!!」


　途と端たん、彼の瞳ひとみから七色の光線が放たれ、魔獣を呑のみ込んだ。


「手じゃなくて目!?　目から光線？　じゃ、なんで手掲げたの!?」


「うわぁあああやられたー!!」





　ドカーン。





　そうして、正せい義ぎは勝ったのだった。


「……もしかしていまの、爆ばく発はつ音おん？」


「ふ。たわいもない奴め。さあ先へ進むぞ」


　そう言って、二人は洞窟の奥おくへと……


「ってちょっと待てぇえ！　あの、俺いま完全に死んだよな？　二人ってどういうこと？」


　そしてライナは、内臓を垂たれ流しながらも、気合いで勇者の後に続いた。


「いやいやいやいや、フォローになってないから!!　っていうかこんなお伽とぎ噺ばなし、子こ供どもが見たら泣くぞ？」


　というライナの泣き言も虚むなしく、過か酷こくな旅は続く。


　ライナは暗い洞窟を見回して、震える声音で言った。


　勇者様……私、暗いの怖い……


　そんな怯おびえる小動物のようにかわいらしい彼女に、フェリスは優やさしく声をかけてやった。


「大丈夫だよ。内臓を垂れ流している君のほうが怖いさ♪」


「ほんとにそうだと俺も思うよ！　初めて意見が一いつ致ちしたな!!」


「さあ、君が腐くさり果ててしまう前に、先へ進もう」


「だから怖いって……涙なみだ」


「まあといっても……そもそも君の性しよう根ねは、あのシオン・バカターレと同様、生まれた時から醜みにくく腐り果ててしまっているがね、あっはっは」


「……だから誰なのおまえ……もうほんとやりたい放題だなぁ……」


　そうこうしているうちに、二人は洞窟の奥へとたどりついた。


　するとそこには一いつ軒けんのだんご屋があり、フェリスが到とう着ちやくするなり、中から一人の親おや父じが出てきた。


「待っていました、フェリス様。それから……」


　とそこで突然、親父はライナのほうを向いて、いまにも泣きそうな表情になり、


「我わが、娘よ」


「って最初の茶店の親父かよ!!」


「さささ、長旅、お疲れでしょう。勇者様、店の中へ入ってください。ほらライナも、だらだら内ない臓ぞうなんか出してないで、フェリス様にお茶をお出ししないか！」


「…………うん。そうだね。だらだらしててほんとにごめんね……うう」


　そうして三人は、お茶を飲みながらしばし、生きて再ふたたび再さい会かいできた喜びを嚙かみしめあったのだった。


　美お味いしいお茶に、だんごを三皿さら。


　一皿目は餡あんだんご。


　二皿目は三色だん……


「って、そのだんごの細かい説明はいるのか？」


　その言葉に、茶店の親父がじろりとライナをにらみつけた。


「馬鹿もの。ここがこの物語のクライマックスなんだぞ？」


「ええええええええ!?」


「まったく、いつまでたってもおまえという娘は。なにもわかってないなら、さっさと内臓でもしまいながら、黙だまってなさい。そうじゃなくても生なま臭ぐさくて勇者様に失礼だというのに……」


「えええええええええええ生臭いの!?　腐り始めてるじゃん!?」


　だが、フェリスはやんわりと親父の言葉を遮さえぎった、


「まあまあ、そんなに怒おこらないでやってください。彼女が生臭いのは、生まれつきなんですから」


「だからフォローになってねぇえええええええええええええええええええええ!!」


　と、嬉うれしい悲鳴をあげるライ……


「だから『嬉しい悲鳴』の使い方間ま違ちがってるって言ってんだろうが！」


　そんなたわいもないことを言っては喜ぶ彼女を、フェリスと茶店の親父は、優やさしい笑顔で見つめ、うんうんとうなずいたのだった。


「憐あわれまれたの？　俺ってば憐れまれたの!?」


　しかしそんな穏おだやかな時間も、長くは続かない。


　世界はいま、大変なことになっているのだ。


　もう、時間がない。


　フェリスは真しん剣けんな表情で言った。


「親父さん、そろそろ本題に」


　すると親父は、重々しくうなずき、それから立ち上がった。


　そして店の奥から一本の剣を持ってくると、


「これが、私の家に代々受け継がれている、伝説の剣でございます」


　そう言って、フェリスに向かって差し出した。


　しかし、あきらかにそれは、伝説の剣には見えなかった。


　木で出来た鞘さやは埃ほこりをかぶり、いたるところにひび割われが生しようじており、さらに彼が剣を抜いてみると、その刀身は錆さびが浮ういてしまい、もうぼろぼろだった。


「なぁる……フェリス、なかなかお伽噺を理り解かいしてるなぁ……よくあるよな、こういうの。伝説の剣はぼろぼろで、神の祝福やらドラゴンの息い吹ぶきやらで鍛きたえないと、本当の力を取り戻もどせないとか……そういう展てん開かい？」


　すると親父が言った。


「うむ。そういう展開じゃ」


「省しよう略りやくすんのかよ！」


「じゃあドラゴンの息吹で」


「場所とかも言えって」


「…………東の果ての山に住む火か竜りゆうの吐はく炎ほのおに剣をかざすと剣は復ふつ活かつするとかでどうじゃ？」


「俺に聞くなよもう……ま、とにかくちょっとそれっぽくなったような気がするな。あ、今度はだんご屋とかなしな」


「もちろんじゃ」


「だからなんで親父が答えるんだよ」


　そうして再び二人は、東の果てに向かった。


「あ、もう話が進んだ」


　その道中。


　ふと立ち寄っただんご屋で店主に伝説の剣を渡してみたところ、たちどころに剣は輝かがやきを取り戻し、勇者は満足げに言った。


「うむ、これなら火竜の元へ向かわなくても……」


「はぁ!?　なんで突とつ然ぜんそんな展開になんだよ！」


　すると勇者はライナを見つめ、真剣な表情で言ってくる。


「すまないライナ……もう、僕は疲つかれたんだ」


「ああん？　疲れた？　なにに？」


「そんなこともわからないのか？」


「いや、わからないもくそも、このフェリス異い次じ元げんワールドでなにが起るか予想できちゃったら、俺はとりあえず病院にいくよ……っていうのはさておき、なにに疲れたって？」


「うむ。そんなの、決まってるだろう？」


「決まってるんだ……で、なに？」


「これ以上、この物語を書くのに疲れた」


「……あ、あっさり言うなぁ……おまえ、ここまで散さん々ざん俺を付き合わせといて、そりゃねぇだろ……」


　だって飽あきたんだもん。


「いや、だもんとか書かれてもなぁ……まあいいや、じゃ、どうすんの？」


　夕飯を食べにいこう。


「物語は？」











　そのときだった!!


　中央都市にいる悪あく魔ま王おうシオン・バカターレの奴やつは、馬ば鹿かしかかからないという種類の風か邪ぜに、馬鹿だからかかって死んだ。


　即そく死しだった。


　世界は平和になった。








　　　　　完











　　　　◆◆◆◆





　そんなことが書かれていた一冊さつの本を読み終えた瞬しゆん間かん。


「…………ぐはっ」


　シオンは、吐と血けつせんばかりのため息いきをついた。


　そのまま、即死寸すん前ぜんの弱り切った声こわ音ねで、


「…………お、俺にこれを、どうしろと？」


　呪のろい。


　呪い。


　呪い。


　あまりにも恐おそろしい呪いが、それにはかけられていた。


　本を中心に世界が澱よどみ、腐くさり、堕だ落らくしていくような雰ふん囲い気き。


　魂たましいが、吸すい取られるかと思った。


　せっかく仕事を頑がん張ばって、充じゆう実じつした一日を締しめくくろうと思っていたのに、その頑張りをすべて台無しにしてしまうような、そういった種類の呪いが、そこにはかけられていた。


　読めばきっと死ぬ。


　それはわかっていたが……


「……なんでこんなの読み切っちゃってるんだろ、俺……」


　そうじゃなくても忙いそがしいのに……


　シオンは思わず、自分の愚おろかさを呪った。





　とそこで、本の最後のページに一枚の紙切れがはさまっているのに気づく。


「ん？　なんだ？」


　その紙を引き抜き、見る。


　するとそこには、こんなことが書かれていた。








　シオン・アホターレ編へん集しゆう長ちようへ。


　君はいま、今世紀最大の名作を一番初めに読むことができる幸運に打ち震ふるえ、涙なみだしていることと思う。


　この名作を早く他の誰かに読ませたい。いや、世界中すべての人間に読んでもらいたい。


　さっそく複ふく写しやし、出しゆつ版ぱんするぞ！　と、部下に檄げきを飛ばしているところかもしれない。


　そのとき浮かべる君の笑え顔がおを思うと、ワシも思わず顔がほころんでしまうよ。


　だが、君が興こう奮ふんする気持ちもわかる。


　この本は売れる。


　すぐに社会現象になり、一億部、百億部、千兆部と部数を増ふやしていくだろう。


　そしてこの作品を読めばきっと、世界はあまりの感動に涙を滝たきのように流し、武ぶ器きを破は壊かいし尽つくしてしまうのだ。


　この本一冊で、世界に平和が生まれる。


　なんと素す晴ばらしいのだろう！


　これではまるで、現代における勇者伝説ではないか！


　もちろん勇者はワシだ。


　これこそが、ほんとうの勇者の伝説だとは思わないかねふふふのふ。





　では、早さつ速そく出版したまえ。


　印いん税ぜいは、原作者であるフェリス・エリス、ライナ・リュートへと送ってくれたまえ。





　　　　大作家フェリス・エリス


　　　　文ぶん豪ごう　ライナ・リュート








　との手紙に。


「あっはっはっは」


　シオンはもう、笑うしかなかった。





　　　　◆





　それからどれくらいの日にちが過ぎただろう？


　ライナ・リュートとフェリス・エリスは、街まちを歩いていた。


　ライナは隣となりを歩く金きん髪ぱつ絶ぜつ世せいの美女を、眠ねむそうに緩ゆるんだ目で見て、


「なぁフェリス……毎日本屋に通ったって、無意味だと思うよ？」


　しかし彼女は、いまいち感情にかける、美しい双そう眸ぼうをライナのほうへと向けると、


「なにが無意味だ！　いつ私たちの大作が出版されるかもわからないのだぞ？　その勇ゆう姿しを見たいとは思わないのか！」


　だが、ライナはそれに、深いため息をつく。


「絶対あんなの、出版されないと思うけどなぁ……百歩譲ゆずってシオンの力で出版されたとしても、ローランドの中だけだろう？　イエットでは出ないよ」


　それでもフェリスは強気に、


「馬鹿め。あれほどの名作、人気が人気を呼んで、いまや千兆部だぞ？　むしろ本で世界が埋うめ尽くされてもいいはずだ」


　なんて言葉にライナは彼女を見つめ。


「…………本気でそれおまえが信じてるなら……ちょっとかわいいな……と思う奴と、頭おかしいんじゃね？……と思う奴が半々くらいかなぁ……」


「うむ。とりあえずおまえの寿じゆ命みようはここで終わることに……」


「いやいやいや、俺はかわいいと思ってる方所しよ属ぞくよ？　ほんとだぎゃあああああああああああああああああああ！」


　と、なにやらわけがわからないうちにライナが吹ふっ飛ばされた先には、ここ数日二人が通い詰つめている書店があった。


　ライナたちがいる街では一番大きな書店。


　その書店の入り口に、看かん板ばんが立っている。


　そしてその看板には、なにやら気になる文章が並ならんでいて、


「んぁ？　なんだ？」


　ライナはその看板を、地面をごろごろ転がりながら読んだ。


　するとそこには、こんなことが書いてある。





『ローランドからやってきた、大ベストセラー作品ついに登場！』





　看板の下には、赤と緑、二種類の本……というよりも、絵本のようなものが山積みにされており、すごい勢いきおいで売れている。


　さらには看板の隅すみっこに、こんなことまで書かれていて。





　著ちよ者しや　ライナ・リュート


　著者　フェリス・エリス





「うお、え？　ま、まじで発売されてる!?　しかも売れてる!?　って、フェリス！　フェリスフェリスフェリス！」


「うるさい。とどめならいま刺さしてやるから、待っていろ」


「じゃなくて！　本！　本!!　発売されてる!?」


　言って、ライナが山やま積づみの本のほうを指さすと、やってきたフェリスもそちらを見て……


　目を、見開く。


「……ほ、ほんとだ」


　いつもは完全に無表情なはずの彼女の目が、なぜかちょっと、嬉うれしげに輝かがやいているように見えたような気がしたが……


　まあ、いまはそんなことはどうでもいい。


　ライナも驚おどろきの表情のまま、立ち上がる。


「も、も、も、もしかして俺たち、大金持ち？」


「当然だ。なにせ千兆部だぞ!?」


　それはない、と、突っ込もうかとも思ったが、フェリスが嬉しそうなので、無む駄だに突っ込んで殴なぐられてもなぁと思い直し、ライナは言った。


「と、とりあえず買ってみようぜ！」


　そして本を購こう入にゆうした。


　ただいくつか、気がかりなことがあった。


　まずはなぜか本が、赤いのと緑、二冊あること。


　おまけに緑の本を書いた作者はライナ・リュートで、赤の本を書いたのはフェリス・エリスだという。


　だが、これはおかしい。


　ライナは茶店の娘むすめ役やくをしただけなのに、はたして一冊分の本になったりするのだろうか？


　さらにもう一つ。


　購入するときに、いくつもおかれた看板に、こんな宣せん伝でん文もん句くが書かれていて。





『手のかかる子こ供どもを持つ親おや御ごさんに大人気』





『子供たちの人気投票で一位を獲かく得とく』





『子供の心を育てる、最高の一冊』





　などなど、子供という言葉が強調されているが……


「あれ、子供が喜ぶような内ない容ようは、まるでなかったと思うんだけどなぁ……むしろ子供が読んだら、泣くだろ……」


　と、ライナは首をかしげたが、フェリスはそれに笑って、


「ふふ、おまえはまだまだなにもわかっていないな。最近の子供はマセているからな。あれぐらいリアルな描写をしたほうが、喜ぶのだ」


「そういうもんかね？」


「うむ。そういうものだ」


　と、フェリスが自信たっぷりにうなずくので、そういうもののような気がしてきた。


　とにかく。


　フェリスは本を購入するなり、書店のすぐ外でその包みを開いた。


　著者フェリス・エリス


　と、書かれている赤の本。


　それを彼女は開く。


　その横から、ライナものぞきこんで。


　すると、かわいらしい挿さし絵えとともに、その絵本の物語は幕まくを開けた。





　　　　◆◆◆◆◆





『食くいしんぼ姫ひめの失敗』





　あるところに、フェリスちゃんという一人の女の子がいました。


（かわいい金きん髪ぱつの女の子の絵）





　彼女はだんごが大好きで、もう、好きで好きでたまりません。


（だんごを見て、よだれをたらすフェリスちゃんの絵）





　毎日毎日だんごを食べます。


（だんごを食べまくるフェリスちゃんの絵）





　だんごだけを食べ続けます。


（もう狂くるったように食べ続けるフェリスちゃんの絵）





　お母さんが怒おこっても、わたしはだんごを食べるんだもん！


（だんだん、栄養が偏かたより過すぎているせいか、やつれはじめるフェリスちゃん）





　うう、苦しいよう、でもだんごおいしいよう。


（もう死にかけなのに、だんごをやめないフェリスちゃん）





　そんな悪い子嫌きらいと、突とつ然ぜんだんごの神様が怒いかりの鉄てつ拳けん！


（ぶっとばされるフェリスちゃんの絵）





　そして食いしんぼフェリスちゃんは、だんご神しん様の怒りに触ふれて、若わかい命を落としてしまったのです。


（無む惨ざんな姿でご臨りん終じゆうのフェリスちゃんの絵）








　　　　　完








　　　　◆◆◆◆◆





「俺らの書いた小説より怖こえええええええええええええなんでこんなの売れてんの!?　っていうか子供にこんなの売っていいのか!?」


　ライナは叫んだ。


　しかし隣のフェリスは、それに反はん応のうできない。


　ただ、ただその場で震えるばかりで、


「だ、だ、だ、だだだだ、だんご神さまが、私のことを、お怒りに……わ、わ、私はいったいどうすれば……」


「だ、大だい丈じよう夫ぶだって！　これ絵本だから！　フィクションだから!!」


「あわわわわ」


　と、いままで聞いたこともないような動どう揺ようの声を上げるフェリスにライナはうろたえる。


　もう、いまの彼女にはなにを言っても無む駄だのようだった。


　だが、気持ちはわかる。


　不ぶ気き味みな内容に不気味な挿絵。


　なまじ絵本っぽいのがより怖い。


「し、シオンの野や郎ろう、またこんな嫌いやがらせを……」


　とそこで。


　ガサっと、足あし下もとで音がする。


　ライナはその音のほうへと目を向けると、そこには一冊の本。


　そう。


　いつの間にか取り落としてしまった、緑の本が落ちていて。


「う……」


　ライナは、思わずそんな声を漏もらしていた。


「……よ、読まねぇぞ俺は……」


　表紙にはやはり、かわいらしい挿絵。


「……ぜ、全然内容気になったりしてないし！」


　著者ライナ・リュート。


「…………はっ！　どうせシオンが書く絵本なんて、つまんないに決まってんだ。読む必要ないね。ああ無駄した。買わなきゃよかった……」


　言いながらも、緑の本を拾おうとしているライナ。


　読みたくないのに……


　読んだら、絶対嫌な気分になるってわかってるのに……


　好こう奇き心しんがぁ!?





　そして物語は始まった。





　　　　◆◆◆◆◆





『寝ねぼすけ物語』





　あるところに、ライナくんという一人の男の子がいました。


（やる気なさそうな黒くろ髪かみの少年の絵）





　彼は昼寝が大好きで、もう、好きで好きでたまりません。


（さっそく布ふ団とんに飛び込むライナくんの絵）





　毎日毎日昼寝します。


（ひたすら眠り続けるライナくんの絵）





　朝も起きず、ご飯も食べず、学校にもいかず、仕事もしません。昼寝さいこー！


（ベッドから落ちても寝続けるライナくんの絵）





　お母さんが怒っても、だって眠いんだもん！


（だんだん、栄養不足でやつれはじめるライナくん）





　うう、苦しいよう、でも起きたくないよう。


（もう死にかけなのに、昼寝をやめないライナくん）





　どんどんひからびて、もう死んじゃうという寸すん前ぜん、悪魔シオン・バカターレ登場！


（餓が死し寸前でもう動けないライナくんの元へ現あらわれる悪魔シオンの絵。なぜかシオンの後ろには後光がさしていて神こう々ごうしいところがむかつく）





　死にかけで動けないのに、もっと働け、もっと働けと悪魔シオンに働かされるライナくん。二千時間睡すい眠みんなし。


（首から下が、すでに骸がい骨こつなライナくんがこき使われる絵）





　そして寝ぼすけライナくんは、元気なうちに体を動かしていなかったばかりに、ついに若わかい命を落としてしまったのです。


（無む惨ざんな姿でご臨りん終じゆうのライナくんを、笑いながら食べようとしている悪魔シオンの絵）








　　　　　完








　　　　◆◆◆◆◆





「あわわわわ、や、や、奴やつは本気だ!?　おおおおお俺を死ぬまで働かせるつもりだ!?　骨ほねまで喰くらう気だ!?　どどどどどどどうしようフェリス!?」


　もう、半泣きでライナは言った。


　だが、フェリスは一言。


「あわわわわわ」


「あわわわわわ」





　ちなみに。


　そんな震える二人をよそに、本はどんどん売れていく。


　千兆冊……とまではいかなかったが、累るい計けいで百万部。


　大ヒットと言っていいだろう。


　その印税が、素晴らしい挿絵を描いたイリス・エリス……つまり、フェリスの妹のお財さい布ふの中に納おさめられたということを、二人が知ることはなかった。







（禁断の書：おわり）















　あとがき







　そんなこんなで二か月ぶりです。


　今回の作品は、いかがでしたでしょうか？


　僕ぼくは震ふるえました。


　もう、あまりに凄すごすぎる。


　今回の作品群は、あまりに凄すぎます!!


　だって。


　だってほとんど全部が。





　あ、でもそれは読んでのお楽しみ（笑）





　いやぁ、ひどい。


　あまりにひどい。


　こういうの、いいなぁ……


　なぜこういった方向の作品ばかりがこの巻に集まったかなぁ。


　もう、伝勇伝のしょーもないところが大好きなみんなには、本当におすすめです！


　僕は好きです。





　まあでもその反動のせいか、最後の書き下ろしの作品は、いまだかつてないほどのシリアスなものになってしまいました……


　短編とのギャップにみんなが落ち込んだらどうしようと思うほどのシリアスっぷりなので、ちょっと心配です。


　あわせて楽しんでもらえたらなぁと願ってます。





　　　　◆





　なんて発言すら実は、本当にしょーもないんですが（笑）


　それはもう読み終わった人だけが楽しめる話題なので、どのようにしょーもないのかわからない人は、とりあえず購こう入にゆうして、一気読みしてください。


　そして、


「か、鏡かがみ貴たか也やの野や郎ろう、ぶっ殺してやる!?」


　と思って笑ってやってください。





　まあそんなこんなで、ちゃんとしたあとがきへ戻もどります。





　短編集も、みんなの応おう援えんのおかげで六巻を迎むかえることができました。


　ちなみに六巻というと、一冊あたり五話収しゆう録ろくされているので、三十話目まで収録されているということになります。


　ちなみにこの巻が発売される時期に、一いつ緒しよに発売されるドラゴンマガジンに載のる短編は、四十八話目なんですが。


　ということは、三十話目というのはもう、一年以上前に書いた話ということになります。


　となるとこの作品に収められている一話目（ブーちゃんの話ね）はさらに前、一年と半年くらい前に書いた話ということになります。


　つまりなにが言いたいかというと。


　ブーちゃんの話と、書き下ろし作品（禁断の書というやつ）を書いた時期には、一年半以上の開きがあるわけです。


　そんだけ開きがあるとどうなるか。





「ぶ、文章の書き方自体が違ちがうじゃねぇえかあああああああああああああ！」





　と、大だい爆ばく笑しようしました（笑うのかよ）。


　話の運び方や言い回しもだいぶ違うから、書き下ろしだけを読むのじゃなく、最初から順番に読んでもらえれば、鏡貴也の成長歴もうかがえるという、いろいろな楽しみ方ができる『とりあえず伝説の勇者の伝説６』。


　みんなが楽しんでくれるといいなぁと願っております。


　しかし、長編のほうがもうクライマックスで、ギャグパートが減へってシリアス一直線だったりするので、こういう短編には救すくわれるなぁ。


　でも次巻あたりから短編も、イエット編が少しまじめな感じになってから終わり、でもってその次の巻あたりで、いまドラゴンマガジンでやってるローランド編の最初の部分に入るのかな？


　ローランド編も人気があるから、それを待ってる人は、お楽しみに!!


　でもって、今回の書き下ろしは、もうすごく楽しんで書けたんだけど、次巻からはまた元に戻して、やりたい話があるので、そっちが好きな人は楽しみにしててください。








　別の話題。


　ファンレターには、最近よく泣かされます。


　だってみんな、優やさしすぎるよ……


　前からもう、再三言ってることで、もうそれはいいから！　と言われそうだけど、また言っちゃいます。


　みんながいるから、僕は作品を続けられてます。


　だからその恩おん返がえしに、僕は、僕の作品で、一いつ瞬しゆんでもみんなが笑ったり、嫌いやなことが忘わすれられたらいいな……という気持ちで、作品を書いてます。


　でもたまにスケジュールが辛つらかったり、嫌なことがあったりすると、投げ出したくなるときもあります。


　そんなとき、みんなからの応援に救われます。


　みんなのおかげて、『僕は一人じゃなくて、みんなが待ってくれてるんだ』って、思い出すことができるから。


　だから、みんなありがとう！


　返事は全然出来てないけど、ファンレター、ファンメール、どちらも欠かさず読んでるからね！





　さぁ、今年も頑がん張ばって隔かく月げつ刊行していくぞー!!


　次は十月発売の、伝説の勇者の伝説９巻です！


　楽しみに待っててください。





　さあ、伝勇伝９巻書くぞー!!







鏡　貴也
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